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・カラーパネル 

環境対策 (1) 騒音・振動対策

　「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という
。）に定める対象建設工事に該当する場合は、建設リサイクル法に基づき特定建設資材
の分別解体及び再資源化の実施について、適正な措置を講ずるとともに、分別解体・再
資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、監督職員に報告するこ
と。

設機械の指定に関する規定」(平成9年建設省告示第1536号)に基づき指定された建設
機械を使用するものとする。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議するものと
する。

Ⅰ．工事概要 (2) 排出ガス対策

設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領(平成3年10月8日付け
建設省経発第246号)」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械又は同等の建設機
械を使用するものとする。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議するものとす
る。

１．工事場所

２．敷地面積

(3) グリーン購入法

踏まえ、必要とされる強度や耐久性、機能の確保、コスト等に留意しつつ、「国等に
よる環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン購
入法」という）」第10条及び「栃木県生活環境の保全等に関する条例」第63条で定め
た「栃木県グリーン調達推進方針」に定められた特定調達品目の使用を推進するもの
とする。

４．工事種目

電気保安技術者 要 不要 (1.3.3)

条件明示項目 (1.3.5)

験
事故報告

もに、監督職員が指示する様式（工事事故報告書）で指示する期日までに提出しなけれ
ばならない。Ⅱ．建築工事仕様

１． 　設計書、図面、特記仕様書及び現場説明書（質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土

改修標仕」という。）による。また、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部
不正軽油使用の防止
対策

(1) 本工事は、地方税法(昭和25年法律第226号)及び特定特殊自動車排出ガスの規制等に
関する法律(平成17年5月25日法律第51号)を遵守すること。

(2) 本工事で使用し又は使用させる軽油使用の車両(資機材等の搬出入車両を含む)並びに
建設機械等の燃料には規格（JIS）に合った軽油を使用すること。また、県が使用燃
料の抜き取り調査を行う場合には、現場代理人がこれに立ち会うなど協力を行うこと
。

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものと
しJIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の(1)～(6)の項目を満た
すものとする。

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行なわれていること。

(3) 安定的な供給が可能であること。 過積載対策 ダンプトラック等による過積載等の防止については、次のとおりとする。

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は、免許等を取得していること。 積載重量制限を超過して工事用資材を積み込まず、また積み込ませないこと。

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(6) 販売保守等の営業体制が整えられていること。 過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有すること
の証明となる資料を監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

資材等の過積載を防止するため、建設発生土の処理及び骨材等の購入等にあたっては
、下請事業者及び骨材等納入業者の利益を不当に害することのないようにすること。

　また、本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に
規定するもの又はこれらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、同等
品等使用願を監督職員に提出し承諾を受ける。

さし枠装着車、物品積載装置の不法改造をしたダンプカー及び不表示車等に土砂を積
み込まず、また積み込ませないこと。並びに工事現場に出入りすることのないように
すること。

　なお、同等品の中で、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品

過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける等、過積載を
助長することのないようにすること。

取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を
土砂等運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講じること。

(7) 「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」の目的
に鑑み、同法第12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使
用を促進すること。

(8) 下請契約の相手方は資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に
欠ける者又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させた
ものを排除すること。

(9) (1)～(8)のことにつき、下請業者における受注者を指導すること。

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 暴力団員等による不
当介入を受けた場合
の措置

(1) 栃木県が発注する建設工事（以下「発注工事」という。）において、暴力団員等によ
る不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固として
これを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行い、捜査
上必要な協力を行うこと。1 1 適用基準等 建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

一 ◎ (2) (1)により警察に通報を行い、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内
容を記載した書面により発注者に報告すること。

(3) 発注工事において、暴力団員等により不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じ
るなどの被害が生じた場合には、発注者と協議を行うこと。般

共

2 工事実績情報の登録 （1.1.4）

工事の一時中止

通

事

項

　受注者は、受注時又は変更時において工事請負代金が500万円以上の工事について、工
事実績情報サービス（CORINS)に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報とし
て「登録のための確認のお願い」を作成し監督職員の確認を受けた上、次に示す期間内

　受注者は、工事の施工にあたり建設機械を使用する場合は、「低騒音・低振動型建

　受注者は、工事の施工にあたり「建設機械に関する技術指針」別表第3に揚げる建

　受注者は、資材、工法、建設機械又は目的物の使用にあたっては、事業毎の特性を

　受注者は、工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に報告するとと

◎

◎

(1)

(2) 現場説明書

(3) 特記仕様書

(4) 図面及び設計書

(5)

質問回答書（(2)から(5)に対するもの）

交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成28年版）」（以下「

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (平成28年版)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (平成27年版)

　契約書第21条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期中における
工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾
を受けるものとする。
　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬
入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再

(1)

工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。(2)

3 発生材の処理等 [発生土]

・ 構内指示の場所にたい積

たい積場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎ 構外搬出適切処理

◎
6月制定）によるほか、下記により構外に搬出し適切に処理する。

(1) 建設副産物実態調査要領に基づき、本工事に係る再生資源利用計画書及び再生資源利
用促進計画書を作成し、施工計画書に含めて提出すること。また、工事完成後速やか
に上記計画書の実施状況について、再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書

(2) 建設副産物の処理に先立ち、「建設副産物処理承認申請書」により監督職員の確認を
受け、同申請書を提出すること。

(3) 建設副産物の処分にあたって、提出事業者（元請業者）は処理業者と建設副産物処理
委託契約を締結し、その契約書の写しを提出すること。

なお、収集運搬業務を収集運搬業者に委託する場合は、別に、収集運搬業者と建設廃
棄物処理委託契約を締結し、その契約書の写しを提出すること。

(4) 建設副産物処理完了後速やかに「建設副産物処理調書」を作成し、監督職員に提出す
るとともに、実際に要した処理等を証明する資料（受け入れ伝票、写真、位置図、経
路図等）を提示し確認を受けること。

(5)

[発生土以外の発生材]

・ 引渡しを要するもの ・ 有 名称（　　　　　） ・ 無

・ 特別管理型産業廃棄物 ・ 有 名称（　　　　　） ・ 無

処理方法（　　　　　　　　　）

再利用及び再資源化を図るもの ・ 有 名称（コンクリート） ・ 無

建設廃棄物については、産業廃棄物処理における「産業廃棄物管理票（マニフェスト
）」の交付されたもの及び回収した各票を監督職員に提示し確認を受けること。
なお、回収したマニュフェストについては、廃棄物の処理及び清掃に関する法を踏ま
えて適切に保存すること。

質性能評価事業　建築材料等評価名簿」（以下、「評価名簿」という。）に記載されて
いる製造所の材料を選定した場合は、設計図書に規定するものと同等と取り扱い、主要
資材使用通知書により監督職員に通知する。

　また、公営住宅工事においては上記に加え、公共住宅事業者等連絡協議会編集の「公共住宅建設工事共通

製造所名は五十音順とし、「株式会社」等の記載は省略する。

また、（　　　　）内は製品名を示す。

[G]印は、「栃木県グリーン調達推進方針」の特定調達品目を示す。

２． 特記仕様

(1)

(2) 特記事項で●印、◎印、・印のある場合の適用は下記による。

●印の付いた仕様は全て適用する。

●印の付かない場合は、◎印の付いた仕様を適用する。

・印のみの仕様は適用しない。

(3) 特記事項に記載の（　．　．　）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は表を示す。

特記事項に記載の（標仕　．　．　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は表を示す。(4)

(5)

(6)

(7)

4 建設リサイクル法

材料の検査に伴う試 構造体コンクリートの強度試験及び鉄筋のガス圧接部の引張り試験は下記の機関による。

監修の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成28年版）」（以下、「標仕」という。）及び国土交
通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成￤724￤1年度版）」により、優先
順位は次による。

改修標仕及び標仕

(1)

(2) 現場説明書

(3) 特記仕様書

(4) 図面及び設計書

(5)

(6)

(7)

質問回答書（(2)から(7)に対するもの）

改修標仕及び標仕

(1.4.2)

合法木材の確認 製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方
針の判断の基準に従い、あらかじめ、｢木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のた
めのガイドライン｣(林野庁 平成18年2月15日)に準拠した証明書を監督職員に提出する。

ゴム製品等の品質確 　本工事に東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料(以下、「ゴ
認等について ム製品等」という。)を使用する場合には、受注者が指定した第三者(東洋ゴム化工品(株)、

ニッタ化工品(株)と資本面、人事面で関係がない者)によって作成されたゴム製品等の品
質を証明する書類を事前に監督員に提出し、確認を受けるものとする。

　なお、第三者による品質証明書類を監督員に提出し、確認を受けた場合であっても、後
に製品不良等が判明した場合に、受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。

再生骨材の品質確
保について

本工事に再生骨材を利用する場合は、｢再生クラッシャーランの品質確保に関する当面の
措置について｣(平成15年9月16日栃木県県土整備部技術管理課)により、現場搬入時に目
視確認を行い、｢再生クラッシャーラン(RC材)品質確認状況報告書｣を作成の上、速やか
に監督職員に提出するものとする。

化学物質を発散する
建築材料等

(1.6.9)

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能
を有すると共に、次の(1)から(5)を満たすものとする。

デヒドを発散させないか、発散が極めて少ないものとする。

発散が極めて少ないものとする。

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
クルボードその他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

極めて少ないものとする。
保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散させないか、発散が

接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない
難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ
ンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。また、

規制対象外

ア ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

イ 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

ウ 下記表示のあるＪＡＳ規格品

(ｱ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

(ｲ) 接着剤等不使用

(ｳ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない材料使用

(ｴ) ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

(ｵ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料使用

(ｶ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用

第三種

ア ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

イ

ウ 旧ＪＩＳのＥｏ品

エ 旧ＪＡＳのＦｃｏ品

特別な材料の工法 　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工
法とする。

施工数量調査 調査範囲及び調査方法 ･図示 (1.5.2)

既存部分の破壊を行った場合の補修方法 ･図示 (1.5.3)

(1.6.2)

技能士 適用工事種別 技能検定の種別

防水改修工事 ・ アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水加工作業

・ セメント系防水工事作業 ・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業 ・ 左官作業 ・ 内外装板金作業

内装改修工事 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業

・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ作業

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

・鋼製下地工事作業 ・左官作業

・大工工事作業 ・ﾀｲﾙ張り作業

塗装改修工事 ・建築塗装作業

耐震改修工事 ・構造物鉄工作業 ・型枠工事作業

・とび作業 ・鉄筋組立作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事 ・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

石工事 ・石張り作業

植栽工事 ・造園工事作業

外壁改修工事 ・ 左官作業 ・ ﾀｲﾙ張り作業 建築塗装作業

建具改修工事 ・ ビル用サッシ施工作業 ・ ガラス工事作業

・ 自動ドア施工作業

(1.6.9)

採取方法 ◎パッシブ型 ・アクティブ型

着工前の測定 ◎行わない ・行う

測定対象室 ・図示 ・　　

測定箇所数 ・図示

化学物質の濃度測定 　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、
スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、監督職員に報告する。

（住宅工事の場合は1住戸当たり2室以上）

報告の様式等については監督職員の指示による

完成図等 ◎作成する ・作成しない (1.8.2)

◎完成図　　◎製本

　　　・ＣＤ－Ｒ 提出部数　（　　）部　　　　　　

◎施工計画書等

◎施工図

◎保全に関する資料

施工図等の取扱い

完成写真

分類・規格

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

◎電子データ

・べた焼き（他に外観正面1ｶｯﾄ5枚(ｶﾗｰｷｬﾋﾞﾈ版)提出

下記のものを監督職員に提出する。

他工事との取合い 　別表 - 1 によるが、設備機器の位置、取り合い等の検討のできる施工図を提出して、
監督職員の承諾を受ける。

設計GL 監督職員の指示による

調査・試験に対する
協力 監督職員の指示によりこれに協力しなければならない。

には、次の各号に掲げる協力をしなければならない。

調査票等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な協力をしなけれ
ばならない。

調査票等を提出した事業所を発注者が、事後に訪問して行う調査・指導の対象と
なった場合には、その実施に協力しなければならない。

ウ 正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い就業規則を作成すると
ともに賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時
間管理を適切に行わなければならない。

エ 対象工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請負工事の受注者
（当該下請工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）が前号と同様の義務
を負う旨を定めなければならない。

受注者は、発注者が自ら又は発注者が指定する第三者が行う調査及び試験に対して、

受注者は、当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合

火災保険等 　火災保険、建設工事保険、組立保険又は土木工事保険等のうち1以上に加入する。

　契約期間の始期は、材料（仮設、型枠材を除く）搬入時以前とし、終期は、工事目的
物（分離発注に於いては、引き渡しが最後となる工事目的物）の引き渡しの翌日までと
する。

　保険契約の締結後、その証券の写しを監督職員にすみやかに提出する。

下請負人の選定及び
工事材料の選定

◎
中から選定するよう努めること。

◎
合すると認められる場合は、優先して使用するよう努めること。

電子納品 ◎

◎ 貸与するCADﾃﾞｰﾀを該当工事における施工図又は完成図の作成のため以外には使用し
てはならない。

書面における署名及び捺印の取り扱い　◎監督職員との協議による

受注者は、下請負契約を締結する場合、当該契約の相手方を県内に本店を有する者の

受注者は、県内で産出、生産又は製造される資材等の規格品質等が本設計の仕様に適

適用基準は「電子納品運用に関するガイドライン(第10版）」とする

交通安全管理
第72号)の交通誘導を行う場合は、その現場ごとに交通誘導警備業務に係る一級検定合格
警備員又は二級検定合格警備員を1人以上配置しなければならない。

　受注者は、栃木県公安委員会が定める路線（平成18年11月30日栃木県公安委員会告示

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(1)

(2)

(4)

(3)

(5)

(1)

(2)

ア

イ

仕様書（平成28年度版）」（以下、「公住仕」という。）及び、「公共住宅改修工事共通仕様書（初版）」
（以下、「改修公住仕」という。）に準拠するものとし、優先順位は次による。

改修公住仕及び公住仕

機材の品質・性能基準（平成28年度版）（以下、「品質・性能基準」という。）

特記事項に記載の（公住仕　．　．　）内表示番号は、公住仕の当該項目、当該図又は表を示す。

(1.4.5)

(1)

(2)

(3) (株)中研コンサルタント　栃木技術センター

(公財)とちぎ建設技術センター

(4) 栃木県中央生コンクリート協同組合 栃木県生コンクリート技術センター

提出部数　◎2部　　　　・　　部

提出部数　◎2部　　　　・　　部

電子データはJPEG形式としCD-Rにて提出する。

開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

(2)登録内容の変更時　変更契約締結後10日以内
(1)工事受注時　　　　契約締結後10日以内

(3)工事完成時　　　　工事完成後10日以内

には、その写しを直ちに監督職員に提出しなければならない。なお、変更時と完成時の
間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略出来るものとする。

　また、(財)日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際
なお、変更登録は、工期、技術者及び工事請負代金等に変更が生じた場合に行う。

に登録機関へ登録申請を行う。ただし、期間には、土曜日、日曜日、国民の祝日に関す
る法律（昭和23年法律第178号）に定める国民の祝日は含まない。

・ 構内指示の場所に敷均し ・ 構外指示の場所にたい積

を作成し提出すること。なお、これらの記録を工事完成後１年間保存しておくこと。

撮影箇所及び箇所数は監督職員との協議による。

324×400mm

◎ 428万画素以上

◎ 350dpi以上

◎ 428万画素以上

画素数、画質等提出部数

◎2

◎3

項目名（又は章名）は番号に○印の付いたものを適用する。

建築物におけるコンクリートの品質管理実施要領

栃木県土木部技術管理課(平成14年12月)

建設工事時伴う騒音振動対策技術指針

手すり先行工法に関するガイドライン 厚生労働省 (平成21年4月)

建設省大臣官房技術参事官通達(S62.3改正)

◎

◎

◎

工事写真撮影ガイドブック（建築工事編及び解体工事編）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (平成30年版)

◎カラーキャビネ判 ◎2

・アルバム綴じ（黒表紙金文字入り）

提出部数　◎2部　　・　　部　複写2つ折り製本

提出部数　◎2部　　　　・　　部

◎

品質計画 ◎ 建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による (1.2.2)

◎

◎

・ 積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

風速（Ｖo＝　30m/s　）

地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　◎Ⅲ　・Ⅳ）

5 実施工程表 (1.2.1)

6

7

8

9

10 建築材料

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

・壁装作業

足利大学

　設計CADﾃﾞｰﾀの貸与　・無し　◎有り（著作者名　◎設計者　・その他（　　　））

概成工期の明記に努めること。

上記に指定されていないものは、改修標仕1.3.12及び「建設廃棄物処理指針」（平成13年

●

●

建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

３．用途地域

建築物名称 工事種別 構造概要 建築面積（㎡） 延べ面積（㎡）

・２か所　　

●

・●

●

・●

●

●

●

● ●

●

・●

●

●

●

●

●

●

●

●

栃木県矢板市川崎反町字慈光寺295番

6736.31㎡

指定なし

矢板市城の湯温泉センター改修工事

城の湯温泉センター S造　平屋改修

3通り北側2人用客室、1通り4人用客室

628.20㎡建物求積図による

・



矢板市城の湯温泉センター改修工事

NS改修工事特記仕様書（その２）

Ａ-０２

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改質アスファルトシ

改修工法の種類

（4.2.2）

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

4-2 1 ・行う（◎全面 ・図示の範囲）

2 1 監理事務所 設ける 設けない (2.4.1)

監理事務所の規模 備品（　　　　　　） 外

仮 ・ 10㎡程度 ・ 20㎡程度 ・ 35㎡程度 ・ 65㎡程度 ・ 100㎡程度 壁

2 ・ 既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、3.欠損部改修工法による）

改

樹脂注入工法 （4.1.4）（4.4.2）（4.4.5）

設 2 工事用水 構内既存の施設 ◎ 利用できない 利用できる （ ◎ 有償 ・ 無償 ） 修

（◎既存モルタル面・既存躯体コンクリート面）

工

注入工法の種類 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備考

工 3 工事用電力 構内既存の施設 ◎ 利用できない 利用できる （ ◎ 有償 ・ 無償 ） 事
自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

◎200～300

・ ・

事 4 足場その他 内部足場 モ
手動式エポキシ樹脂
注入工法

◎50～100

外部足場 ル

◎100～200

手すり先行足場 (2.2.1) タ
機械式エポキシ樹脂
注入工法

◎150～250

◎ 適用する ・ 適用しない ル

　足場を設ける場合は、｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣により、｢働きや
すい安心感のある足場に関する基準｣に適合する足場とし、足場の組立て、解体又は
変更の作業時及び使用時には、｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣
の2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。なお、こ
れにより難い場合は監督職員と協議すること。

注入材料

り

◎ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JISA6024低粘度形又は中粘度形）

仕

検査（コア抜取り） ◎行わない

上

げ

・Uカットシール材充てん工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.3.5）

外

充てん材料 品質・規格等 備考

壁
シーリング用
材料

１成分形又は２成分形ポリ
ウレタン系シーリング材

ポリマーセメントモルタルの充てん

◎行わない ・行う

可とう性エポ
キシ樹脂

・シール工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.4.7）

（◎既存モルタル面・既存躯体コンクリート面）

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・既存塗り仕上げ材の撤去及び補修

（◎シール工法の範囲・　　　　　　　　　　　　　）

3 欠損部改修工法 既存モルタル面の欠損部

品質・規格等 備考

・充てん工法 エポキシ樹脂モルタル

・モルタル塗替え工法 改修標仕4.2.2（g）による 塗り厚25mmを超える場合の補強

◎行う ・行わない ・図示

既製目地材 ・適用する（形状　◎図示　・　　　　　　　　　　） （4.2.2）

4 浮き部改修工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞの本
数（本/㎡）

注入口の箇所数
充てん量

一般部 指定部 一般部 指定部 注入量

・ ◎16 ◎25

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ アンカーピンニング全面 ◎13 ◎20 ◎12 ◎20

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・ ◎13 ◎20 ◎12 ◎20

・ ・ ・ ・

注入口付アンカーピンニング部分 ◎9 ◎16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ◎9 ◎16 ◎9 ◎16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・ ◎9 ◎16 ◎9 ◎16

・ ・ ・ ・

アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

ひび割れ部改修工法

（箇所/㎡）

ポリマーセメントスラリー注入工法

ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニング全面

アンカーピンニング全面

・ 注入口付アンカーピンニング

・

4 浮き部改修工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞの本
数　（本/㎡）

注入口の箇所数
充てん量

一般部 指定部 一般部 指定部

・ アンカーピンニング部分 ◎16 ◎25

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ アンカーピンニング全面 ◎13 ◎20 ◎12 ◎20

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・

・ ◎13 ◎20 ◎12 ◎20

・ ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング部分 ◎9 ◎16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ◎9 ◎16 ◎9 ◎16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・

・ ◎9 ◎16 ◎9 ◎16

・ ・ ・ ・

（箇所/㎡）

ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニング全面

アンカーピンニング全面

ポリマーセメントスラリー注入工法

・ タイル部分張り替え工法

エポキシ樹脂注入タイル固定工法

タイル張り替え工法・

アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

位置　◎改修標仕表4.5.1による ・図示

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　　・行う ・行わない

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

タイル張りの工法

外装タイル　・密着張り　　・改良圧着張り　　・改良積上げ張り

外装ユニットタイル　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り
シーリング材の種類

・

・伸縮調整目地その他の目地

5 目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法 （4.1.4）（4.5.16）

・伸縮目地改修工法 （4.1.4）（4.5.16）

シーリング用材料 （3.7.2）（表3.7.1）

6 陶磁器質タイル タイルの種類 （4.2.2）（4.5.7～8）

施工 形 状 吸水率による区分 うわ薬 役物 色 再生材の耐凍害性
備考

個所 寸法(㎜) Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 無釉 施釉 有 無 標準 特注 適用[G]有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　◎行わない　　・行う

壁タイル張りの工法

外壁タイル ・密着張り ・マスク張り

タイルの試験張り ◎行わない ・行う

・ ◎

（4.5.7,8）（表4.5.3）

（4.2.2）

（4.1.4）（4.5.7～15）（表4.4.3,4）

打継目地、ひび割れ誘発目地　◎ポリウレタン系　

◎変成シリコーン系

種類　◎改修標仕表3.7.1による

塗

防護シートによる養生 ◎ 行う ・ 行わない

材料、撤去材等の運搬 ・ Ａ種 ◎ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種

・設置する（ ◎脚立、足場板等　　・　　　　　） ・設置しない

・設置する ・設置しない

既存モルタル塗りの
撤去

◎

・

・

・

◎40

◎70

◎130

・

・

・

・行う（抜取り後の補修方法：　　　　　 ）

◎

◎25ml/箇所

◎25ml/箇所

◎25ml/箇所

◎25ml/箇所

・・

・

・

・

・

・・

注入量

◎25ml/箇所

◎25ml/箇所

◎50ml/箇所

◎25ml/箇所

◎25ml/箇所

◎50ml/箇所

◎25ml/箇所

アンカーピンニング部分

（モルタルを撤去しない場合）

（4.1.4）(4.4.8,9)

（4.1.4）（4.4.10～15）（表4.4.3,4）

（4.1.4）(4.4.8,9)

3 欠損部改修工法 ・ タイル部分張替え工法(既存タイル張り撤去面） （4.1.4）（4.2.2）（4.5.7）

接着剤の種類 品質・規格等

ポリマーセメントモルタル

・ タイル部分張替え工法用接
着剤

◎

「建設省官民連帯共同研究報告書『有機系接着剤を利用
した外壁タイル・石張りシステムの開発』（建設大臣官
房技術調査室監修　平成9年2月）」における「外壁タイ
ル・石張り用接着剤の品質基準（案）」に基づく品質性
能試験に適合するタイプⅠであり監督職員の承諾するも
の又は特記による。

・図示

・タイル張替え工法

（4.5.8）（表4.5.1）

位置　◎改修標仕表4.5.1による

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　　・行う

・行わない

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

タイル張りの工法

外装タイル　・密着張り　　・改良圧着張り　　・改良積上げ張り

外装ユニットタイル　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り
シーリング材の種類

・

・伸縮調整目地その他の目地

打継目地、ひび割れ誘発目地　◎ポリウレタン系　

◎変成シリコーン系

（4.5.8）

（4.1.4）（4.5.8）

（4.5.8）

・充てん工法

・モルタル塗替え工法

既製目地材 ・適用する（形状　◎図示　・　　　　　　　　　　）

4-3

・外壁タイル張り全面 ・図示の範囲

撤去範囲 ◎下地モルタルまで ・張付けモルタルまで ・タイルのみ

外

壁

改修箇所 ◎既存タイル張り面

改

・既存タイル撤去面（・コンクリート　・モルタル面）

修

◎ 樹脂注入工法 （4.1.4）（4.3.4）（4.5.5）

工

（◎既存モルタル面・既存躯体コンクリート面）

事

注入工法の種類 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備考

自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

◎200～300

タ

・ ・

イ
手動式エポキシ樹脂
注入工法

◎50～100

ル

◎100～200

張
機械式エポキシ樹脂
注入工法

◎150～250

り

仕

注入材料

上

◎ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JISA6024低粘度形又は中粘度形） （4.2.2）

げ

検査（コア抜取り） ◎行わない

外

壁

・Uカットシール材充てん工法

充てん材料 品質・規格等 備考

シーリング用
材料

１成分形又は２成分形ポリ
ウレタン系シーリング材

ポリマーセメントモルタルの充てん

◎行わない ・行う

可とう性エポ
キシ樹脂

・◎

・

・

◎40

◎70

◎130

・

・

・

・行う（抜取り後の補修方法：　　　   　）

◎・

・

（4.1.4）（4.2.2）（4.3.5,6）

1 既存タイル張りの撤
去

2 ひび割れ部改修工法

備考

改修工法の種類

（モルタルを撤去する場合）

改修工法の種類

・エポキシ樹脂モルタル

改修標仕4.2.2（g）による

・ポリマーセメントモルタル

品質・規格等

塗り厚25mmを超える場合の補強

◎行う ・行わない ・図示

4-4 1 既存塗膜等の除去及
び下地処理

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工法 処理範囲 下地面の補修

外 ・サンダー工法 ◎既存仕上面全体 ・ ・ひび割れ部改修工法

壁 ・高圧水洗工法 ◎既存仕上面全体 ・ ・浮き部改修工法

改 ・欠損部改修工法

修 ・塗膜はく離剤工法 ◎既存仕上面全体 ・

工 ・水洗い工法 ◎

事

塗膜はく離剤 （4.2.2）

り

仕

上

げ

外

壁 3 仕上げ塗材仕上げ 種類、仕上げの形状、工法

種類 呼び名 仕上げの形状

薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E ・砂壁状 ・着色骨材砂壁状

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状 ・ゆず肌状 ・さざ波状

・防水形外装薄塗材E ・ゆず肌状 ・さざ波状 ・凹凸状

・外装薄塗材S ・砂壁状

複層仕上げ塗材 ・複層塗材CE ・ゆず肌状 ・凸処理 ・凹凸模様

・可とう形複層塗材CE 耐候性 ◎耐候形3種

・複層塗材Si 上塗材

・複層塗材E 溶媒 ◎水系 ・溶剤系

・複層塗材RE 樹脂 ◎アクリル系

外観 ◎つやあり ・つやなし

・メタリック

防水形の増塗材 ◎行う

4 マスチック塗材塗り 種別　・A種　・B種

（4.1.4）（4.2.2）（表4.2.3,4）

塗

上面全体
上記処理範囲以外の既存仕

・

・

（4.6.3）（表4.6.2～5）

・

・

6 仮設間仕切 仮設間仕切り等の種別 (2.3.2)

種別 下地 仕上材（厚さ㎜） 充填材（厚さ㎜) 塗装

・A種 ◎軽量鉄骨 ・合板（◎9.0　・　） ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ（㎜) ◎無し

・B種 ・木下地 ◎せっこうボード（◎9.5　・　　） ・片面

◎C種 単管下地 防炎シート

仮設扉 ◎木製扉 ◎合板張り程度 ◎無し

・鋼製扉 ・片面フラッシュ程度 ・有り

5 養生 既存部分の養生 ◎ (2.3.1)

既存家具等の養生 ◎ ビニールシート等

固定家具等の移動 ◎ 行わない ・ 行う（図示）

ビニールシート等 ・合板等

断熱工法の断熱材 材質　　　　　・　　　　　　

厚さ（㎜） ・

3 1 アスファルト防水

防

水

改

修

工 露出 ・M4C

事 防水 ・M3D ・P0D

露出

防水 ・P0DI

断熱

屋内
・P1E

防水

アスファルトの種類 ◎3種

・C－1

・D－1

・DI－1

・E－1

（保護層は図示による）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

保護コンクリートのコンクリート種類

P0D工法の改修用ドレン ・設ける

M3D、P0D工法の脱気装置 ・設ける

P1E、P2E工法の保護層 ・設ける

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（M４C工法の場合） ・除去する

立上り部の保護

・れんがの種類

・乾式保護材の材料

屋根防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじ

脱気装置の種類及び設置数量

・

・設けない

・設けない

・設けない

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・M3DI

・P2E

・M4DI

◎改修標仕表3.3.3から表3.3.9による

◎改修標仕表3.3.3から表3.3.9による

・

・

・D－4

・C－4◎C－2

◎D－2

◎E－2

◎DI－2

・C－3

・D－3

まい位置　　　　　◎図示

屋根排水溝　　　　◎図示

◎アスファルトルーフィング類製造所の指定による

・

・

◎普通れんが（JISR1250）

◎押出成形セメント板厚さ15㎜

ート防水

・M4AS工法

・M3AS工法

・P0AS工法

・M3ASI工法

・M4ASI工法

・P0ASI工法

・ASI－T1・ASI－J1

施工場所工法 種別

・AS－T1・AS－T2・AS－J2

・AS－T3・AS－T4・AS－J1

・AS-J3

合成高分子系ルーフ
ィングシート防水

使用分類

・P0S工法 ◎非歩行

・S4S工法 ・軽歩行

・S3S工法

・M4S工法

・P0SI工法

・S3SI工法

・S4SI工法

・M4SI工法

脱気装置 ・設ける ・設けない

目地処理 PCコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　）

3 仕上げ塗料等

・カラー

・シルバー

ルーフィングシートの種類及び厚さ

・

脱気装置の種類及び設置数量

工法 施工場所

・SI－M3

種別

・SI－M1 ・SI－M2

・SI－F1 ・SI－F1

・S－M1 ・S－M2 ・S－M3

・S－F1 ・S－F2

・S－F2 ・S－M2

・S－F1 ・S－M1

・S－M3

◎改修標仕表3.5.1から表3.5.2による

◎ルーフィングシート製造所の指定による

・床塗り工法

屋内防水
防水層の種別

立上り部の保護

ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ・下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

種別 施工箇所

塗り厚さ

平場のﾓﾙﾀﾙ塗り

保護層

◎7mm以下・・・Ｓ－Ｃ１

・ ・

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ ・

◎標仕15.2.5(b)

(2)及び(3)に準
ずる

◎標仕15.2.5(c)
(1)に準ずる

（3.2.2）（3.3.2）

（3.3.2）

（3.2.5）

（3.3.3）

（3.3.3）

（3.2.6）

（3.3.2）

（3.4.2,3）（表3.1.1）（表3.4.1～3）

（3.5.3）

（3.5.4）

2

2 下地調整塗材 ◎下地調整塗材 （4.2.2）（4.6.3）

・ポリマーセメントモルタル

0.2以上～1.0以下

(挙動のあるひび割れを除く)

0.2以上～1.0以下

(挙動のあるひび割れを除く)

ひび割れ幅（mm）

0.2以上～1.0以下
(挙動のあるひび割れを除く)

0.2以上～1.0以下
(挙動のあるひび割れを除く)

ひび割れ幅（mm）

◎50ml/箇所

◎50ml/箇所

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材RS

・ 可とう形改修用仕
上塗材

・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE
・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状

◎耐候形3種耐候性

防火材料の指定が必要な場合

◎建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

（4.2.2）（標仕15.5.2）

改修工法の種類

◎

・

（3.5.2～4）（表3.5.1,2）

・建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法
機械式固定工法の場合

・脱気装置の種類　　　・設置数量　　個/㎡

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

◎改修標仕表3.4.1から表3.4.3による

◎改修標仕表3.4.1から表3.4.3による ・

・

防湿層 ◎設けない ・設ける

脱気装置の種類及び設置数量
・脱気装置の種類　　　・設置数量　　個/㎡
◎改質アスファルトシート類製造所の指定による

断熱工法の断熱材 材質 ・
・厚さ（㎜）

・脱気装置の種類　　　・設置数量　　個/㎡

折板葺9 （標仕13.3.2,3）（標仕表13.2.1）

・シルバー

4 塗膜防水

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（L4X工法の場合） ・除去する

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系塗膜防水の保護層 ･ 設けない ・ 設ける

脱気装置の種類及び設置数量

・POX工法

・L4X工法

・P1Y工法

・P2Y工法

工法 施工場所

◎主材料製造所の指定による

シーリング シーリング改修工法の種類 （3.1.4）（表3.1.2）

・シーリング充填工法

・拡幅シーリング再充填工法 ・ブリッジ工法

シーリング材の種類、施工箇所 （3.7.2）（表3.7.1）

◎下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

5

◎シーリング再充填工法

接着性試験 ◎行う ◎簡易接着性試験 ・引張接着性試験

・行わない

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

（3.7.8）

（3.2.6）

（3.6.3）

（3.6.3）（表3.1.1）（表3.6.1,2）

・X－2

・X－1 ◎X－2

◎X－1

・

・

◎Y－2

◎Y－2

種 別 仕上げ塗料塗り

・カラー

高日射反射率防水

・

・

・

・

・脱気装置の種類　　　・設置数量　　個/㎡

鋼管製といの防露 [G]

・次の箇所は行わない（　　　　　　　　　　　　　）

◎規制対象外 ・第三種

掃除口 ◎有り ・無し

とい といの材種6

・配管用鋼管

・着色亜鉛メッキ鋼板

・硬質塩化ビニル管

防露材のホルムアルデヒド放散量

・ステンレス鋼板 ・

（3.8.2）（表3.8.1）

（3.8.3）（表3.8.5）

アルミニウム製笠木
種類 呼称肉厚(mm) 表面処理 固定間隔 備考

・250形 1.6以上

固定方法及び間隔は
品質計画で定めたも
の

隅角部及び突当たり
部等の役物は本体製
造所の仕様による。

・300形 1.8以上

・350形 2.0以上

板材折曲げ形の取付け工法 ・図示

工法 既存笠木等の撤去 ・行う（範囲　◎図示　・　　　　　）

下地補修の方法 ◎図示

板材折り曲げ形の笠木の取付方法 ◎図示

種別（　）種

着色（・ｱﾝﾊﾞｰ
・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ
・ﾌﾞﾗｯｸ系
・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

7
（3.9.2）（表3.9.1）

（3.9.3）

　・建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3)倍の風圧力及び積雪
　　荷重に対応した工法

固定金具

長尺金属板葺き8 （標仕13.2.2,3）（標仕表13.2.1）

・

◎ 図示屋根葺工法

　荷重に対応した工法
・建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3)倍の風圧力及び積雪

◎

・

JIS G 3322
亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ－

・

塗装の耐久性、めっき付着
量等の種類及び記号屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚(㎜)

4-1 1

注入工法の種類 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備考

外 自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

◎200～300

壁 ・ ・

改 手動式エポキシ樹脂
注入工法

◎50～100 ◎40 ・

修 ◎100～200 ◎70 ・

工 機械式エポキシ樹脂
注入工法

◎150～250 ◎130 ・

事

注入材料

コ ◎

ン 検査（コア抜取り） ◎行わない

ク

リ

ー

ト

打

ち

放

し

仕

上

げ

外

壁

ひび割れ部改修工法

◎

・

・

建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

・

・行う（抜取り後の補修方法：　　　　　）

・シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・Uカットシール材充てん工法

充てん材料 品質・規格等 備考

１成分形又は２成分形ポリウ
レタン系シーリング材

ポリマーセメントモルタ
ルの充てん

・ ◎行わない ・行う

・可とう性エポキシ樹脂

◎

2 欠損部改修工法 ◎充てん工法

・エポキシ樹脂モルタル

（4.1.4）（4.3.4）

（4.2.2）

（4.1.4）（4.2.2）（4.3.5）

（4.1.4）（4.2.2）（4.3.6）

（4.1.4）（4.2.2）（4.3.7）

・ポリマーセメントモルタル

0.2以上～1.0以下

(挙動のあるひび割れを除く)

0.2以上～1.0以下
(挙動のあるひび割れを除く)

ひび割れ幅（mm）

・樹脂注入工法

◎シーリング用材料

4 調査範囲 ◎外壁改修範囲 ・図示の範囲

調査内容

外 ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有
無及び錆汁の流出の有無を調査する。壁

改 モルタル壁仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠
損部の形状寸法等を調査する。修

工 コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

事
塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面
に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

共

通 調査報告書の部数 ◎2部

事

項 2 改修材料 既製調合モルタル、パテ状エポキシ樹脂、可とう性エポキシ樹脂、タイル部分張替え工
法用材料、エポキシ樹脂モルタル、ポリマーセメントモルタル、吸水調整材等の材料は
評価名簿による。

・ポリマーセメントスラリー

広がり速度 長さ変化率 引張接着性 曲げ性能 吸水性 耐久性

（cm/s） （収縮） （材齢28日） （材齢28日） （72時間） （劣化曲げ強さ）

3以上 3％以下 0.5N/mm2以上 5.0N/mm2以上 15％以下 5.0N/mm2以上

保水係数 0.35～0.55

粘調係数 0.50～1.00

1 施工数量調査 （1.5.2）

形式 ◎重ね形　　　　・はぜ締め形　　　・かん合形

形状(㎜) 山高（　　　） 山ピッチ（　　　） 板厚 ◎ 0.6 ・ 0.8

材料 ◎ ・

（規格等）

耐力

軒先面戸板 ・ 有 ・ 無

断熱材 ・ 有(種別　　　          ：　厚さ　　　㎜) ・ 無

耐火性能 ・ 有(30分耐火) ・ 無

標仕表13.2.1による(　　　　　）

の種類及び記号
めっき付着量等
塗装の耐久性、

　・建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3)倍の風圧力及び積雪
　　荷重に対応した工法

屋根葺工法

（3.3.2,3）（表3.1.1）（表3.3.3～10）

・AⅠ－3

・BⅠ－3

・B－3

・A－3

◎BI－2

◎AI－2

◎A－2

◎B－2

種別工法

・A－1

・AI－1

・BI－1

・B－1

施工箇所

・P2A

・P2AI

・T1BI・P1BI

・P1B
保

護

防

水
・図示 ・図示

リンク床施工場所 ・図示

屋上

階段

加圧力 ◎15MPa程度

●

●

・

・●

●

●

● ●

●

●

・

・

サッシ廻り

ガラス廻り SR-1

MS-2

・
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Ａ-０３
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図面名称／縮尺

・ 30 

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

断熱性の等級（・H-4 ・H-5 ・H-6）

各住戸玄関扉用及び勝手口扉用錠前の品質及び性能

各住戸玄関扉用及び内装扉用ドアクローザの品質及び性能

102×2.0◎形状、寸法

木製建具用丁番 ・ステンレス◎材質

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）形状、寸法

金属製建具用丁番 ・ステンレス◎材質

内装扉用戸当 ステンレス◎材質

使用しない◎

内装扉用ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ ﾌﾞﾛﾝｽﾞ）・ｼﾙﾊﾞｰ◎色彩E型◎使用する（・

玄関扉用ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ ｼﾙﾊﾞｰ◎色彩D型・C型・B型・A型◎

ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｷｰの使用 不可・可・

公共住宅の各住戸建具用金物

セクション材 開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

◎スチールタイプ ◎バランス式 ・スタンダード形 ◎溶融亜鉛めっき鋼板

・アルミニウムタイプ ・チェーン式 ・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板

・ファイバーグラスタイプ ・電動式 ・ハイリフト形 （SUS304)

・バーチカル形

耐風圧性能（   　　　）Pa

改装範囲

◎壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

◎壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

◎既存のまま

・図示の範囲

既存床の撤去並びに
下地補修

ビニル床シート等の除去 ◎仕上げ材のみ（接着剤とも）

・下地モルタルとも（◎図示の範囲　・除去範囲の全て）

合成樹脂塗り床材の除去工法 ・機械的除去工法 ・目荒工法

改修後の床の清掃範囲 ◎改修箇所の室内 ・

既存壁の撤去並びに
下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

◎図示

・モルタル塗り（塗り厚25mmを超える場合の補強 ◎行う ・行わない ）

ホルムアルデヒド放散量 ◎ 規制対象外 ・第三種

間伐材等の適用見付け材面の等級施工箇所

◎１等 ・

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・２等

樹種 寸法(mm)

造作用集成材[G]

木下地 木材の品質

◎改修標仕表6.5.2による ・市販品

樹種 ◎改修標仕表6.5.4による

・代用樹種を適用する箇所（　　　　　　　　）

保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

適用箇所

・Ａ種

◎Ｂ種

・Ｃ種

表面仕上げの種別

間伐材等の適用施工箇所

・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材
化粧薄板の樹種

・２等◎１等

見付け材面の等級化粧薄板の
厚さ(mm)芯材の樹種 寸法(mm)

間伐材等の適用施工箇所

・

化粧薄板の樹種芯材の樹種 化粧薄板の
厚さ(mm)寸法(mm)

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

間伐材等の適用施工箇所

・

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材
樹種 寸法(mm) 見付け材面の品質含水率

◎A種 ・B種

間伐材等の適用施工箇所

・

含水率

◎A種 ・B種

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材
見付け材
面の品質

化粧薄板の
樹種 寸法(mm)芯材の

樹種 厚さ(mm)
化粧薄板の

間伐材等の適用施工箇所

・

含水率

◎A種 ・B種

見付け材
面の品質

化粧薄板の
樹種 寸法(mm)芯材の

樹種 厚さ(mm)
化粧薄板の

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

6

内

装

改

修

工

事

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁及び床の改修範囲

19 オーバーヘッドドア

1

2

3

4

5

（5.12.2～4）（表5.12.1,2）

（6.2.2）

（6.1.3）

（6.3.2）（4.4.9）

（6.5.2）（表6.5.2～3）

（6.5.2）（表6.5.4）

（6.5.2)

ホルムアルデヒド放散量 規制対象外◎ ・第三種

間伐材等の適用施工箇所

・

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

厚さ(mm) 防虫処理 表面の化粧加工
・適用する
・適用しない

・有り（加工　　　　　　　　　　）
・無し（等級　　　　　　　　　　）

間伐材等の適用施工箇所

・

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

厚さ(mm) 防虫処理
・適用する
・適用しない

・有り（加工　　　　　　　）
・無し（等級　　　　　　　）

含水率

◎14%以下

表面の化粧加工

造作用単板積層材［G］6

ホルムアルデヒド放散量 規制対象外◎ ・第三種

施工箇所 厚さ(mm)表板の樹種名接着の程度 防虫処理
・適用する
・適用しない

広葉樹　◎2等以上　・1等以上
針葉樹 ◎C-D以上　

◎1類
・2類

◎5.5
・12

施工箇所 厚さ(mm)
・適用する
・適用しない

・適用する

間伐材等
の適用

・適用しない・・

・構造用合板［G］

・普通合板［G］

◎12
等級 表板の

樹種名
◎2級以上
・1級

◎1類
・特類

接着の程度板面の品質
◎C-D以上
・

有効断面係数比防虫処理 強度等級

施工箇所 厚さ(mm)

・

・パーティクルボード［G］

◎15
表裏面の状態による区分

◎13タイプ
・

接着剤による区分曲げ強さによる区分
◎P又はM
・

難燃性による区分

・構造用パネル
施工箇所 厚さ(mm) 等級

・1級　　・2級　　・3級　　・4級

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　）

防腐処理 ◎行う（◎図示　・　　　　　　　　　　）

防蟻処理 ◎行う（◎図示　・　　　　　　　　　　）

防腐・防蟻処理の種類、品質

表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は、(社)日本木材保存協会若しくは(社)日本
しろあり対策協会において性能の認定を受け、監督職員の承諾するものとする。

（6.5.8)(表6.5.10)

・

間伐材等の適用板面の品質

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

◎木工事に使用する接着剤

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデ
ヒド系防腐剤（以下「ユリア樹脂等」という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒド
の放散量

◎規制対象外 ・第三種

◎ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散
量

カーペット敷き ・織じゅうたん

種別 パイル形状 色柄等 備考

・A種 ・カットパイル ◎無地

・B種 ・ループパイル ◎柄物（標準品）

・C種 ・カット、ループパイル併用 ・

耐電性 ◎人体帯電圧3Kv以下 ・

21

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長（mm） 工法 備考

・カットパイル ◎5～7 ・ ◎全面接着工法

・ループパイル ◎4～6 ・ ・グリッパー工法

・カット、ループ併用 ・

耐電性 ◎人体帯電圧3Kv以下 ・

総厚さ(㎜)

・タイルカーペット

パイル形状 種類 種類 備考

◎ループパイル ◎第一種 ◎500×500 ◎6.5

・第二種 ・ ・

・カットパイル

・カット、ループ併用

耐電性 ◎人体帯電圧3Kv以下(フリーアクセスフロア敷設範囲） ・

ＧＢ-Ｒ

ＧＢ-Ｄ

種類 JISの記号 厚さ(mm)、規格等

・硬質木毛セメント板 ＨＷ [G] ・ 15    ・ 20    ・ 25    

・普通木毛セメント板 ＮＷ [G] ・ 15    ・ 20    ・ 25    

ＮＦ [G]

・けい酸カルシウム板 0.8ＦＫ

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板
ＤＲ

◎ フラットタイプ　        9 (不燃)

(軒天井用) ・ 凸凹タイプ  (・ 12  ・ 15)(不燃)

・せっこうボード ・ 9.5(準不燃)    ・ 12.5(不燃)

・不燃積層せっこうボード ＧＢ-ＮＣ

・シージングせっこうボード ＧＢ-Ｓ ・ 12.5(不燃)

・強化せっこうボード ＧＢ-Ｆ ・ 12.5(不燃) 　 ・ 15.0(不燃)

・せっこうラスボード ＧＢ-Ｌ 9.5

・化粧せっこうボード ＧＢ-Ｄ 9.5（準不燃・不燃）

・化粧せっこうボード 12.5（不燃）　幅440程度

(木目) 模様(◎ 柾目　・ 板目）専用下地材付き

・普通合板（難燃処理）

ＤＲ

タイプ2 (無石綿)（・6　　・ 8)  (不燃)

・メラミン樹脂化粧板 JIS K6903による  厚さ1.2

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ ＭＤＦ[G] ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12　　

・単板張りパーティクルボード ・無研磨板 VN　　・研磨板 VS

・10　　・12　　・15　　・18　　

・ハードボード（無地） HB [G]

・インシュレーションボード IB [G] ・9　　・12　　・15　　・18　　

合板類、繊維板及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

◎規制対象外 ・第三種

・軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

・シーリング材（　　　　　）　　・ジョイントコンパウンド）

・普通木片セメント板

 9.5(不燃)
・ 化粧有（トラバーチン模様）
・ 化粧無（下地張り用）

◎

・

フラットタイプ(◎9  ・12)（不燃）

凸凹タイプ(◎12 ・15 ・19)(不燃)

不透明塗料塗り（しな合板程度）

生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

接着の程度（　） ・防虫処理

[G]

[G]

板面の品質（　　）厚さ(mm)（　　　　）

種類 JISの記号 厚さ(mm)

・ ロックウール吸音ボード1号 ＲＷ-Ｂ ◎ 25 ・

◎ グラスウール吸音ボード32Ｋ ＧＷ-Ｂ ◎ 25 ・

施工箇所

壁紙の種類

防火性能 備考
紙

繊維 プラ その他
無機質

(織物) (ビニル)(化学繊維)

・ ・ ・ ・ ・不燃・準不燃・難燃

・ ・ ・ ・ ・ ・不燃・準不燃・難燃

・ ・ ・ ・ ・ ・不燃・準不燃・難燃

モルタル及びプラスター面 ◎RB種 ・RA種（施工箇所：　　　）

せっこうボード面 ◎RB種 ・RA種（施工箇所：　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量 ◎規制対象外 ・第三種

（6.14.2￤7,3）

下地調整

吸水調整材 評価名簿による

防水剤の種類 評価名簿による

既製目地材 ◎適用しない ・適用する

タイルの種類

施工 形 状 吸水率による区分 うわ薬 役物 色 再生材の耐凍害性
備考

個所 寸法(㎜) Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 無釉 施釉 有 無 標準 特注 適用[G]有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　◎行わない　　・行う（◎外壁タイル　・　　　　　）

内装タイル　　　　◎壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

（6.16.3,4)

◎ 2種ｂ

◎ 3種ｂ

(スキン層付)

◎ A種

◎ A種

種類 施工箇所 厚さ(㎜) 品質等

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
保温材

・ 一般部 ◎ 25
ノンフロンのもの

・ ・

・ 接地部分 ◎ 25
ノンフロンのもの

・ ・

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ
温材

・
ノンフロンのもの

・ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
保温材

・ ◎ 25
ノンフロンのもの

・

・ 現場発泡断熱材 ◎ 断熱材補修部分
ノンフロンのもの

(吹付硬質ウレタンフォーム) ・ 一般部 ◎ 15

・ ・ 難燃性　◎3級　・2級

製造所：監督職員の承諾する製造所

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルム
アルデヒドの放散量

◎ 規制対象外 ・第三種

7 床板張り

8 防腐・防蟻処理

接着剤9

（6.5.2)

（6.5.5)

（6.5.3）

せっこうボードその22
他のボード張り

24 壁紙張り

23 吸音材

25 モルタル塗り

26 陶磁器質タイル張り

27 断熱材[G]

（6.9.3,4）（表6.9.2）

（6.9.3,4）（表6.9.2）

（6.9.3,4）（表6.9.2）

（6.13.2）（表6.13.1）

（6.13.2）

（6.13.2）（表6.13.1）

（6.14.3）（表7.2.4）（表7.2.7）

（6.14.2）

（6.15.3）

(標仕19.9.2～3)

・

・

・品質・性能基準による

・品質・性能基準による

(公住仕16.8.2,4)

建具用金物 マスターキー ◎製作する ・製作しない

建具用金物

13

（5.7￤2,3）（表5.7.1～3）

（5.7.4）

錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

吊金物

・丁番(内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

・ピポットヒンジ

・

公共住宅の内装ドアの品質及び性能

公共住宅の量産ふすまの品質及び性能

・・品質・性能基準による

・品質・性能基準による

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

◎既製対象外 ・第三種 （標仕16.7.2）

・鳥の子
ふすまの上張り ◎新鳥の子又はビニル紙程度 （押入等の裏面は除く）（標仕表16.7.3）

かまち戸の樹種 かまち（　　　　　　） 鏡板（　　　　　　） （標仕16.7.2）

5 1 改修工法の適用

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 備考

建 ・ ・

具

改

修

工

事

・鋼製建具
・内部 ・ ・

・外部 ・ ・

・鋼製軽量建具 ・ ・

・ステンレス製建具 ・ ・

・アルミニウム製建具

・樹脂製建具 ― ・

（5.1.3）

2 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　） （5.1.5）

3 防犯建物部品 ・適用する（　　　　　　） （5.1.7）

4 アルミニウム製建具 外部に面する建具

防音ドアセット ・ 防音ドアサッシ ・ 適用する 遮音性の等級（　　）

耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性能の等級（　　）

断熱ドアセット ・ 断熱サッシ[G] ・ 適用する 断熱性の等級（　　）

表面処理

◎ B-1種 ・ B-2種(◎ﾌﾞﾗｳﾝ系  ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

屋内建具

表面処理 ◎ C-1種又はＢ-1種

（5.2.2）(表5.2.1)

（5.2.4）（表5.2.2）

・ C-2種又はＢ-2種(◎ﾌﾞﾗｳﾝ系  ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

結露水の処理方法　・図示　　・　

公共住宅のアルミサッシの品質及び性能

5 網戸 防虫網

網の種別 ・ステンレス製（SUS316）

形式 ◎外部可動式

◎合成樹脂製

・固定式

・ガラス繊維入り合成樹脂製

6 樹脂製建具 性能等級

外部に面する建具 ・A種（建具符号：・建具表による　・　　　）

・B種（建具符号：・建具表による　・　　　）

・C種（建具符号：・建具表による　・　　　）

防音ドアセット

断熱ドアセット

枠の見込み寸法　・建具表による　　・　

（5.3.2～5）

表面色　◎標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　◎図示　・　

防音ドアサッシ

断熱サッシ[G]

・

・

適用する

適用する

・

・

遮音性の等級（・T-1 ・T-2）

ガラス　◎複層ガラス　・　

鋼製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸 ・適用する

鋼板

材料

・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板)

めっき付着量

・JIS G 3317(溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

めっき合板）

7

◎Z12又はF12  ・　

◎Y08  ・　

公共住宅の玄関ドアの品質及び性能

公共住宅のパイプシャフトドアの品質及び性能

・

鋼製軽量建具 簡易気密製ドアセットの適用は建具表による

製造所 評価名簿による

8

・

公共住宅のクロゼットドアの品質及び性能

（5.2.3）

（5.2.2）(5.4.2～4)（表5.4.2）

（5.4.3)

（5.2.2）(5.5.2～4)

・

・

・品質・性能基準による

・品質・性能基準による

・品質・性能基準による

・品質・性能基準による

種別

A種

B種

C種

・

・

・

枠見込(㎜)

◎ 70

100

◎ 図示

◎ 図示

◎ 図示

施工個所

・

・

・

・100

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性能の適用は建具表による

施工箇所 鋼材の種類

屋外

屋内

9

SUS304,SUS430J1L,SUS443J1◎

◎ SUS430,SUS304,SUS430J1L,SUS443JI

表面仕上げ ◎HL仕上げ ・鏡面仕上げ ・

曲げ加工 ◎普通曲げ ・角出し曲げ（補強有り）

特定防火設備の戸 ・適用する

（5.2.2）(5.4.2)(5.6.2～4)

自閉式上吊り引戸装
置

品質規格

・製造所標準仕様による

製造所 評価名簿による

11 ◎改修標仕5.9.1による （5.9.3）（表5.9.1）

自動ドア開閉装置 ◎製造所標準製作規定寸法許容差による

開閉方法 センサの種類

◎スライディングドア ・マットスイッチ

・スイングドア ◎光線スイッチ

・熱線スイッチ

・多機能トイレスイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・

（5.8.2,3）（表5.8.1～3）10

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

製造所 評価名簿による

(標仕16.7.2)

・普通合板

不透明塗料塗り　　　◎しな程度

表面の材種

合板の種類

・天然木 化粧合板 樹種名(　　　　　　　　　　)

・特殊加工 化粧合板 加工方法　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装

表面性能(　　　)タイプ

板面の品質　・広葉樹(◎1等　    ・　　)

・針葉樹(◎C-D以上　・　　)

フラッシュ戸

備考規格等

生地、透明塗料塗り　◎ﾗﾜﾝ程度 ・
・

表面板の厚さ　◎標仕表16.7.6
防虫処理　    ・行う　・行わない 接着の程度　・1類　・2類

・

建具材の含水率 ・ A種 ◎ B種 ・ C種 (表16.7.1)

木製建具12

開閉形式 ◎手動式 ・上部電動式（手動併用）

スラット 材質 ・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

形状 ◎インターロッキング形

・オーバーラッピング形

ガイドレール等 ◎鋼板製 ・ステンレス製SUS304（厚さ1.5㎜）

・JIS G 3322(塗装溶融-55%アルミニウム合金めっき鋼板)

めっき付着量（◎Z06又はF06  ・　　　　　）

めっき付着量（◎AZ90   ・　　　　　　　）

18 軽量シャッター （5.11.2）（表5.11.1）

（5.11.3）

（5.11.4）

（表5.11.2）

ガラスの留め材及び
溝

ガラス留め材

建具の種類 材種

アルミニウム製 ◎シーリング ・ガスケット（FIX部はシーリング）

鋼製及び鋼製軽量 ◎シーリング

ステンレス製 ◎シーリング

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

15

SS17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督
職員に提出する。

改修標仕5.13.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は(社)日本建築学会JA

ガラス用フィルム 名称 種類 張り面 性能値

◎ガラス用飛散フィルム 第2種 ◎内張り ・外張り 飛散防止率 D1

品質 JIS A 5759による

16

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

開閉機能

◎上部電動式（手動併用） ・上部手動式

危害防止機構

◎設ける ・設けない

￤7スラット及びシャッターケース用鋼板

￤7鋼板の種類　　・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板)

￤7・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

（5.10.2,3）（表5.10.1）

・管理用シャッター

管理用シャッターのシャッターケース

◎障害物感知装置（自動閉鎖型）

￤7めっきの付着量　◎Z12又はF12

耐風圧強度（　　　　）N/㎡

耐風圧強度（　　　　）N/㎡

耐 風 圧 強 度

17 重量シャッター

（5.13.2）（表5.13.1）

（5.10.2）

（5.10.2）

ガラス ◎建具表による

・ガラスブロック

寸法（mm） 色調 パターン 防火認定

◎クリア ・ 熱線反射 ◎無し

・乳白 ・ カラー（　　） ・有り

14 （5.13.2～5）

工法
・建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3)倍の風圧力に対応した工法

色柄 （　　　　　　　　　）

厚さ(㎜) ・3.0 ・6.0・4.5 ・9.0

寸法(㎜) （　　　　　　　　　　）

種類

・

弾性ウレタン塗床材

厚膜型塗床材

厚膜型塗床材
エポキシ樹脂系塗床材

◎ 平滑仕上げ ・ 防滑仕上げ

・

・

・

・薄膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

・厚膜流し展べ工法

平滑仕上げ

防滑仕上げ

薄膜型塗床材

・

・

つや消し仕上げ

仕上げの種類￤7工法

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

◎ 規制対象外 ・第三種

◎ フラットタイプ  (◎ 9 ・ 12)（不燃）

・ 凸凹タイプ (◎12 ・15・19・　)(不燃)

種別 材種 工法 仕上げ塗装等 備考

◎天然木化粧複合フローリング [G] ◎なら ◎釘どめ工法 ◎塗装品

・単層フローリング [G] ・ひのき （Ｃ種） ・無塗装品

・ ・ ・

・ ・ ・

ホルムアルデヒドの放散量 ◎規制対象外 ･第三種

下地の種類 畳の種別

◎B種 ・

ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン[G]） ◎C種 ・

畳表及び畳床のVOC含有量が少ないものとする

ノンフロンのもの [G]

畳下地 厚さ(mm) ◎40 ・65 ・80 (不燃）

フローリング類 厚さ(m) ◎80 ・95 (不燃）

改修標仕　表6.5.8による床組

スタッドの高さが5mを超える場合 ◎図示

種別 記号

発泡層のないもの ◎ FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ) ◎無地◎

厚さ(㎜)

2.0・

柄物◎

無地・

ﾏｰﾌﾞﾙ柄・

・ 発泡層のあるもの

色柄 特殊機能

・耐動荷重性

・帯電防止

・防湿性

・耐薬品性

・

・

・

工法 ◎ 熱溶接工法 ・ 突付け（施工箇所　　　　　　　　）

種類

・

・

・

複層ビニル床タイル

コンポジションビニル床タイル

置敷きビニル床タイル

ＦＴ

ＫＴ

ＦＯＡ

記号

◎2.0

・

・

厚さ(㎜)

・柄物・無地

色柄

・防滑性

特殊機能

・帯電防止

・柄物・無地 ・防滑性・帯電防止

・柄物・無地 ・防滑性・帯電防止

高さ（mm） ◎60 ・75 ・100

厚さ（mm） ◎1.5 ・

材質　　　・軟質　　・硬質

ブロックパターンはJIS T 9251による

色彩は黄色を原則とする

屋内 ◎塩化ビニル製 ・磁器又はせっ器質タイル（◎300　・　　　）

・レジンコンクリート製

屋外 ◎レジンコンクリート製 ・磁器又はせっ器質タイル（◎300　・　　　）

軽量鉄骨壁下地11

12 ビニル床シート張り
[G]

[G]
13 ビニル床タイル張り

14 視覚障害者用床タイル
（誘導用及び注意喚起

用床材）

15 ビニル幅木

16 ゴム床タイル

17 合成樹脂塗り床

フローリング張り18

19 畳敷き

20 ポリスチレンフォー
ム床下地材

（6.7.3）（表6.7.1）

(6.8.2)

(6.8.3)

(6.8.2)

（6.8.2）

（6.8.2）

(6.8.2)

(6.10.2,3)

（6.11.2～7）（表6.11.１～4）

（6.12.2～3）（表6.12.１）

既存の埋込インサート ・使用する ・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験 ・行う ・行わない

補強方法
吊りボルトの間隔(900mm超)

天井のふところ(1.5m以上3.0m以下)

天井のふところ(3.0m超)

◎図示

◎図示 ・

・

・図示

特定天井

特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件(平成２５年国土交通省

◎適用する ・適用しない

告示第７７１号）に基づく工法

◎改修標仕6.4.4(h)(1)～(2)による

（6.6.3～4）

（6.6.4）

野縁等の種類

屋外（・19型　◎25型） 屋内（◎19型　・25型）

10 軽量鉄骨天井下地 （6.6.2）（表6.6.1）

屋外の軒天井、ピロティ天井等の工法

・建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3)倍の風圧力に対応した工法

●

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ上 100

●

図示

図示

●

●

●

●

●
ラワン ●

1階床組

●4.0 ●●●

2.5、2.8

2.8

●

●・図示

・

・

・

・ ・

●

●

・● ●

・

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●
●



矢板市城の湯温泉センター改修工事

NS改修工事特記仕様書（その４）

Ａ-０４

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

・あり・あり

・なし

構造形式
パネル部の 表面材種

表面仕上げ 遮音
性能

防火
性能総厚さ(㎜) 厚さ(㎜)

・ スタッド式 ・ ◎ 鋼板 ◎ メラミン樹脂又は

・ スタッドパネル式 (◎0.6・0.8) アクリル樹脂焼付け (　　)・なし

◎ パネル式 ・ ・

遮音性能による区分 厚さ(㎜) 表面材 表面仕上げ 操作方法

・ 一般タイプ ・ 鋼板 ・ 焼付け塗装 ・ 手動式 ・ 電動式

・ ・ 壁紙張り ・ 部分電動式

・ 遮音タイプ ・ 鋼板 ・ 焼付け塗装 ・ 手動式 ・ 電動式

(36db以上） ・ ・ 壁紙張り ・ 部分電動式

遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準ずる

階段滑り止め

材種 ◎ ステンレス（SUS304）

形状 ◎ ビニールタイヤ入り

両端フラットエンド ◎ 有り(◎ビニル製　・ステンレス製) ・ 無し

幅(mm) 約40

取付工法 ◎ 接着工法 ・ 埋込み工法

衝突防止表示 ◎ 図示（市販品ステンレス製　径約：30㎜)

( ・ 両面 ・ 片面 ）

・ 無し

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

製造所：監督職員の承諾する製造所

・ 既存再使用する （養生方法：　　　　　　　　）

・ 新設する

形式 種類 スラットの材質 スラットの幅(㎜)

◎ 横型
◎ ｷﾞｱ式 ・ ｺｰﾄﾞ式 ◎ アルミニウム合金製 ◎ 25 ・ 35

・ 操作棒式

・ 縦型
・ 1本操作ｺｰﾄﾞ ・ アルミスラット ・ 80 ・100

・ 2本操作ｺｰﾄﾞ ・ クロススラット

防火性能 ◎ 有り

製造所 性能の確認できる資料を監督職員に提出する (標仕20.2.13)

施工個所
装置 性能

備考
電動 手引 （防炎性能）

既存再使用する （養生方法：　　　　　　　　）

・ 新設する

施工箇所
形式 開閉装置

ひだの種類 品質等
片引 引分 電動 ひも 手引

既存再使用する

・ 新設する

材種 ◎ アルミニウム製 ・ ステンレス製

形式 ・ 片引き 引分け（暗幕用は300㎜以上の召合わせの重掛けとする）

・ 既存再使用する

・ 新設する

・ 市販品 （アルミニウム製　押出し型材）

溝幅×深さ(㎜) ・ 90×150 ◎ 120×80 ・ 120×150 ・ 150×80

色彩 ◎ B-1

・ 図示

材質 アルミニウム製（◎額縁タイプ　・目地タイプ）

材質 アルミニウム製（受け枠　◎アルミ製　・ステンレス製）

市販品

・ B-2（◎ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

材質 ・ 塩化ビニル製（コイル状ステンレス製受枠）

・ 硬質アルミニウム製（受枠とも）

・ ビニル製（ステンレス製受枠）

32

品質JIS A 6512によるもの又は評価名簿による

表面仕上げの壁紙張りの品質は14節壁紙張りによる

表示標識は図示による。ただし、案内用図記号はJIS Z 8210による。

(標仕20.2.2)

設定高さ 適用地震 耐荷重性能
施工個所 構法 表面仕上げ材

(㎜) 時水平力 (N/㎡)

・ パネル構法 ・ ・ 1.0G ・ 3,000 ・ 帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ 溝工法 ・ ・ 0.6G ・ 5,000 ・ タイルカーペット

・ パネル構法 ・ ・ 1.0G ・ 3,000 ・ 帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ 溝工法 ・ ・ 0.6G ・ 5,000 ・ タイルカーペット

・ パネル構法 ・ ・ 1.0G ・ 3,000 ・ 帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ 溝工法 ・ ・ 0.6G ・ 5,000 ・ タイルカーペット

表面仕上げ材の品質・規格等は、標仕19章内装工事による

パネル１枚につき40mm×80mm程度の開口配線用取出しパネル 配線取出し開口：
１カ所以上

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合 ◎ 20～30％

空調用吹し出しパネル ◎ 無し

・ 有り（◎固定式　・可変式：施工箇所は図示）

トイレブース

表面仕上げ材 ◎ メラミン樹脂系化粧板（標準色アルミ製コーナーエッジ付き）

・

足形状 ◎ 幅木型 ・ 足金物型

製造所 監督職員の承諾する製造所による

・特殊UV塗料硬質ｾﾒﾝﾄ板

ポリエステル樹脂系化粧板

31

階段手すり 種別 施工箇所

◎ 集成材クリアラッカー仕上げ （市販品　径：約40㎜)

・ ビニル製ハンドレール（幅：約40㎜)

33

種類 寸法 色彩 備考

◎ 緑 ・ 黒
◎ 平面 ・ 曲面

・ 黒板 ◎ 焼付け
・ スクリーン付引分

◎ 緑 ・ 黒
◎ 平面 ・ 曲面

・ スクリーン付引分

◎ 白
◎ 平面 ・ 曲面

・ ホワイトボード ◎ ほうろう
・ スクリーン付引分

◎ 白
◎ 平面 ・ 曲面

・ スクリーン付引分

28 フリーアクセスフロア

29 可動間仕切

30 移動間仕切

34 黒板及びホワイトボ
ード

35 表示

36 ブラインド

37 ロールスクリーン

38 カーテン

39 カーテンレール

40 ブラインドボッ
クス及びカーテ
ンボックス

41 天井点検口

42 床点検口

43 くつふきマット

(標仕20.2.3)

（標仕20.2.4)

 (標仕20.2.5)

(標仕20.2.6)

(標仕20.2.8)

(標仕20.2.10)

(2.3.1)(5.1.6)

(標仕20.2.12)

(2.3.1)(5.1.6)

(標仕20.2.14)

(5.1.6)

(標仕20.2.14)

(5.1.6)

ステンレス製（受枠とも）・

6

内

装

改

修

工

事

塗装塗り

塗料の種類 塗装面
工程

塗り替え

木部(外部) ◎ B種

4

木部(内部) B種◎

鉄鋼面 ◎ B種

亜鉛めっき鋼面 ◎ B種

鋼製建具 ◎ A種

新規

◎ A種

B種◎

・A種

◎ B種

◎ B種

屋内木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

◎ B種

鉄鋼面 ･ A種

上塗り ･ B種

･1級(フッ素樹脂塗料) ･ C種

･2級(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

･3級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

亜鉛めっき鋼面 ･ A種

･1級(フッ素樹脂塗料) ･ B種

･2級(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料) ･ C種

･3級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

コンクリート面 ･A-1種

･B-1種

･C-1種

◎ B種

◎ A種

◎ A種

･ A種

･ B種

･ C種

(7.6.2)

(7.6.3)

･C-2種

･B-2種

･A-2種

押出成形セメント板面 ･A-1種

･B-1種

･C-1種

･ A種

･ B種

･ C種･C-2種

･B-2種

･A-2種

◎ B種 ･ ◎ A種

屋内鉄鋼面 ◎ B種 ･ A種

屋内亜鉛めっき鋼面 ◎ B種 ･ A種 ･

･

･

コンクリート面 ◎ B種 ･ A種 ･

モルタル面 ◎ B種 ･ A種 ･

プラスター面 ◎ B種 ･ A種 ･

せっこうボード面 ◎ B種 ･ A種 ･

(7.9.2)

･

･

･

･

･

･ B種

B種

B種

B種

B種

B種

塗装面 ◎ B種 ･ ･ A種 ･ B種

コンクリート面 ◎ B種 ･ ･ A種 ･ B種

モルタル面 ◎ B種 ･ ･ A種 ･ B種

プラスター面 ◎ B種 ･ ･ A種 ･ B種

せっこうボード面 ◎ B種 ･ ･ A種 ･ B種

・ 屋内ｺﾝｸﾘｰﾄ面･ﾓﾙﾀﾙ面･ﾌﾟ
ﾗｽﾀｰ面･せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面
･木部等

･A種 ◎B種

･C種

･ A種 ･ B種

木部 ･ A種 ◎ ･ A種 ◎B種B種

(7.10.2)

・ ・ A種 ◎

木部

・ 木部 ・ A種 ◎

・ 木部 2液形 4回塗り 1回の塗付量0.06kg/㎡)

ホルムアルデヒド放散量Ｆ☆☆☆☆

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別 ◎1種

・ A種

・ A種

◎

◎

B種

B種B種

B種

･ A種 ◎ ･ A種 ◎B種B種・

屋内木部

(7.6.3)

さび止め塗料塗り3

下地面等

鉄鋼面

EP-G

塗料 工程

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ

A種 ◎C種　　・　

A種

A種

◎A種　　・　

◎B種　　・　

B種 ◎C種　　・　塗替え

新規見え隠れ

新規鉄鋼面見え掛り

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り
EP-G

亜鉛めっき面

B種 ◎A種　　・　

B種

◎A種　　・　

◎A種　　・　

◎A種  ・　

◎A種  ・　

C種

C種

◎C種　　・　

◎C種　　・　

◎B種　　・　

7 1 材料 屋内の壁・天井仕上げ材は防火材料とする。

◎ 規制対象外 ・第三種塗

装

改

修

工

事

2 下地調整 下地面の種類 下地調整の種別 備考

木部 ・RA種◎RB種・RC種

鉄鋼面 ・RA種◎RB種・RC種

亜鉛めっき面 ・RA種◎RB種

亜鉛めっき面（鋼製建具） ◎RB種・RC種

モルタル、プラスター面 ・RA種◎RB種・RC種

コンクリート、ALCパネル面 ・RA種◎RB種・RC種

せっこうボード、その他のボード面 ・RA種◎RB種・RC種

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修

◎行わない ・行う（補修範囲及び補修方法は図示）

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒドの放散量

浴室ユニット 公共住宅の品質及び性能

種類、形状、寸法（内法）、材質 （　　　　　　　　　　　　　　）

ｷｯﾁﾝｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 公共住宅の品質及び性能

種類 ◎ ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝ （ ◎ Ⅰ型 ・ Ⅱ型） ・ ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

流し台、調理台、ｺﾝﾛ台、吊り戸棚等の形状、寸法 ◎ 設計図による ・

カウンタートップ及びシンクの材質 ◎ ステンレス ・

付属部品 ◎ 水切り棚 ・

郵便受箱 公共住宅の品質及び性能
形状 ・ 縦型 ◎ 横型 寸法 （ × ）

個数 （　　　　） 個 材質 ◎ ステンレス ・

手すりユニット 公共住宅の品質及び性能

44

45

46

47

･

･

◎B種

･

･

SOP

仕上塗装無し

SOP

仕上塗装無し

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面
・ﾓﾙﾀﾙ面

（7.2.2～7）（表7.2.1～7）

（表7.2.4～6）

(7.3.2,3)

（7.4.2～15.2）（表7.4.1～7.15.1）

(7.4.3)

(7.4.3)

(7.4.4)

(7.4.5)

(7.4.5)

(7.7.2)

(7.8.2)

(7.8.3)

(7.8.4)

(7.8.4)

(7.9.3)

(7.9.4)

(7.9.5)

(7.9.2)

(7.9.2)

(7.9.2)
(7.10.2)

(7.10.2)

(7.10.2)

(7.10.2)

(7.11.2)

(7.12.2)

(7.13.2)

(7.5.2)

(7.14.2)

(7.15.2)

・

・

・

塗料の種別

◎1種　・2種

フタル酸樹脂エナメ

合成樹脂エマルショ
ン模様塗料塗り

木材保護塗料塗り

水性ウレタン樹脂塗
料塗り

ウレタン樹脂ワニス

オイルステイン塗り

つや有合成樹脂エマ
ルションペイント塗

塗り

クリヤーラッカー塗り

ラッカーエナメル塗り

ンペイント塗り(ＥＰ)
合成樹脂エマルショ

耐候性塗料塗り(ＤＰ)

散形塗料塗り(ＮＡＤ)
アクリル樹脂系非水分

合成樹脂調合ペイント

(ＣＬ)

(ＯＳ)

(ＥＰ－Ｔ)

(ＬＥ)

(ＵＣ)

(ＷＰ)

り (ＥＰ－Ｇ)

ル塗り (ＦＥ)

塗り (ＳＯＰ)

8

耐

震

改

修

工

事

及

び

耐

震

改

修

範

囲

以

外

の

躯

体

改

修

工

事

-1 1 鉄筋の種類 （8.2.1）（表8.2.1）

規格 種類の記号 使用箇所 呼び名（mm）

鉄筋コンクリート用
棒鋼(異形鉄筋)

・SD295A ◎D16以下 ・

・SD345 ◎D19以上 ・

・

3 鉄筋の継手 継手工法

継手方法 呼び名（mm） 適用場所

・ガス圧接

・重ね継手

・

2 溶接金網 形状等 （8.2.2）

種類 種類の記号 網目の形状、寸法 鉄線の径(mm) 使用部位

・溶接金網 ◎100×100 ・ ◎6.0 ・

・鉄筋格子

4 鉄筋及び溶接金網の
最小かぶり厚さ

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、目地底から算定する。 （8.3.5）（表8.3.6）

耐久性上不利な箇所の最小かぶり厚さ

施工箇所 改修標仕表8.3.6の値に加える寸法(㎜)

◎10 ・

柱及び梁の主筋にD29以上の鉄筋の使用の有無

・ 無し

・ 有り（適用箇所：　　　　　)

主筋のかぶり厚さ

・最小かぶり厚さ（　　　　　)mm ・

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する

打ち放し

5 帯筋 帯筋の組立の形 （8.3.4）

各部配筋参考図1.1による

・H形 ・W-Ⅰ形 ・W-Ⅲ形 ・

6 ガス圧接 圧接部の確認試験

外観試験（全数）◎ ◎ 超音波探傷試験（全数）・耐震改修

外観試験（全数）◎ ◎・耐震改修以外 引張試験・超音波探傷試験

コンクリートの種類
及び強度

レディーミクストコンクリートの類別

◎Ⅰ類 ・Ⅱ類

普通コンクリートの設計基準強度

設計基準強度Fc 気乾単位容積質量
スランプ 適用箇所

（N/㎜2） （t/m3)

　◎21
2.3程度

◎18

・15又は18

　・

7

普通コンクリート
の材料

セメントの種類

◎普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種 [G]

普通ポルトランドセメントは、JISR5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合す
るものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱
7d 352J/g以下

28d 402J/g以下

混和材料

混和材料の種類

◎混和剤

・混和材

使用骨材のアルカリシリカ反応性による区分 （8.6.4）

A

・ B (コンクリート中のアルカリ総量Rt=3.0kg/m 3)

・

(JIS A 6204に規定するAE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤とし、化
学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ類とする。)

(JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、JIS A 6206
に適合する高炉スラグ微粉またはJIS A 6202に適合する膨張剤。)

8

員との協議により選定することとする。

　レディーミクストコンクリート工場の選定においては、「標準仕様書」6.4.1（コンク
　リート製造工場の選定）によること、かつ、配合設計及び品質管理等を適切に実施できる

　　工場（全国品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場）から
　　　選定ることを基本とする。ただし、上記工場が工事現場近くに見当たらない場合は、監督

レディーミクストコン9
クリート工場の選定

柱底等の均しモルタル

◎無収縮モルタル

・標仕表7.10.2によるB種

グラウト材

◎無収縮グラウト材

無収縮モルタル及び無収縮グラウト材は、評価名簿による

（8.2.11）

10 モルタル及びグラウ
ト材

型枠 打増し厚さ

・ 打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る)

・ 20mm ・

・ 打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る)

・ 10mm ・ 20mm ・

・ 外装タイル後張り面の打増し処理

・ 20mm ・

打増し範囲

・ 意匠図による

（8.7.8）11

無筋コンクリート

種類
設計基準強度Fc スランプ

粗骨材の最大寸法 適用箇所
（N/mm2） （㎝）

◎普通コンクリート ◎18 ◎15又は18 ◎25mm

・ ・ ・20mm

12

鉄骨製作工場 製作工場の加工能力

・ 監督職員の承諾する製作工場

・
建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受
けた(株）日本鉄骨評価センター又は(株)全国鉄骨評価機構(（旧)(社)全国鐵構工業
協会)の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「（　）グレード」として国土交
通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

13

入熱、パス間温度の
溶接条件

適用箇所 ◎柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・図示（　　　　　　　　）

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

◎図示

14

施工管理技術者 ◎適用する15 （8.1.5）

鋼材 鋼材の材質

種類の記号 適用箇所 規格等

◎JIS規格による

◎JIS規格による

◎JIS規格による

（8.2.8）（表8.2.7）

溶接接合 スカラップ

◎改良型スカラップ ・

エンドタブの切除

・ 行う 適用箇所 ・ 全て

・ 図示

（8.15.7）

行わない・

高力ボルト 高力ボルトの適用

◎トルシア形高力ボルト

・JIS形高力ボルト

・溶融亜鉛めっき高力ボルト（摩擦面の処理　◎ブラスト処理　・りん酸処理)

すべり係数試験 （8.13.2）

◎行わない ・

（8.2.9）18

(標仕7.12.4）

鉄骨工作仮組 ・行う ◎行わない19

溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

現場隅肉溶接部の外観検査

20

◎行う

◎行う

検査箇所 構造耐力上主要な部分である継手･仕口

錆止め塗料 耐火被覆材の接着する面の塗装

◎行わない

（8.17.3）21

・行う（JIS K 5622　・　　　　　）

耐火被覆材

種別 所要性能及び適用構造区分

・ラス張りモルタル塗り

耐火材
吹付け

・乾式吹付けロックウール

・ ・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・

・耐火板張り

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定または認定を受けたものとする。

22 （8.18.2～7）

既存コンクリートの
目荒し

適用範囲

◎既存コンクリートとの打ち継ぎ面

◎既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合面

・

既存コンクリートの目荒しの程度

◎既存柱・梁面　 打継ぎ面15～30%程度

◎既存壁　　 打継ぎ面の10～15%程度

・

既存コンクリートの目荒しの範囲

◎平均深さ2～5mm（最大深さ7mm）程度の凹面を、全体にわたってつける

・

あと施工アンカーの
材料

あと施工アンカーの材料

・金属系アンカー（耐震補強用）

接着剤の品質 ◎有機系 ・ 無機系

アンカー筋の種類 ◎鉄筋コンクリート用異形棒鋼

・全ねじボルト

◎接着系アンカー

アンカーの種類　　　◎カプセル型回転・打撃式

あと施工アンカーの
穿孔

穿孔前の埋込み配管等の探査

範囲 ◎あと施工アンカー施工部分全て ・図示

方法 ◎探査器により探査し、配管等の位置の墨出しを行う

・はつり出しによる

既存コンクリートの不良箇所の確認

アンカー施工部位の既存コンクリートは目荒らし後、目視及び打診により状況を確認
し、じゃんか等不良箇所を発見した場合には、監督職員と協議すること。

あと施工アンカーの
施工確認試験

確認試験

◎ 行う

試験の方法 ◎ 引張試験（確認強度は図示による) ・

・行わない

アンカーボルト 材料 ・ 構造用
・ SNR400B SNR490B・

・ 建方用

・ SS400 ・

保持及び埋め込み工法 ・ 構造用（・図示)

・ 建方用

・ 標仕表7.10.1による（・A種　・B種　・C種)

打増し壁に用いるシ
アコネクタ

増設・補強工事のコ
ンクリートの打込み

工法の種類

・ 流し込み工法 ・ 圧入工法

柱補強 ・ 溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

・ 鋼板巻き工法及び鋼帯巻き付け工法

・ 連続繊維補強工法

スリットの施工 スリット部の配管等の探査

◎探査器により探査し、配管等の位置の墨出しを行う

・はつり出し

充填材

◎外壁に配置されたスリット材は耐火性能及び止水性能を有するものとする

その他は図示

連続繊維シート巻き 材料・形状

採用した工法の規定を満足するもの

材質

引張り強度（含浸硬化後）

・2500N/㎜2以上

・3000N/㎜2以上

ヤング係数（含浸硬化後）

・2.35×105N/㎜2程度

・2.30×105N/㎜2以上

工法

◎（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

・

下地調整

仕上げモルタルの除去

◎行う ・行わない

ひびわれ部の改修工法の種類

・ 樹脂注入方法 ・ Uカットシール材充填方法 ・ シール工法

柱の隅角部の面取り

◎工法の評価内容による

16

17

（8.3.4）（表8.3.3）

（8.3.8） 標仕(5.4.9) 標仕(5.4.10)

（8.1.3,4）

（8.1.3）（表8.1.1）

（8.2.5）

（8.2.5）

（8.2.5）（8.2.11）（標仕7.10.3）（標仕表7.10.2）

（8.1.5）

23

24

25

26

27

2

3

4

5

18

耐

震

改

修

工

事

-2 現場打ちコンクリート壁の打増し部に用いる既存部とのシアコネクタ

種類 ◎「24 あと施工アンカーの材料」による

間隔（㎜） ◎500×500 ・図示

（8.13.10）

（8.15.11,12）

（8.21.3）（8.22.3）

（8.2.4）

（8.12.2）

（8.12.5）

（標仕7.2.4）

（標仕7.10.3）(標仕表7.10.1)

（8.2.4）

（8.21.8）（8.23.5）

（8.23.5）

（8.23.6）

（8.24.1）

（8.2.12）

（8.24.1）

（8.24.1）

（8.25.2）

(公住仕20.2.15)

(公住仕20.2.16)

(公住仕20.2.17)

(公住仕20.2.19)

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

補助手すり

寸法
名称 種類 材質 形状 支持方法

(支柱間隔、高さ等)

・ ｱﾙﾐ ・ 床支持・ 手すり子 ◎ 設計図による
墜

・ ｽﾁｰﾙ ・ 壁支持・ 目隠しﾊﾟﾈﾙ ・・ 廊下用
落

・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ 方立て支持
防

・ ｱﾙﾐ ・ 床支持・ 手すり子 ◎ 設計図による
止

・ ｽﾁｰﾙ ・ 壁支持・ ﾊﾞﾙｺﾆｰ用 ・ 目隠しﾊﾟﾈﾙ ・
手

・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ 方立て支持
す

・ ｱﾙﾐ ・ 手すり子 ◎ 設計図による
り ・ 窓用 ・ 壁支持

・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ 目隠しﾊﾟﾈﾙ ・

(公住仕20.2.18)

（・品質・性能基準による　　・　　　　）公共住宅の品質及び性能

名称 材質 形状 寸法 設置場所

◎ 廊下階段手すり ◎ 合成樹脂被覆ｱﾙﾐ手すり

樹脂被覆ｽﾃﾝﾚｽ手すり
◎ 補助手すり

集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り

・

・

48

職員室

図示

校長室

保健室

図示

・

・

・

・

●

●

●

●



矢板市城の湯温泉センター改修工事

NS改修工事特記仕様書（その５）

Ａ-０５

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

アスベスト含有分析 別表－１ 他工事との取り合い
●印を適用する。

工　　　　　　事　　　　　　内　　　　　　容
建築
工事

電気
設備
工事

機械
設備
工事

塗装
工事

昇降機

設備
工事

仮設電力の引込み（分電盤・キュービクルまで） ● ○ ○ ○ ○ ○

　　　　〃　　　（上記以降） ● ● ● ○ ○ ○

仮設電力の電気料 ● ● ● ● ○ ○

本受電後の電気基本料金 ○ ● ○ ○ ○ ○

本受電後引渡しまでの電気使用料 ● ● ● ● ● ○

仮設水道の引込み（メーターまで） ● ○ ○ ○ ○ ○

　　　　〃　　　（上記以降） ● ● ● ○ ○ ○

仮設水道及び本設後引き渡しまでの使用料 ● ● ● ● ● ○

梁・壁・床の開口、貫通、埋込部のスリーブ・型枠（電気､機械の配管等） ○ ● ● ○ ○ ○

すべての開口、貫通、埋込部の補強 ● ○ ○ ○ ○ ○

屋上に設置する機器の基礎（電気及び機械機器） ● ○ ○ ○ ○ ○

屋内及び屋外に設置する機器の基礎（電気及び機械機器） ○ ● ● ○ ○ ○

天井・壁（軽量鉄骨下地）に付く機器の位置・墨出し ○ ● ● ○ ○ ○

天井・壁(軽量鉄骨下地)に付く機器の開口部補強を要しない場合の切込み ○ ● ● ○ ○ ○

天井・壁（軽量鉄骨下地）に付く機器の開口部補強を要する場合の切込み ● ○ ○ ○ ○ ○

天井・壁（軽量鉄骨下地）に付く機器の開口部補強 ● ○ ○ ○ ○ ○

天井換気扇の取付 ○ ○ ● ○ ○ ○

壁窓用換気扇の取付 ○ ○ ● ○ ○ ○

同上取付枠 ● ○ ○ ○ ○ ○

点検口の取付（床・壁・天井・ＰＳ等） ● ○ ○ ○ ○ ○

防煙ダンパー ○ ○ ● ○ ○ ○

同上　煙感知器の配管・配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○

床仕上げ材の穴あけ（フローリングブロック等） ● ● ○ ○ ○ ○

ルーフドレイン及び縦どい（桝及び側溝までの配管） ● ○ ○ ○ ○ ○

配線ピット及び蓋 ● ○ ○ ○ ○ ○

電極棒及びフロートスイッチ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動扉、電動シャッター、電動スクリーン及び電動カーテン等２次側配線 ● ● ○ ○ ○ ○

機械設備の制御、操作盤への電源供給制御 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同上の２次側配線 ○ ● ● ○ ○ ○

天井吊り形放熱器（ＦＣＵ等）と操作スイッチとの配管・配線・接地工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○

消火栓箱総合盤用穴あけ ○ ● ● ○ ○ ○

設備機器のインターロックの配管・配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○

電気設備のフェンス・金網 ○ ● ○ ○ ○ ○

ガス漏れ警報器（単設型） ○ ● ● ○ ○ ○

　　　〃　　　（集中監視型） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガス漏れ警報用器用コンセント ○ ● ○ ○ ○ ○

造り付け流し台 ● ● ○ ○ ○ ○

同上排水トラップ ● ○ ○ ○ ○ ○

既製流し台及び排水トラップ（ガス台・洗面化粧台等を含む） ○ ○ ● ○ ○ ○

既製吊戸棚 ● ○ ○ ○ ○ ○

鏡（姿見は建築工事） ○ ○ ● ○ ○ ○

昇降機の出入口開口の型枠 ● ○ ○ ○ ○ ○

　〃　押釦、インジケーター配管用スリーブ及び型枠 ● ○ ○ ○ ○ ○

　〃　ビット内保守用コンセント ○ ● ○ ○ ○ ○

外壁取付ガラリ、排煙口 ● ○ ○ ○ ○ ○

体育館などの器具・安定器など取付下地金物 ● ○ ○ ○ ○ ○

昇降機インターホンの配管・配線 ○ ● ○ ○ ○ ○

9

環

境

配

慮

工

事

1
調査済箇所

調査済箇所（材料名）

・あり（含有物質名：　　　　　　　　）・なし

含有の有無

・なし ・あり（含有物質名：　　　　　　　　）

・なし ・あり（含有物質名：　　　　　　　　）

・行う（下表による） ・行わない

◎定性分析（◎3　・　　） ・定量分析（・3　・　　）

◎定性分析（◎3　・　　） ・定量分析（・3　・　　）

◎定性分析（◎3　・　　） ・定量分析（・3　・　　）

◎定性分析（◎3　・　　） ・定量分析（・3　・　　）

処理方法

・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析方法

分析結果については、監督職員に提出すること。

アスベスト粉じん濃度測定

・行う（測定名称及ぶ測定点は下表による）

アスベスト粉じん濃度測定方法

アスベスト粉じん濃度測定方法｢JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法-第１部：
光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測定3 測定5

計測機器 位相差顕微鏡

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

試料の吸引流量

試料の吸引時間

試料の透明化 アセトンートリアセチレン法又はシュウ酸ジエチル法

計数条件 総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

計数アスベスト 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上

定量限界

報告書の作成（記載する項目）

ア．測定結果

イ．測定時間

ウ．測定位置（測定高さとともに図面上に記載する）

エ．サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

オ．マウンティング方法

カ．顕微鏡視野面積、計数視野数

キ．測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

処理作業中

測定箇所 ◎図示

測定名称 測定時期 測定場所
測定点

備考

・測定1
処理作業前

処理作業室内 各   点 ―

・測定2 施工区画周辺又は敷地境界 計   点

・測定3 処理作業室内 各   点

・測定4 セキュリティーゾーン入口 各   点

・測定5
負圧・除じん装置の排出口

各   点 除じん装置の
性能確認（処理作業室外の場合）

・測定6 施工区画周辺又は敷地境界 計   点 ―

・測定7 処理作業室内 各   点

・測定8 施工区画周辺又は敷地境界 計   点

空気の流れを確認

(各施工箇所ごと)

処理作業後

隔離ｼｰﾄ撤去前

測定1,2,4,6,7,8

◎JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

調査箇所（材料名）

1 l/min 5 l/min

5 min 120 min

25 mm

50 f/l 0.5 f/l

47 mm

240 min

10 l/min

0.3 f/l

アスベスト粉じん濃
度測定

アスベスト含有分析
調査

（9.1.1）

（9.1.1）

―

―

―

―

調査方法（１材料あたりの採取箇所数）

・下表による

2

3

(1)事前調査等

シーリング材のサンプルについて、専門分析機関で分析を行うこと。

・現場においてサンプルを採取

採取箇所 ◎外壁目地 ・図示 ・

採取箇所数 ◎部材が異なる毎に1箇所 ・図示 ・

(3)除去処理工事

除去方法

名称 仕様 数量 備考

・ CCA処理木材

ひ素・カドミウム含
有石こうボード

・

石こうボードの撤去にあたっては、下記事項について施工前調査を行う。

調査結果は、図面及び写真に記録し、監督職員に提出する。

石こうボードの使用部位の確認

石こうボードの種類、製造会社名、厚さ等の確認、記録

石こうボードの使用数量の確認

施工範囲等の確認

処分を委託する際には、マニフェストの備考欄に石こうボードの有無、製造会社名等を
記載

（１）

（２）

（３）

（４）

分析によりPCBの含有が確認された場合は施工調査等を行い、適切に処理すること。

ング材工業会」による。
「標準施工要領書（日本シーリング工事共同組合連合会／日本シーリ

PCB含有シーリング材
処分

処理に注意を要する
建設副産物

(2)施工調査等

調査範囲 ◎図示 ・

処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査等を行うこと。

シーリング使用部位の確認

シーリング長さの確認

施工範囲と工事管理区分の確認

仮設計画

廃棄物等の搬出方法

・

路盤材料

◎再生クラッシャラン（RC-40）

・クラッシャランスラグ（CS-40）

・クラッシャラン（C-40）

透水性の高いものを使用する

凍上抑制層の材料

・凍上抑制層 ◎再生クラッシャラン[G] ・クラッシャラン切込み砂利 ・砂

厚さは図示

盛り土に用いる材料

・A種 ◎B種 ・C種 ・D種

路床安定処理

◎添加材料による安定処理

種類 ・普通ポルトランドセメント・フライアッシュセメントB種[G]

・高炉セメントＢ種[G]

・生石灰（　　　　） ・消石灰（　　　　）

添加量 kg/㎡（目標CBR　◎　5以上　　　・　　）

路床土の支持力比試験 ◎行う（◎乱した土　・乱さない土）

路床締固め土の試験 ◎行う

砂の粒度試験 ◎行う

◎行う現場ＣＢＲ試験

透水性アスファルト混合物の抽出試験 ◎行わない ・行う

透水性アスファルト （9.7.4）（表9.7.5）

（9.7.3）

（9.7.3）（表9.7.1）

（9.7.3）（表9.7.3）

（9.7.9）

舗装改修工事[G]

ガラス改修工事 複層ガラスの厚さ 建具表による

断熱性・日射遮へい性による区分 ◎U3-1 ・U3-2

（9.4.2）

植栽基盤及び材料

・屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等 ◎図示

屋上緑化改修工事

[G]

（9.6.1）

アスベスト含有建築
用仕上塗材の除去 建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術指針(国立研究開発法人 建築研究所)」

(以下「指針」という。)によるものとする。

指針による工法区分

・Ⅱ（　　　　　　　　　　）

・Ⅲ（　　　　　　　　　　）

除去範囲

・

アスベスト含有建築用仕上塗材の除去は、「建築物の改修・解体時における石綿含有

外断熱改修工事 断熱材の種類

材料名 厚さ（mm）

・ビーズ法ポリスチレンフォーム （ノンフロン[G]）

・押出法ポリスチレンフォーム （ノンフロン[G]）

・硬質ウレタンフォーム （ノンフロン[G]）

・フェノールフォーム

・ロックウール

・グラスウール

外装材の種類

・ 防火性能

既存外壁の仕上材の撤去 ・有り ・なし

下地面の清掃及び下地調整 ◎断熱材製造所の指定する仕様

通気層 ・有り（   ㎜） ・なし

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

特記なき事項は、製造所の仕様による。

（9.3.2）

（9.3.2）

（9.3.3）

（9.3.4）

5

6

7

10

11

8

9

4 アスベスト含有材
の処理

・アスベスト含有吹き付け材の除去

除去範囲 ・図示　　・　　　

除去工法
による。

・アスベスト含有保温材の除去

処理方法

◎密封処理（二重袋梱包） ￤7◎湿潤化 ・セメント固化

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、粉じ
ん機フィルタについても密封処理を行う。

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

除去工法
　除去範囲　・図示　　・　　　

除去工法
　除去範囲　・図示　　・　　　

処理方法

￤7◎湿潤化 ・セメント固化◎密封処理（二重袋梱包）

・中間処理（溶融施設）
・埋立処分（管理型最終処分場）

除去したアスベスト含有保温材の処分

・アスベスト含有成型板の除去

除去範囲 ・図示　　・　　　

・アスベスト含有石こうボードを除くアスベスト含有成形板

除去したアスベスト含有成形板の処分

・アスベスト含有石こうボード
◎埋立処分（管理型最終処分場）

・埋立処分（安定型最終処分場）

・中間処理（溶融施設）

9.1.3 による他、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の仕様

・9.1.4 による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）

・9.1.3 による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）

(9.1.3)

(9.1.4)

(9.1.5)

◎埋立処分（管理型最終処分場）
◎中間処理（溶融施設）

・Ⅰ（剥離剤併用手工具ケレン工法）



矢板市城の湯温泉センター改修工事

案内図・配置図 A1:S=1/300
A3:S=1/600

配置図 1/300(1/600 A-3)

採光補正係数検討図 1/300(1/600 A-3)

広域案内図 1/10000(1/20000 A-3)

拡大案内図 1/7000(1/14000 A-3)
Ａ-０６

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺
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確認済証番号　第0523号
確認済証交付年月日　平成3年9月19日
検査済証交付年月日　平成4年2月28日

確認済証番号　第H29確認建築栃木県001575号
確認済証交付年月日　平成3年9月19日
検査済証交付年月日　平成4年2月28日

確認済証番号　第2866号
確認済証交付年月日　平成4年11月17日
検査済証交付年月日　平成5年10月15日

確認済証番号　第0957号
確認済証交付年月日　平成4年1月14日
検査済証交付年月日　平成4年2月28日
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塩谷広域行政組合消防本部
矢板消防署

申請地

30
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栃木県庁塩谷庁舎

矢板市役所

道の駅やいた

矢板市立矢板小学校
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申請地：栃木県矢板市川崎反町字慈光寺295番

Ｎ



承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

既 存 ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：EP塗 (寒冷紗貼下地)

－
下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

塩ﾋﾞ廻縁

既 存 塩ﾋﾞ廻縁
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：EP塗

下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ｻﾝﾌｯﾄ貼

既 存 塩ﾋﾞ廻縁－
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

既 存 － －
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：t50 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ化粧吸音板張

ｿﾌﾄ巾木 H=60
下地：LGSの上t9.0 PB貼
仕上：t50 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ化粧吸音板張

下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：ｶﾗｰｸﾘｰﾄ塗

既 存 塩ﾋﾞ廻縁
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工 一部t12 乾式遮音2重床(ﾅｲﾛﾝ脚付)
仕上：t2.0 ｲﾝﾚｲﾄﾞﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼

ｿﾌﾄ巾木 H=60 －
下地：LGS
仕上：t9.0 ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ貼

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

既 存 －
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：籐ﾏｯﾄ敷

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60
下地：t12 PB+t9 耐水PB 2重張
仕上：防ｶﾋﾞﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

下地：LGSの上t9.0 PB貼
仕上：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾄﾞｩｰｼｯｸ廻り縁
9×37

既 存 － 塩ﾋﾞ廻縁
下地：ﾓﾙﾀﾙ
仕上：50角磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 一部25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ貼

下地：ﾓﾙﾀﾙ t8 ｹｲｶﾙ板
仕上：100角半磁器ﾀｲﾙ貼(ﾌﾟﾙﾕﾆｯﾄ)

下地：ﾓﾙﾀﾙ t8 ｹｲｶﾙ板
仕上：50角二丁掛ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ(ﾗｽﾀｰ釉)

下地：LGSの上t9.0 PB貼
仕上：t2.5 ﾌﾟﾗ天張(SO-3ﾀｲﾌﾟ)

既 存
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t3.0 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼（目地入）

t4.0 ﾃﾗﾘｽﾀ巾木 H=75
下地：t12 PB+t9 耐水PB 2重張
仕上：ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

栂 OP塗
18×35

下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

下地：t12 PB+t9 耐水PB 2重張
仕上：ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

既 存
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ビニルクロス貼

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ビニルクロス貼

ﾄﾞｩｰｼｯｸ廻り縁
9×37

下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：厚7.0ループパイルカーペットタイル貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

既 存 畳寄せ(杉),桧CL塗
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ジュラククロス貼

下地：厚12乾式遮音2重床（ナイロン足付）
仕上：厚55畳敷き（廊下）厚15WPC桧縁甲板張

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ジュラククロス貼

杉
下地：LGS
仕上：t9.0 化粧石こうボード（木目）

既 存 ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60
下地：厚12PB＋厚8ケイカル板貼
仕上：EP塗（寒冷紗下地）

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ｻﾝﾌｯﾄ貼

下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

塩ﾋﾞ廻縁
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

既 存 ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：一部ｻﾝﾌｯﾄ貼

ﾄﾞｩｰｼｯｸ廻り縁
9×37

下地：t12 PB+t9 耐水PB 2重張
仕上：ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t3.0 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼（目地入）

下地：LGS
仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

既 存
下地：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押工
仕上：t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60
下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：EP塗

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ｻﾝﾌｯﾄ貼

下地：LGSの上t9.5GB-R貼
仕上：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

塩ﾋﾞ廻縁

下地：t12 PB+t9 PB 2重張
仕上：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

Ａ-０７

下足室

階 区 分 床 廻り縁 天　井壁 腰　壁巾　木室　名 備　考

廊下

健康増進ﾙｰﾑ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

炉過循環ポンプ室

倉庫
通用口

脱衣室

浴室

改 修 － －既存のまま 既存のまま 既存のまま化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

改 修 － －既存のまま 既存のまま 既存のまま化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

改 修 既存のまま 既存のまま仕上：ビニルクロス貼仕上：ビニルクロス貼仕上：厚7.0ループパイルカーペットタイル貼 既存のまま

改 修 既存のまま 既存のまま仕上：厚55畳敷き 既存のまま 既存のまま 既存のまま

男子便所
女子便所

身障者便所

男子手洗い
女子手洗い
便所前室

研修室

多目的ホール

多目的ホール前廊下

エントランスホール

改 修 既存のまま 既存のまま既存のまま既存のまま 仕上：t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼塩ﾋﾞ廻縁

改 修 既存のまま 既存のまま既存のまま既存のまま
下地：LGSの上t9.5GB-R貼
仕上：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

塩ﾋﾞ廻縁

１階

既　存　改　修　部　内　部　仕　上　表

－ 全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去 全面撤去撤 去

撤 去 全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去 全面撤去

撤 去 全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去 － 全面撤去

撤 去 －全面撤去全面撤去全面撤去 － 全面撤去

撤 去 全面撤去 全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去 －

撤 去 全面撤去全面撤去全面撤去 － 全面撤去全面撤去

撤 去 － 全面撤去全面撤去全面撤去全面撤去 全面撤去

撤 去 －－－ － － －

撤 去 － － － － －－

撤 去 － －仕上げ材全面撤去 －仕上げ材全面撤去 仕上げ材全面撤去

撤 去 － － －－畳敷全面撤去 －

撤 去 － －－－ 一部撤去 仕上材一部撤去（撤去範囲は天井伏図に示す）

撤 去 － －－－ 全面撤去 仕上材撤去GB-R共（撤去範囲は天井伏図に示す）

矢板市城の湯温泉センター改修工事

NS既存改修部内部仕上表

□  使用材料認定番号

114条区画：防火上主要な間仕切壁

Ｈ12建告1358号：45分準耐火軽量鉄骨下地石膏ボード12.5mm+9.5mm(両面張り)

114条区画：強化天井

 石膏ボード　

表示事項

（準不燃）
（不燃）

QM-9828
NM-8619

認定番号
 ァ  9.5
 ァ 12.5

（準不燃） QM-0524 ァ  9.5

 ロックウール吸音板 （不燃）
（不燃）

NM-8599
 ァ　6.0

 ァ 12.0

ケイ酸カルシウム板 NM-8577

 化粧石こうボード

（不燃） ァ 12.5 QM-9826

室内については、TVOC、VVOC、VOC、SVOCの少ない材料を使用する。

含まない材料を使用する。

□ 塗装記号 ※　塗装材料はすべてＦ☆☆☆☆とする。

トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン、パラジクロロベンゼン、クロルピリホスを

クリアラッカー塗り
合成樹脂調合ペイント塗り

CL
SOP

ウレタン樹脂ワニス塗りUC

OS

WP

油性ステイン塗り

木材保護塗料塗り
耐候性塗料塗りDP
合成樹脂エマルションペイント塗りEP

シージング石こうボｰド 国交省告示694号：強化石こうボード15mm+21㎜(計36㎜)



承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

既 存 厚9ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ張、ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ20ｋｇ　下地厚1.0ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ張（ｼﾙﾊﾞｰKSF-100A型）・50角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼（特殊面状、ﾗｽﾀｰ） 既 存 厚9.5GB-R+厚9.5GB-R下地、EP塗装

既 存 ｱﾙﾐｻｯｼ 既 存 －

Ａ-０８

改　修　部　外　部　仕　上　表

入口軒天外　壁

改 修 撤去部分：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品　／　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4 改 修 下地：LGS　仕上：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0　目透かし張り　EP塗装

目隠しﾌｪﾝｽ建　具

改 修 撤去部分：ｱﾙﾐ製・引き違い窓、外倒し排煙窓、自動ﾄﾞｱｰ 改 修 仕様：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　押出形材　　陽極酸化塗装複合被膜処理材

特　記　事　項

改 修  部  内  部  仕  上  表

階 区 分室　名 備　考床 巾　木 壁 腰　壁 廻り縁 天　井

風除室・ホール 改 修

廊下１ 改 修

廊下２ 改 修

廊下３ 改 修

受付兼事務室 改 修

宿直室 改 修

リネン室兼物置 改 修

２人用客室 改 修

４人用客室 改 修

６人用客室 改 修

自販機コーナー 改 修

男女脱衣室前室 改 修

男女脱衣室 改 修

男女シャワー室 改 修

ランドリー室 改 修

１階

YKK ｼﾝﾌﾟﾙﾚｵﾌｪﾝｽ SY1F型　同等

撤 去 一部撤去（撤去範囲は立面図に示す） 撤 去 仕上下地共撤去

撤 去 改修部全面撤去 撤 去 －

矢板市城の湯温泉センター改修工事

NS改修部外部仕上表・内部仕上表

・　準耐火建築物ロー２

・　改修部分用途変更：旅館（簡易宿舎）

・　消防法　５項イ旅館・ホテル等

・　壁断熱材：グラスウール ２４ｋｇ/ｍ3充填

・　土間下：　防湿シート：厚０.１５ポリエチレンフィルム敷込+厚３０ポリスチレンボード敷込

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

コンクリート打ち、均しモルタル
300角石調磁器質タイル張り

御影石 H=100
LGS　石こうボード　t=12.5mm
ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土コテ押え)

LGS　石こうボード　t=12.5mm
ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土コテ押え)

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

下足入【備品】
LGS　石こうボード　t=12.5mm
ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土コテ押え)

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
厚7mmループパイルカーペットタイル貼

LGS　石こうボード　t=9.5mm
ＥＰ塗　　木製天井ルーバー　杉　30×110　@200　取付

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土コテ押え)

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

洗面化粧台【Ｍ】
LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土コテ押え)

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
厚7mmループパイルカーペットタイル貼

ソフト巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
不燃ビニルクロス貼り

受付カウンター
LGS　石こうボード　t=9.5mm
ロックウール化粧吸音板(フラット)　t=12mm

LGS　石こうボード　t=12.5mm
不燃ビニルクロス貼り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
厚7mmループパイルカーペットタイル貼

ソフト巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
不燃ビニルクロス貼り

ベッド【備品】
LGS　石こうボード　t=9.5mm
ロックウール化粧吸音板(フラット)　t=12mm

LGS　石こうボード　t=12.5mm
不燃ビニルクロス貼り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

ソフト巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
不燃ビニルクロス貼り

LGS　石こうボード　t=9.5mm
ロックウール化粧吸音板(フラット)　t=12mm

LGS　石こうボード　t=12.5mm
不燃ビニルクロス貼り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

ベッド【備品】塩化ﾋﾞﾆﾙ製
LGS　強化石こうボード　t=15mm+21㎜
ビニルクロス貼り

二段ベッド【備品】塩化ﾋﾞﾆﾙ製
LGS　強化石こうボード　t=15mm+21㎜
ビニルクロス貼り

杉　畳寄せ
LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ビニルクロス貼り

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ビニルクロス貼り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製
LGS　強化石こうボード　t=15mm+21㎜
ビニルクロス貼り

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

ソフト巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

流し台【Ｍ】
LGS
ケイ酸カルシウム板 t=6.0　目透かし張り　ＥＰ

LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

ソフト巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

LGS
ケイ酸カルシウム板 t=6.0　目透かし張り　ＥＰ

LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

ソフト巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

脱衣棚【備品】
LGS
ケイ酸カルシウム板 t=6.0　目透かし張り　ＥＰ

LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

シート材立上巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

シャワーユニット【Ｍ】
LGS
ケイ酸カルシウム板 t=6.0　目透かし張り　ＥＰ

LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

コンクリート打ち、均しモルタル
ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

シート材立上巾木 H=60
LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

LGS
ケイ酸カルシウム板 t=6.0　目透かし張り　ＥＰ

LGS　石こうボード　t=12.5mm
化粧ケイ酸カルシウム板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

塩化ﾋﾞﾆﾙ製

□  使用材料認定番号

114条区画：防火上主要な間仕切壁

Ｈ12建告1358号：45分準耐火軽量鉄骨下地石膏ボード12.5mm+9.5mm(両面張り)

114条区画：強化天井

 石膏ボード　

表示事項

（準不燃）
（不燃）

QM-9828
NM-8619

認定番号
 ァ  9.5
 ァ 12.5

（準不燃） QM-0524 ァ  9.5

 ロックウール吸音板 （不燃）
（不燃）

NM-8599
 ァ　6.0

 ァ 12.0

ケイ酸カルシウム板 NM-8577

 化粧石こうボード

（不燃） ァ 12.5 QM-9826

室内については、TVOC、VVOC、VOC、SVOCの少ない材料を使用する。

含まない材料を使用する。

□ 塗装記号 ※　塗装材料はすべてＦ☆☆☆☆とする。

トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン、パラジクロロベンゼン、クロルピリホスを

クリアラッカー塗り
合成樹脂調合ペイント塗り

CL
SOP

ウレタン樹脂ワニス塗りUC

OS

WP

油性ステイン塗り

木材保護塗料塗り
耐候性塗料塗りDP
合成樹脂エマルションペイント塗りEP

シージング石こうボｰド 国交省告示694号：強化石こうボード15mm+21㎜(計36㎜)

コンクリート打ち、均しモルタル
厚7mmループパイルカーペットタイル貼

コンクリート打ち、均しモルタル
厚7mmループパイルカーペットタイル貼

コンクリート打ち、均しモルタル
厚7mmループパイルカーペットタイル貼

コンクリート打ち、均しモルタル
木床合板下地厚55畳敷き、一部厚12mm　複合フローリング直張り

桧 ＯＳ H=100

桧 ＯＳ H=100

桧 ＯＳ H=100

桧 ＯＳ H=100（西面）
ソフト巾木 H=60

桧 ＯＳ H=100（西面）
ソフト巾木 H=60

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ビニルクロス貼り、西面杉羽目板縦張り t=12mm 　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ビニルクロス貼り、西面杉羽目板縦張り t=12mm 　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=12.5mm
杉羽目板縦張り t=15mm H=900　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm
杉羽目板縦張り t=15mm H=900　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm
杉羽目板縦張り t=15mm H=900　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ビニルクロス貼り、西面杉羽目板縦張り t=12mm 　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=12.5mm　+　t=9.5mm(継ぎ目処理)
ビニルクロス貼り、西面杉羽目板縦張り t=12mm 　ＯＳ

LGS　石こうボード　t=9.5mm
杉羽目板張り t=12mm ＯＳ

LGS　石こうボード　t=9.5mm
杉羽目板張り t=12mm ＯＳ

LGS　石こうボード　t=9.5mm
杉羽目板張り t=12mm ＯＳ



番号 a h

14.499 8.422 122.110578 61.055

30.849 12.528 386.476272 193.238

26.676 9.313 248.433588 124.217

26.268 1.128 29.630304 14.815

29.826 3.461 103.227786 51.614

32.384 2.549 82.546816 41.273

33.724 1.376 46.404224 23.202

34.700 2.039 70.753300 35.377

34.902 1.400 48.862800 24.431

34.902 1.537 53.644374 26.822

34.772 1.725 59.981700 29.991

34.279 1.781 61.050899 30.525

33.677 15.503 522.094531 261.047

46.127 21.613 996.942851 498.471

56.124 21.735 1219.855140 609.928

73.340 20.911 1533.612740 766.806

77.242 18.634 1439.327428 719.664

77.889 4.031 313.970559 156.985

79.819 3.940 314.486860 157.243

85.555 11.369 972.674795 486.337

85.555 6.780 580.062900 290.031

80.743 10.996 887.850028 443.925

72.916 14.605 1064.938180 532.469

54.701 1.318 72.095918 36.048

53.229 5.278 280.942662 140.471

46.192 16.672 770.113024 385.057

41.112 13.666 561.836592 280.918

29.806 5.907 176.064042 88.032

25.043 9.672 242.215896 121.108

22.146 9.500 210.387000 105.194

2.800 1.100 3.080000 1.540

5.700 0.800 4.560000 2.280

5.700 1.400 7.980000 3.990

5.100 1.900 9.690000 4.845

7.600 2.000 15.200000 7.600

10.800 1.900 20.520000 10.260

55.400 5.200 288.080000 144.040

55.400 34.700 1922.380000 961.190

42.000 4.600 193.200000 96.600

42.000 4.400 184.800000 92.400

41.900 4.900 205.310000 102.655

40.600 3.900 158.340000 79.170

38.200 19.800 756.360000 378.180

39.800 3.600 143.280000 71.640

39.800 6.780 269.844000 134.922

9.300 3.900 36.270000 18.135

8.400 2.300 19.320000 9.660

5.200 2.400 12.480000 6.240

6.600 1.800 11.880000 5.940

8.800 1.300 11.440000 5.720

13.700 0.800 10.960000 5.480

17757.567787 8878.784

8878.78 敷地面積

面積（㎡）倍面積（㎡）

1

2

3

4

5

6
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8
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28

29
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33

34

35

36

37

38

39
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41
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48

49

50

51

Ａ-０９

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

敷地求積図・求積表 NS



矢板市城の湯温泉センター改修工事

建物求積図・求積表 A1:S=1/100、S=1/30
A3:S=1/200、S=1/60

A

E

P

Q

R

S

T

B

C

D

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

1

2

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ａ-１０

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

番号 X Y Z 面積(㎡)

27.950 1.100 30.74500

3.000 0.600 1.80000

30.000 1.100

0.200 23.200

1.200 23.200 0.500

33.00000

4.64000

13.92000

2.4002.050

2.050 0.650 1.33250

4.92000

90.35750

4.050

2.400

2.400 9.72000

0.650

18.950 1.100

0.200 1.420

0.074 1.420 0.500

2.200 9.800

0.200 10.880

0.600 2.000

0.074 1.420 0.500

0.200 1.420

15.200 1.100

0.040 13.800

20.84500

0.28400

0.05254

21.56000

2.17600

1.20000

0.05254

0.28400

16.72000

0.55200

10.050

2.000

6.53250

4.80000

既
存
部
分

建築面積

84.77858

90.35

建築面積算定

番号 X Y

27.000 21.000

3.000 20.400

Z

延床面積算定

面積(㎡)

既
存
部
分

申請以外の部分延床面積算定

延床面積

延床面積

申請以外の部分建築面積算定

建築面積

567.00000

61.20000

628.20000

4.000 2.400

29.000 21.000

2.000 4.700

1.400 2.000

2.000 4.180

13.800 1.060

9.60000

609.00000

9.40000

2.80000

8.36000

14.62800

1618.61800

1193.89858

1193.89

628.20

1618.61

653.78800

用
途
変
更
部
分

用
途
変
更
部
分

小計(1)

小計(2)

小計(3)

小計(4)

(3)+(5)

(4)+(6)

一号館

ボイラー室

浄化槽上屋

渡り廊下

名称

ポンプ室

小計(5)

延床面積

57.02

70.00

32.12

7.84

797.85

964.83

建築面積

57.02

70.00

16.19

7.84

958.07

1109.12小計(6)

名称 延床面積

628.20二号館変更

一号館 797.85

渡り廊下 57.02

二号館既存 653.78

合計 1508.65

名称 延床面積

628.20二号館変更

二号館既存 653.78

合計 1281.98

74
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,4

20

74

200

1
,4

20

4
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N

LM

N

J

HG
F

I

改修範囲：「旅館」（用途変更申請）
　　　 　(簡易宿舎)
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1
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Ⅵ
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A
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I
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P
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B

C

S

T

1/100(1/200 A-3)求積図

ウ拡大図イ拡大図ア拡大図 1/30(1/60 A-3) 1/30(1/60 A-3)1/30(1/60 A-3)

求積表 NS NS申請書五面用求積表 NSNS既存建物求積表 申請書六面用求積表

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

A

B

C

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

1 2 3 4 5 6 7 8

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

改修部分 既存部分
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修前平面図

Ａ-１１

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

水風呂

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS
物入 物入

水風呂

倉庫

健康増進ルーム

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室
エントランス

風除室

事務室

相談室 研修室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

食堂Ａ 食堂Ｂ

ろ過循環

ポンプ室

トレーニング

ルーム

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸホール

多目的

ホール

脱衣室Ｂ

物入

Ｍ便所 Ｗ便所

通用口

渡り廊下

至 １号館

超音波風呂

サウナ

浴室Ｂ

休憩コーナー

ＤＮ超音波風呂

大浴槽

寝湯 寝湯

大浴槽

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

61,000

2
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00
0

1
0,
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0

1
0,
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0

61,000

10,500 10,500 2,000

2
1,

00
0

1
0,
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0
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8,000

6
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

撤去平面図

Ａ-１２

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

※　撤去部分を示す。

水風呂

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

サウナ

倉庫

健康増進ルーム

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室
エントランス

風除室

事務室

相談室 研修室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

食堂Ａ 食堂Ｂ

ろ過循環

ポンプ室

トレーニング

ルーム

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸホール

多目的

ホール

物入

通用口

渡り廊下

至 １号館

PS
物入 物入

超音波風呂

水風呂

浴室Ｂ

脱衣室Ｂ

休憩コーナー

ＤＮ

Ｍ便所 Ｗ便所

超音波風呂

大浴槽

寝湯 寝湯

大浴槽

改修範囲：「旅館」（用途変更申請） 改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後平面図

Ａ-１３

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

告　平成12年5月31日建設省告示第1436号第四号ニ(4)：壁及び天井の室内に面する部分の仕上、下地共不燃材料

告　平成12年5月31日建設省告示第1436号第四号ニ(2)：100㎡以下で、防煙壁により区画

渡り廊下

至 １号館

ＤＮ

エントランス

ホール

風除室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

食堂Ａ 食堂Ｂ

休憩コーナー

事務室

相談室 研修室

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸ

物入

ＷＷＣ ＭＷＣ

多目的ホール
ＨＷＣ

洗濯

洗濯

洗濯

乾燥

乾燥

乾燥

棚

棚 流し

改修範囲：「旅館」（用途変更申請）
　　　 　(簡易宿舎)

10,000 10,000 10,000 31,000
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改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）

1 2 3 4 5 6 7 8
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C

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

（既存仕上のまま）

ｽﾛｰﾌﾟ
FL+150

６人用
客室

前室

前室
P
S

P
S
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P
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自販機
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４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

FL+150

※壁：ビニルクロス貼替え
※床：厚7.0ループパイルカーペットタイル貼替え

※床：厚55畳敷き替え

(FL-300)

FL-10

FL+300
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後平面図（114条区画）

Ａ-１４

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

渡り廊下

至 １号館

ＤＮ

エントランス

ホール

風除室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

食堂Ａ 食堂Ｂ

休憩コーナー

事務室

相談室 研修室

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸ

物入

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ 多目的ホール

洗濯

洗濯

洗濯

乾燥

乾燥

乾燥

棚

棚 流し

114条区画：強化天井

114条区画：防火上主要な間仕切壁（強化天井まで）

国交省告示694号：強化石こうボード18mm+18㎜(計36㎜)

Ｈ12建告1358号：45分準耐火軽量鉄骨下地石膏ボード12.5mm+9.5mm(両面張り)

Ｈ12建告1358号：45分準耐火軽量鉄骨下地石膏ボード12.5mm+9.5mm(両面張り)

114条区画：防火上主要な間仕切壁（つなぎ梁(FL+4200)まで）

改修範囲：「旅館」（用途変更申請）
　　　 　(簡易宿舎)
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改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

宿直室

受付兼
事務室

（既存仕上のまま）

ｽﾛｰﾌﾟ
FL+150

６人用
客室

前室

前室

Ｗ脱衣室

Ｍ脱衣室
P
S

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

P
S

PS

PS

P
S

P
S

風除室

ホール

自販機
コーナー

目隠しﾌｪﾝｽ

室外機
基礎

室外機
基礎

室外機基礎

室
外

機
基

礎
室

外
機

基
礎

ｽ
ﾛｰ

ﾌ
ﾟ　

1/
1
2

廊下２

廊下２

廊下３

廊下２

下
足
入

廊下１ FL±0

※壁：化粧ｹｲｶﾙ板張り

FL+150

FL+300

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

リネン室

FL+150

※壁：ビニルクロス貼替え
※床：厚7.0ループパイルカーペットタイル貼替え

※床：厚55畳敷き替え

(FL-300)

FL-10

FL+300

FL-10

FL-20

ランドリー室

廊下１
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後平面図（消防法）

Ａ-１５

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

洗濯

洗濯

洗濯

乾燥

乾燥

乾燥

棚

棚 流し

改修範囲：「旅館」（用途変更申請）
　　　 　(簡易宿舎)

10,000 10,000 10,000 31,000

7
,033.87

12,859.03

5,
49
5.

28

7,584.86

2,551.
99

5,
46
7.
26

2
, 3

11
.
47

4,224.04

3,7
99.

36
3,378.48

5,3
23.

96

1,250

1
,4

46
.
1

7,
46
6.

94

1,560.22
7,978.98

7
,1

78
.
19

6,305.32

7
,0
35

.9
5

5,927.61 1
,6

62
.
5

5,918.74

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）

用途変更部分床面積：628.200㎡　　　最大収容人員：客50人+従業員

：ABC粉末消火器 10型（能力単位：3）

消

消

消

消

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修前立面図

Ａ-１６

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

1/100(1/200 A-3)北側立面図

1/100(1/200 A-3)東側立面図

1/100(1/200 A-3)南側立面図

1/100(1/200 A-3)西側立面図

A C C AB

12345678

B

87654321

1
,8

00
3
20

1
,8

00
3
20

1,730

1,020
420



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

撤去立面図

Ａ-１７

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

8,0002
,2

00

2,000

6
,8

00

※　撤去部分を示す。

1/100(1/200 A-3)北側立面図

1/100(1/200 A-3)東側立面図

1/100(1/200 A-3)南側立面図

1/100(1/200 A-3)西側立面図 1/100(1/200 A-3)室外機土台側面図

A C C AB

12345678

B

87654321

2
00

1
80

5,9205,950

240570570570240240570570570240

1
,8

00
3
20

1,730

1,020
420



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後立面図

Ａ-１８

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

1/100(1/200 A-3)北側立面図

1/100(1/200 A-3)1/100(1/200 A-3)東側立面図 西側立面図

1/100(1/200 A-3)南側立面図

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品

目隠しﾌｪﾝｽ　YKK ｼﾝﾌﾟﾙﾚｵﾌｪﾝｽ SY1F型　同等

A C C AB

12345678

B

87654321



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後断面図

Ａ-１９

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

６人用客室
２人用
客室

受付室兼
事務室

天井ルーバー上部排煙スペース

２人用
客室

２人用
客室

自販機
コーナー

天井ルーバー上部排煙スペース

廊
下
２

廊
下
２

６人用
客室 風除室ホール廊下１

受付室兼
事務室

▽GL

▽最高高さ

▽最高軒高

▽最高高さ

▽最高軒高

▽GL

▽最高軒高

▽GL

▽FL+300

△FL+150

△FL+150

△FL+150 △FL

▽FL+300

▽最高高さ

廊下２ 廊下１

1/100(1/200 A-3)断面図４1/100(1/200 A-3)断面図３

1/100(1/200 A-3)

1/100(1/200 A-3)断面図１

断面図２

87654321

87654321

CA B CA B
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後平面詳細図１

Ａ-２０

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改修範囲：「旅館」（用途変更申請）
　　　 　(簡易宿舎)

4
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00
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6
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1
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50
0

1
,6

00
6
,5

00

2
,4

90

2,500 2,500 7,000 3,000

800

1,100

6
00

3
30

２人用
客室

（既存仕上のまま）

ｽﾛｰﾌﾟ

FL+150

風除室

ホール

ｽ
ﾛｰ

ﾌﾟ
　

1/
12

下
足

入

廊下１ FL±0

(FL-300)

FL-10

FL-20

エントランス

ホール

風除室

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

２人用
客室

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）

自販機
コーナー

※壁：化粧ｹｲｶﾙ板張り

既存外壁仕上

新
設

外
壁

仕
上

新
設

外
壁

仕
上

既
存

開
口

部
　

改
修

既
存

開
口

部
　

改
修

室外機基礎室外機基礎

FL-30
カウンター

上り框　御影石100×20　本磨き

300角石調磁器質タイル張り

SUS 目地棒

厚7mm
ループパイルカーペットタイル貼

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

C



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後平面詳細図２

Ａ-２１

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,7

00
1
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00
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40
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受付兼
事務室

６人用
客室

FL+150

FL+300

リネン室
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FL+300

ＤＮ

自販機
コーナー 廊下２

カウンター
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（備品）

ベッド
（備品）
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（備品）
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（備品）

ベッド
（備品）

ベッド
（備品）

ベッド
（備品）

ベッド
（備品）

２人用
客室

室外機基礎 室外機基礎 室外機基礎 室外機基礎 室外機基礎

宿直室

カウンター

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

受付カウンター

厚55mm　畳敷

FL+300

FL+300

押入 物入

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

廊下１

厚12mm　複合フローリング直張り

厚12mm　複合フローリング直張り

厚12mm　複合フローリング直張り

厚7mmループパイル
カーペットタイル貼

厚7mm
ループパイルカーペットタイル貼

厚7mm
ループパイルカーペットタイル貼

２人用
客室

3 4

A

B



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後平面詳細図３

Ａ-２２

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2,500 2,500

10,000

2,5002,500

1
,6

00
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新
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後平面詳細図４

Ａ-２３

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2,2003003001,9001,3002,200

2,200 300 2,500 2,200 600 1,900 1,300 1,500 700 300 4,000
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1
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9
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1
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1,547.5 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800 1,700 800

9001,000 2,100

700

1
,1

00

廊下

P
S

P
S

廊下

廊下

PS

PS

Ｍシャワー室

Ｗシャワー室

流し台
1200

P
S

P
S

【Ｍ】

【Ｍ】

ユニットシャワー

【Ｍ】
ユニットシャワー 脱衣棚

（備品）

【Ｍ】

洗面台

【Ｍ】

洗面台

【Ｍ】

洗面台

【Ｍ】

洗面台

廊下

廊下

前室

Ｗ脱衣室

前室

Ｍ脱衣室

自販機コーナー

脱衣棚
（備品）

ランドリー室

廊下

（自販機）（自販機）（自販機）

洗濯機
（備品）

洗濯機
（備品）

洗濯機
（備品）

乾燥機
（備品）

乾燥機
（備品）

乾燥機
（備品）

既
存

外
壁

仕
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ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜
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ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS
ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS
ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

SUS 目地棒

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS
ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜

SUS 目地棒

SUS 目地棒
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ロ
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ガ
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基
礎

新
設

外
壁

仕
上
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修前断面詳細図１ A1:S=1/30
A3:S=1/60

Ａ-２４

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

B C

4
10

4

10

r
 =

 8
8
33

10

4.5

10
3.5

ピット

山砂
山砂

ピット

t25　スタイロフォーム打込

t20　花コウ岩(本ミガキ仕上)

t45　花コウ岩(本ミガキ仕上)
      50角モザイクタイル貼

モルタル下地50角モザイクタイル貼
押工コンクリート　t80～130(ワイヤーメッシュ6×150)
アスファルト防水(E-2)
コンクリート金ゴテ押工

t25　花コウ岩(本ミガキ仕上)

モルタル下地50角モザイクタイル貼
押工コンクリート　t80(ワイヤーメッシュ6×150)
アスファルト防水(E-2)
コンクリート金ゴテ押工

モルタル金ゴテ仕上

t25　スタイロフォーム打込

t45　花コウ岩(本ミガキ仕上)

排水ピット 排水ピット t25　花コウ岩(本ミガキ仕上)

t100　グラスウール

t25　花コウ岩(本ミガキ仕上)

t30　花コウ岩(本ミガキ仕上)
5×5　ポリサルファイドシーリング

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅203
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅50
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

準不燃バスリブ張

t6　ケイカル板目スカシVP

t6　ケイカル板目スカシVP
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修前断面詳細図２

Ａ-２５

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

B C

4
10

4

10

10

4.5

10
3.5

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

t6　ケイカル板目スカシVP

t6　ケイカル板目スカシVP

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅203
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅50
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

排煙トップライト(ナショナルXMW1810HH)
オペレーター(オイレスSL-300)

t9　PB下地ビニルクロス貼

アルミ製ルーバー　H=45　(ABC商会、イントラセル同等品)
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60撤去断面詳細図１

Ａ-２６

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

B C

r
 =

 8
8
33

ピット

t25　スタイロフォーム打込

t20　花コウ岩(本ミガキ仕上)

t45　花コウ岩(本ミガキ仕上)
      50角モザイクタイル貼

モルタル下地50角モザイクタイル貼
押工コンクリート　t80～130(ワイヤーメッシュ6×150)
アスファルト防水(E-2)
コンクリート金ゴテ押工

t25　花コウ岩(本ミガキ仕上)

モルタル下地50角モザイクタイル貼
押工コンクリート　t80(ワイヤーメッシュ6×150)
アスファルト防水(E-2)
コンクリート金ゴテ押工

モルタル金ゴテ仕上

t25　スタイロフォーム打込

t45　花コウ岩(本ミガキ仕上)

排水ピット 排水ピット t25　花コウ岩(本ミガキ仕上)

t100　グラスウール

t25　花コウ岩(本ミガキ仕上)

t30　花コウ岩(本ミガキ仕上)
5×5　ポリサルファイドシーリング

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅203
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅50
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

準不燃バスリブ張

t6　ケイカル板目スカシVP

t6　ケイカル板目スカシVP
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：撤去範囲



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60撤去断面詳細図２

Ａ-２７

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

B C

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

t1.6　亜鉛鋼板下地フッ素樹脂焼付パネル

t6　ケイカル板目スカシVP

t6　ケイカル板目スカシVP

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅203
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

t0.4　フッ素鋼板段葺　働き幅50
アスファルトルーフィング22kg
t18　耐火野地板

排煙トップライト(ナショナルXMW1810HH)
オペレーター(オイレスSL-300)

t9　PB下地ビニルクロス貼

アルミ製ルーバー　H=45　(ABC商会、イントラセル同等品)

t12 PB+t9 PB 2重張下地　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

LGS下地　t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

t12 PB+t9 PB 2重張下地　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

LGS下地　t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後断面詳細図１

Ａ-２８

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

450

1
90

6
00

B C
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00

客室 廊下 廊下 客室ランドリー室

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 114条区画：強化天井

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法

木製天井ﾙｰﾊﾞｰ取付

木製欄間ﾙｰﾊﾞｰ取付

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 目透かし張り EP

壁：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm 目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

ｼｰﾄ材立上巾木 H=60

木製欄間ﾙｰﾊﾞｰ取付
木製天井ﾙｰﾊﾞｰ取付

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

114条区画：強化天井

タモ集成材(ｱ)30 UC

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18 働き=303 ｳﾚﾀﾝ塗装品

外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18 働き=303 ｳﾚﾀﾝ塗装品

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4

土間下：厚30　　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ
　　　　厚0.15　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
　　　　既存土間スラブの上埋戻し砂利転圧

埋戻し砂利転圧
埋戻し砂利転圧

溶接金網　5φ150×150

幅木：ｿﾌﾄ巾木 H=60 床：厚7mmﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼 床：厚7mmﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

床：厚7mm
ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

腰壁：杉羽目板縦張り
　　　t=15mm H=900 OS

幅木：桧 OS H=100

X1通り断面詳細図 1/30(1/60 A-3)



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後断面詳細図２

Ａ-２９

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

450
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客室 廊下 脱衣室

（配管スペース）

114条区画：防火上主要な間仕切壁

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS ﾏｰﾌﾞﾙ 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法幅木：ｿﾌﾄ巾木 H=60

壁：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm 目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0 目透かし張り EP

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 114条区画：強化天井

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

木製天井ﾙｰﾊﾞｰ取付

土間下：厚30　　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ
　　　　厚0.15　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
　　　　既存土間スラブの上埋戻し砂利転圧

※平均天井高＝
(1.2×2.5+4.7×2.8+0.6×2.5)×2.5

2.5×6.5
＝2.716923…≒2.720m

排
煙

有
効

H
=

平
均

C
H
=

LGS吊り受け材：C-100×50×20×2.3
吊材 Ｌ-50×50×4

受材 C-100×50×20×2.3

外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18 働き=303 ｳﾚﾀﾝ塗装品

外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=18 働き=303 ｳﾚﾀﾝ塗装品

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4

埋戻し砂利転圧

埋戻し砂利転圧

タモ集成材(ｱ)30 UC

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

溶接金網　5φ150×150

幅木：ｿﾌﾄ巾木 H=60 幅木：ｿﾌﾄ巾木 H=60床：厚7mmﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

腰壁：杉羽目板縦張り
　　　t=15mm H=900 OS

幅木：桧 OS H=100

石こうﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm EP

1/30(1/60 A-3)X2通り断面詳細図



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/30
A3:S=1/60改修後断面詳細図３

Ａ-３０

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

B C
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平
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廊下１
114条区画：防火上主要な間仕切壁

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 114条区画：強化天井

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

天井：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
木製天井ﾙｰﾊﾞｰ取付

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀ

押出成形セメント板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4

押出成形セメント板 t=18　働き=303　ｳﾚﾀﾝ塗装品

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｶﾗｰ鋼板 水切り  t=0.4

土間下：厚30　　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞ
　　　　厚0.15　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

既存アルミ製ルーバー再取付

石こうﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5mm EP

既存仕上の上EP

タモ集成材(ｱ)30 UC

新設排煙窓取付

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

溶接金網　5φ150×150

幅木：ｿﾌﾄ巾木 H=60幅木：ｿﾌﾄ巾木 H=60 床：厚7mmﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

腰壁：杉羽目板縦張り
　　　t=15mm H=900 OS

幅木：桧 OS H=100

押縁　杉 30×30 OS



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修前天井伏図

Ａ-３１

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

N
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

A

B

C

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

t9.0PB(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)貼

t9.0下地 t50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ化粧吸音板貼

t2.5ﾌﾟﾗ天板貼(80-3ﾀｲﾌﾟ)

t6.0珪ｶﾙ板貼 目ｽｶｼ VP

t9.0PB

t1.1ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼

t1.6亜鉛鋼板ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾊﾟﾈﾙ(裏面t5.0ｱﾝﾁｯｸｽ吹付)

t9.0PB下地寒冷紗の上EPﾇﾘ

ａ

ｂ

水平ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX(W160×H105)(ﾀﾃ型)

水平ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX(W160×H105)(ﾛｰﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ)

天井点検口(ｱﾙﾐ枠)□450

Ｋ

Ｊ

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS

サウナ

倉庫

健康増進ルーム

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室

風除室

事務室 相談室

研修室

押入 押入

休憩室

食品庫 WC

厨房

パントリー

物入

食堂Ａ 食堂Ｂ

脱衣室Ｂ

通用口

浴室Ｂ
休憩ホール

Ｍ便所 Ｗ便所

厚9.5GB(木目)貼

厚9.5GB-R下地、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ｉ

Ｉ

Ｆ

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｇ

Ｊ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｇ
Ｊ

Ｊ

Ｇ

Ｋ

Ｊ

ｂ ｂ
Ｇ

Ａ

ａ ａ ａ ａ

Ｊ

Ｇ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

ＡＡ

ｂ

ｂ ｂ ｂ ｂ

Ｋ

Ａ

Ａ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｄ
Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｈ Ｈ

Ｂ

Ｄ

Ｇ

Ｊ

Ｇ
Ｄ Ｄ

Ｇ

トレーニングルーム
ろ過循環ポンプ室

上部排煙トップライト
(開口850\U+00D7850)

上部排煙トップライト
(開口850\U+00D7850)

エントランスホール

多目的ホール

10,000

61,000

10,000 10,000 8,000 10,500 10,500 2,000

3,0003,000 6,2002,7002,300

6,00011,20013,800

61,000

600 9,7004,7004,7006009,700

2
1,

00
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

2
1,

00
0

改修前天井伏図 A1:S=1/100
A3:S=1/200

厚9.5GB-R+厚9.5GB-R下地、EP塗装



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

撤去天井伏図

Ａ-３２

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

N
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

A

B

C

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

t9.0PB(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)貼

t9.0下地 t50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ化粧吸音板貼

t2.5ﾌﾟﾗ天板貼(80-3ﾀｲﾌﾟ)

t6.0珪ｶﾙ板貼 目ｽｶｼ VP

t9.0PB

t1.1ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼

t1.6亜鉛鋼板ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾊﾟﾈﾙ(裏面t5.0ｱﾝﾁｯｸｽ吹付)

t9.0PB下地寒冷紗の上EPﾇﾘ

ａ

ｂ

水平ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX(W160×H105)(ﾀﾃ型)

水平ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX(W160×H105)(ﾛｰﾙﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ)

天井点検口(ｱﾙﾐ枠)□450

Ｋ

Ｊ

厚9.5GB-R+厚9.5GB-R下地、EP塗装

厚9.5GB(木目)貼

厚9.5GB-R下地、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 　：撤去範囲を示す
A1:S=1/100
A3:S=1/200撤去天井伏図

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS

サウナ

倉庫

健康増進ルーム

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室

風除室

事務室 相談室

研修室

押入 押入

休憩室

食品庫 WC

厨房

パントリー

物入

食堂Ａ 食堂Ｂ

脱衣室Ｂ

通用口

浴室Ｂ
休憩ホール

Ｍ便所 Ｗ便所

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ｉ

Ｉ

Ｆ

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｇ

Ｊ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｇ
Ｊ

Ｊ

Ｇ

Ｋ

Ｊ

ｂ ｂ
Ｇ

Ａ

ａ ａ ａ ａ

Ｊ

Ｇ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

ＡＡ

ｂ

ｂ ｂ ｂ ｂ

Ｋ

Ａ

Ａ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｄ
Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｈ Ｈ

Ｂ

Ｄ

Ｇ

Ｊ

Ｇ
Ｄ Ｄ

Ｇ

トレーニングルーム
ろ過循環ポンプ室

上部排煙トップライト
(開口850\U+00D7850)

上部排煙トップライト
(開口850\U+00D7850)

エントランスホール

多目的ホール

10,000

61,000

10,000 10,000 8,000 10,500 10,500 2,000

3,0003,000 6,2002,7002,300

6,00011,20013,800

61,000

600 9,7004,7004,7006009,700

2
1,

00
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

2
1,

00
0



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後天井伏図

Ａ-３３

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

132

21
18

21

9
00

800

200200200200200200

100 100 100 100 100 100 100 100

8
0

4
30

1
00

2
00

1
00

25
75

25

1
00

27

25
870

25

L L L

木製欄間ルーバー
杉　30×110　@100

振れ止め
杉　21×90

欄間ルーバー受材
杉　30×110

振れ止め　杉　21×90

木製天井ルーバー　杉　30×110　@200

木製欄間ルーバー　杉　30×110　@100

木製天井ルーバー　杉　30×110　@200

ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ ﾋﾞｽ止

穴加工 ﾙｰｽﾞ

木製天井ルーバー　杉　30×110　@200

Ｃ部断面図

Ｂ部断面図Ａ部断面図

A

C

B
欄間ルーバー受材　杉　30×110

吊材 Ｌ-50×50×4

受材 C-100×50×20×2.3

110

60

3010

60

5
00

1
00

4
00

10

10,000 10,000

6
0

1
,6

00
1
,6

00
6
0

1
0

1
,4

00
1
0

1
0
1
,7

00
1
,4

00
1
0

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(ﾌﾗｯﾄ)　t=12mm

石こうﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5mm

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6.0　目透かし張り　EP

ア
アア

ア

イ

イ

イ

イ

イ

ウ

ウ

ウ
ウ

ウ

エ

エ
エ

エ

エ

エ

エエエエエエエエエ

エエエエエエエエ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

杉羽目板縦張り t=12mm OS

1 2 3

B

A

B

C

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

N

改修後天井伏図（ルーバー部分） A1:S=1/100
A3:S=1/200

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

風除室

事務室 相談室

研修室

押入 押入

休憩室

食品庫 WC

厨房

パントリー

物入

食堂Ａ 食堂Ｂ

休憩ホール

上部排煙トップライト
(開口850\U+00D7850)

エントランスホール

多目的ホール

宿泊者入口

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

６人用
客室

P
S

P
S

PS

PS

P
S

P
S

ＨＷＣ

（既存仕上のまま）

受付兼
事務室

宿直室リネン室兼物置

自販機
コーナー前室

前室
CH=2.5m CH=2.5m

CH=2.5m

CH=2.5m

CH=2.5mCH=2.5m

CH=2.5mCH=2.5m

CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m

CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m

CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m CH=2.8m

CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m CH=2.5m

CH=2.5m

CH=2.5m

CH=2.5m

上部排煙トップライト
(開口850\U+00D7850)

Ｍ脱衣室

Ｗ脱衣室
CH=2.5m

CH=3.25m

CH=3.25m

CH=3.25m

CH=2.5m

CH=2.5m

吊材 ｱﾝｸﾞﾙ 受材 C型鋼

木製欄間ルーバー　30×110　@100 (客室出入口部)

木製天井ルーバー　30×110　@200

廊下１

廊下２

廊下２

廊下２

廊下３

ランドリー室

CH=2.5m
ホール

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後天井伏図

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

　：修繕範囲を示す

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

天井仕上表 NS

廊下１

1
,6

00
2
,4

00
2
,4

00

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

1
,6

00

2
1,

00
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

2
1,

00
0

1
0,

50
0

1
0,

50
0

6
,5

00
6
,5

00
1
,6

00
2
,4

00
2
,4

00
1
,6

00

61,000

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 3,600 3,400 3,000

2,200

2,500 8,000 10,500 10,500 2,000



矢板市城の湯温泉センター改修工事

改修後展開図１ A1:S=1/50 
A3:S=1/100

Ａ-３４

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100

1
5
0

2
,
0
0
0

2
,
5
0
0

3
0
0

2,500

2
,
5
0
0

3
0
0

2,500

6,500

6,500

2,500

2,500

6,500

6,500

2
,
5
0
0

5,000 6,500 5,000 6,500

2
,
5
0
0

６人用客室　［北］ ６人用客室　［東］ ６人用客室　［南］

４人用客室　［北］

２人用客室　［北］

６人用客室　［西］

４人用客室　［東］

２人用客室　［東］

４人用客室　［南］

２人用客室　［南］

４人用客室　［西］

２人用客室　［西］

1

LSD
E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E
E

D

D

1

WD

1

WD WD

2

E

G

【備】ベッド

【備】テレビ

【備】ベッド

【備】ベッド 【備】ベッド

【備】二段ベッド
【備】テレビ

【備】二段ベッド

【備】二段ベッド【備】二段ベッド

【備】テレビ

G

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

G

【備】テレビ棚

II

1

LSD

E

I

H H H

H H H

E E



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100改修後展開図２

Ａ-３５

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,
5
0
0

7
5
0

2
,
5
0
0

7
5
0

2
,
5
0
0

7
5
0

8,000

8,000

27,000

20,0007,000

8,000

8,000

4,8001,600 1,600

4,8001,600 1,600

脱衣所前廊下３　［西］ 自販機コーナー前廊下２　［西］

脱衣所前廊下３　［東］ 自販機コーナー前廊下２　［東］

南側客室前廊下２　［南］

F

SF

2

G

SF

2

F

G

SD

21

SD

SF

F F

G G

F F F F

G G G G

LSD

5

LSD

2

F

G

F

G

F

G

F

G

F

G

F

G

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

木製天井ルーバー　杉　30×110木製天井ルーバー　杉　30×110

1

木製天井ルーバー　杉　30×110木製天井ルーバー　杉　30×110

木製天井ルーバー　杉　30×110

木製天井ルーバー　杉　30×110

木製天井ルーバー　杉　30×110木製欄間ルーバー　杉　30×110

B

B

【Ｍ】化粧鏡

洗面器一体形カウンターG

F

F
B

B

【Ｍ】化粧鏡

洗面器一体形カウンターG H

H

E

E E E

E

E

E

E E

E

E E E E

E E E

E

E E E

南側客室前廊下１　［南］

廊下２　［西］廊下２　［西］

廊下２　［東］ 廊下２　［東］

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100改修後展開図３

Ａ-３６

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,
5
0
0

7
5
0

2
,
5
0
0

7
5
0

2
,
5
0
0

7
5
0

19,700

20,000

27,000

20,000 7,000

南側客室前廊下２　［北］

北側客室前廊下２　［北］

北側客室前廊下２　［南］

LSD

6

F

G

F

G

F

G

F

G

F

G

F

G

F

G

F

G

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

F

G

F

G

木製天井ルーバー　杉　30×110

木製欄間ルーバー　杉　30×110 木製天井ルーバー　杉　30×110

木製天井ルーバー　杉　30×110

E

E E E E

E

E E E E

E

E

E

南側客室前廊下１　［北］

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100改修後展開図４

Ａ-３７

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,
5
0
0

5,000 2,700 5,000 2,700

2
,
5
0
0

2,000 2,700 2,000 2,700

2
,
5
0
0

3,000 4,300 3,000 4,300

7
5
0

1
,
1
0
0

リネン室兼物置　［北］ リネン室兼物置　［東］ リネン室兼物置　［南］ リネン室兼物置　［西］

宿直室　［北］ 宿直室　［東］ 宿直室　［南］ 宿直室　［西］

受付兼事務室　［北］ 受付兼事務室　［東］ 受付兼事務室　［南］ 受付兼事務室　［西］

AW

LSD

3

C

C

C

H H

C
C

C

H

C

H

CC

H H

LSD

4

LSD

2

LSD

4

C C

H

C

H

C

C

H

C

H

C

H

C

H

LSD

5

3

H H

【備】ベッド【備】ベッド

【備】ベッド

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100改修後展開図５

Ａ-３８

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1,300 2,200 1,300 2,200

2,200 2,200 4,8004,800

2,500 3,000 2,500 3,000

Ｍ前室　［北］ Ｍ前室　［東］ Ｍ前室　［南］ Ｍ前室　［西］

Ｍ脱衣室　［北］ Ｍ脱衣室　［東］ Ｍ脱衣室　［南］ Ｍ脱衣室　［西］

Ｍシャワー室　［北］ Ｍシャワー室　［東］ Ｍシャワー室　［南］ Ｍシャワー室　［西］

B

H

B

H

B

H

H

B

H

B

H

B

H

LSD

4

LSD

4

B

【Ｍ】シャワーユニット 【Ｍ】シャワーユニット

B

【Ｍ】シャワーユニット

B

J J J

B

SF

2

【備】脱衣棚

【備】脱衣棚

H

B

【Ｍ】化粧鏡

【Ｍ】洗面器一体形カウンター
B

H H

LSD

B

H

【Ｍ】化粧鏡

【Ｍ】洗面器一体形カウンター

B

B

6A

B B

JJ

LSD

6A

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100改修後展開図６

Ａ-３９

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2,200 2,2001,300 1,300

2,2002,200 4,800 4,800

2,500 2,5003,000 3,000

LSD

4

B

H

B

H

B

H

Ｗ前室　［北］ Ｗ前室　［東］ Ｗ前室　［南］ Ｗ前室　［西］

H

B

H

B

H H

LSD

B

H

B

H

LSD

4

Ｗ脱衣室　［北］ Ｗ脱衣室　［東］ Ｗ脱衣室　［南］ Ｗ脱衣室　［西］

【Ｍ】シャワーユニット

B

J

B

【Ｍ】シャワーユニット

J

【Ｍ】シャワーユニット

B

J

B B

JJ

Ｗシャワー室　［東］Ｗシャワー室　［北］ Ｗシャワー室　［南］ Ｗシャワー室　［西］

B 【備】脱衣棚
【備】脱衣棚

SF

2

B

H

B

H

【Ｍ】化粧鏡

【Ｍ】洗面器一体形カウンター

【Ｍ】化粧鏡

【Ｍ】洗面器一体形カウンター

B

B

LSD

6A

6A

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100改修後展開図７

Ａ-４０

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2
,
5
0
0

4,000 4,800 4,000 4,800

2
,
5
0
0

4,000 4,800 4,000 4,800

自販機コーナー　［北］ 自販機コーナー　［東］ 自販機コーナー　［南］ 自販機コーナー　［西］

ランドリー室　［北］ ランドリー室　［東］ ランドリー室　［南］ ランドリー室　［西］

H

B

H

B

H

B

H

B

H

B

H

B

H

B

B

J J

B B

J

B

J

LSD

6

AW

2

B

J

B

JJ

B

SF

1

B

J

B

J

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100風除室・ホール・廊下１展開図１

Ａ-４１

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改 修 後

改 修 前

2
,
5
0
0

1
5
0

10,300 3,000 3,900 2,700

9,600

1
0

5
,
9
0
0

2
,
7
0
0

1
5
0

3,000

10,300 2,7007,500

600

廊下１　［北］ 廊下１　［東］ホール　［東］風除室　［東］

廊下　［北］ 下足室　［東］ 廊下　［東］

下足室　［北］

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

下足室

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

廊下

改修後軽量鉄骨下地組範囲を示す

改修後軽量鉄骨下地組範囲を示す

AD

1

LSD

7

F

G G

F

既存下足入れ　撤去

既存下足入れ　撤去

既存開口　ふさぎ

既存天井　ふさぎ

既存壁　撤去

既存天井　ふさぎ

既存下足入れ　撤去

既存縦すべり窓　撤去

既存縦すべり窓　撤去

既存下足入れ　撤去

既存壁　撤去

コンクリート　増し打ち

排煙トップライト　既存残し

排煙トップライト

壁撤去範囲を示す

壁撤去範囲を示す

仕上、下地撤去範囲を示す

仕上、下地撤去範囲を示す

既存壁仕上
　　　下地　撤去

既存壁仕上
　　　下地　撤去

K K

A A

EE

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

塩ﾋﾞ廻縁

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

EP塗 (寒冷紗貼下地)

EP塗 (寒冷紗貼下地)

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

EP塗

ｻﾝﾌｯﾄ貼

塩ﾋﾞ廻縁

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100風除室・ホール・廊下１展開図２

Ａ-４２

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改 修 後

改 修 前

2
,
5
0
0

1
5
0

10,000

9
0
0

1
,
1
0
0

2
,
0
0
0

3,0003,9002,700

9,600

1
0

5
,
9
0
0

2
,
7
0
0

10,000 2,700 7,500

3,000

廊下１　［南］ ホール　［東］ 風除室　［東］廊下１　［東］

下足室　［東］廊下　［東］

下足室　［南］

廊下　［南］

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

下足室

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

廊下

G

F

AW

3

既存下足入れ　撤去

既存縦すべり窓　撤去

既存天井　ふさぎ既存天井　ふさぎ

既存壁　撤去

排煙トップライト　既存残し

排煙トップライト

改修後軽量鉄骨下地組範囲を示す

壁撤去範囲を示す

仕上、下地撤去範囲を示す

改修後軽量鉄骨下地組範囲を示す

壁撤去範囲を示す

仕上、下地撤去範囲を示す

既存下足入れ　撤去

既存壁仕上
　　　下地　撤去

既存壁仕上
　　　下地　撤去

K K

A A

E

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

塩ﾋﾞ廻縁

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

EP塗 (寒冷紗貼下地)

EP塗 (寒冷紗貼下地)

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

t7.0 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

EP塗

ｻﾝﾌｯﾄ貼

塩ﾋﾞ廻縁

A

B

C

E

F

H

I

J

G

D

壁　：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ(ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ珪藻土ｺﾃ押え)

壁　：化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6.0mm　目透かし（ｼｰﾙ処理）接着張り

壁　：不燃ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

壁　：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

【Ｍ】機械設備工事

【備】備品

巾木：御影石 H=100K

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H=60

巾木：杉　畳寄せ

巾木：ｼｰﾄ材立上巾木 H=60壁　：杉羽目板縦張り t=12mm 　OS

腰壁：杉羽目板縦張り t=15mm H=900　OS

巾木：桧 OS　H=100



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100研修室展開図

Ａ-４３

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改 修 後

改 修 前

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

9,000

9,000

7,500

7,500

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

9,000

9,000

7,500

7,500

研修室　［北］ 研修室　［東］

研修室　［南］ 研修室　［西］

研修室　［北］ 研修室　［東］

研修室　［南］ 研修室　［西］

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

新設厚7.0ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

新設ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

新設ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

仕上撤去範囲を示す

仕上撤去

既存残し

仕上撤去

仕上撤去

既存残し

既存残し

厚7.0ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

ﾄﾞｩｰｼｯｸ廻り縁 9×37

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100トイレ展開図１

Ａ-４４

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改 修 後

改 修 前

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

7,300

2,500

2,500

7,300

1,950 2,500 1,950

1,950 2,500 1,950

1,200 7,300 1,200

1,200 7,300 1,200

身障者WC　［北］

前室　［北］

身障者WC　［北］

前室　［北］

身障者WC　［東］ 身障者WC　［南］ 身障者WC　［西］

身障者WC　［東］ 身障者WC　［南］ 身障者WC　［西］

前室　［東］ 前室　［南］ 前室　［西］

前室　［東］ 前室　［南］ 前室　［西］

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

身障者WC仕上表

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

前室仕上表

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

身障者WC仕上表

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

前室仕上表

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

南面既存仕上のまま

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

※トイレ仕上はすべて既存残しとする

※トイレ仕上はすべて既存残しとする

t3.0 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼（目地入）

t4.0 ﾃﾗﾘｽﾀ巾木 H=75

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

栂 OP塗 18×35

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

t3.0 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼（目地入）

南面ｻﾝﾌｯﾄ貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

ﾄﾞｩｰｼｯｸ廻り縁 9×37



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100トイレ展開図２

Ａ-４５

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改 修 後

改 修 前

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2,400

2,400

2,400

2,400

2,300

2,300

2,300

2,300

2,400

2,400

2,400

2,400

2,300

2,300

2,300

2,300

M手洗い　［北］

W手洗い　［北］

M手洗い　［北］

W手洗い　［北］

M手洗い　［東］

W手洗い　［東］

M手洗い　［東］

W手洗い　［東］

M手洗い　［南］

W手洗い　［南］

M手洗い　［南］

W手洗い　［南］

M手洗い　［西］

W手洗い　［西］

M手洗い　［西］

W手洗い　［西］

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

※トイレ仕上はすべて既存残しとする

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

t3.0 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼（目地入）

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

ｼｵｼﾞ t18 ｳﾚﾀﾝ塗 H=60

ﾄﾞｩｰｼｯｸ廻り縁 9×37



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100トイレ展開図３

Ａ-４６

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

改 修 後

改 修 前

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

3,900

3,400

3,900

3,400

4,000

4,000

4,000

4,000

3,900

3,400

3,900

3,400

4,000

4,000

4,000

4,000

WWC　［北］

MWC　［北］

MWC　［北］

WWC　［北］

WWC　［東］

MWC　［東］

MWC　［東］

WWC　［東］

WWC　［南］

MWC　［南］

MWC　［南］

WWC　［南］

WWC　［西］

MWC　［西］

MWC　［西］

WWC　［西］

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

※トイレ仕上はすべて既存残しとする

床

幅木

壁

腰壁

廻り縁

天井

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

既存仕上のまま

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0mm　目透かし(ｼｰﾙ処理)接着張り

t3.0 ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ貼（目地入）

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

t9.0 PB+t9.0 RB(ｶﾗｰ)貼

t4.0 ﾃﾗﾘｽﾀ巾木 H=75

栂 OP塗 18×35



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100建具キープラン図

Ａ-４７

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

渡り廊下

至 １号館

ＤＮ

エントランス

ホール

風除室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

食堂Ａ 食堂Ｂ

休憩コーナー

事務室

相談室 研修室

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸ

物入

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ 多目的ホール

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

LSD

1 1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

LSD

1

SD

SD

2

AW

AD

AD

AW

LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

SF

2

SF

2

LSD LSD

SF

1

LSD LSD

LSD

1

1

2 3

45

6

4

4

7

1

WD

1

WD WD

2

2

3

AW

4

AW

4

AW

4

AW

4

AW

5

6A

6A

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

受付兼
事務室

（既存仕上のまま）

６人用
客室

前室

前室
P
S

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

P
S

PS

PS

P
S

P
S

ホール

下
足
入

廊下１

※壁：化粧ｹｲｶﾙ板張り

ランドリー室

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

４人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

※壁：ビニルクロス貼替え
※床：厚7.0ループパイルカーペットタイル貼替え

※床：厚55畳敷き替え

風除室

Ｍ脱衣室

Ｗ脱衣室

廊下３

宿直室

廊下２
自販機
コーナー

廊下２

廊下２

リネン室

廊下１



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100建具表１

Ａ-４８

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

記　号 箇　所

姿　　図

姿　　図

姿　　図

備　　考

記　号 箇　所

記　号 箇　所

800

2
,0

00 2
,4

75

3
75

1
00

1,020
30

1,050

1,970

920

2
,0

00
1
96

2
,1

96

1,020
30

1,050

1,970

920

2
,0

00
1
96

2
,1

96

1,020
30

1,050

1,970

920

2
,0

00
1
96

2
,1

96

1,020
30

1,050

1,970

920

2
,0

00
1
96

2
,1

96

800

2
,0

00

備　　考

備　　考

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

室　　名

室　　名

室　　名

LSD-1

見込：112　　　亜鉛めっき鋼板

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

強化型板4mm

小松ウオール　同等品

▽FL

小松ウオール　同等品

見込：297　　　鋼製軽量片引き吊戸

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

傾斜レール・油圧制御装置・ハンドル・付属金物一式

▽FL

小松ウオール　同等品

見込：297　　　鋼製軽量片引き吊戸

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

傾斜レール・油圧制御装置・ハンドル・付属金物一式

小松ウオール　同等品

見込：297　　　鋼製軽量片引き吊戸

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

傾斜レール・油圧制御装置・ハンドル・付属金物一式

小松ウオール　同等品

見込：297　　　鋼製軽量片引き吊戸

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

傾斜レール・油圧制御装置・ハンドル・付属金物一式

強化型板4mm

見込：112　　　亜鉛めっき鋼板

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

客室、受付室兼事務室

小松ウオール　同等品

LSD-2 LSD-3 LSD-4

LSD-5 LSD-6

受付室兼事務室

強化型板4mm

1ヶ所

1ヶ所

リネン室

3ヶ所

脱衣室、宿直室

1ヶ所19ヶ所

２人用客室、４人用客室、６人用客室

36 36
2,400

2,4721,060 1,060

4,592

2
,4

50
1
96

2
,6

46

2
,0

00
1
60

1,020 940

1,960

25

丁番・ドアクローザー・レバーハンドル・床付け戸当り・その他付属金物一式 丁番・ドアクローザー・レバーハンドル・床付け戸当り・その他付属金物一式

シリンダー錠

シリンダー錠

シリンダー錠（オートロック式） シリンダー錠

▽FL

▽FL

1ヶ所

見込：228　　　亜鉛めっき鋼板

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

シリンダー錠

傾斜レール・油圧制御装置・堀込引手・付属金物一式

廊下１

小松ウオール　同等品

LSD-7LSD-6A1ヶ所 2ヶ所

見込：297　　　鋼製軽量片引き吊戸

枠：指定色焼付塗装仕上、扉：指定色焼付塗装仕上

強化型板4mm

油圧制御装置・LGSカームセット

シャワー室ランドリー室



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100建具表２

Ａ-４９

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

2,760

2
,0

00
1
70

2
,6

70

5
00

969

9
69

9
,2

00

1
0,

16
9

1
,5

00

1,654

3
,2

20

4
00

2
,8

20

1
,5

00

1,700

2
,4

00

1
,5

00
9
00

1,240580 580

9
00

1
,1

00

2
,0

00

1,700
2
,4

00

1
,5

00
9
00

記　号 箇　所

姿　　図

姿　　図

姿　　図

備　　考

記　号 箇　所

記　号 箇　所

備　　考

備　　考

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

室　　名

室　　名

室　　名

AD-1

カラー

単板ガラス　FIX部：FL5　　障子：TP6

本締錠

エンジン装置

付属金物一式

見込：100　　　アルミ押出形材

風除室、ホール

2ヶ所

ＹＫＫＡＰ　同等

▽FL

▽FL

▽FL

カラー

丁番

結露排水弁・アングル・膳板・障子コーナー保護キャップ

オペレーター仕様

見込：123　　　アルミ押出形材

1ヶ所AW-5

AW-4

見込：70　　　アルミ押出形材

カラー

丁番

結露排水弁・アングル・膳板・障子コーナー保護キャップ

天井ルーバー上部排煙用スペース

4ヶ所

オペレーター仕様ＹＫＫＡＰ　同等

見込：70　　　アルミ押出形材

カラー

クレセント（抗菌仕様）

戸車

受付室兼事務室

1ヶ所

ＹＫＫＡＰ　同等

見込：70　　　アルミ押出形材

カラー

クレセント（抗菌仕様）

戸車

アングル、外部水切り、可動網戸(PP）、網戸落下防止ワイヤー

TP5

ＹＫＫＡＰ　同等

AW-1

見込：70　　　アルミ押出形材

カラー

クレセント（抗菌仕様）

戸車

アングル、外部水切り、可動網戸(PP）、網戸落下防止ワイヤー

20ヶ所 AW-2 AW-3

２人用客室、４人用客室、６人用客室 ランドリー室

1ヶ所

複層ガラス　型４+Ａ６+ＦＬ３ 複層ガラス　型４+Ａ６+ＦＬ３複層ガラス　ＦＬ３+Ａ６+ＦＬ３

複層ガラス　ＦＬ３+Ａ６+ＦＬ３



矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/50 
A3:S=1/100建具表３

Ａ-５０

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

1,200

400 800

2
,0

00

1,200

400800

2
,0

00

1,800

2
,0

00

1,000

2
,0

00

1,800

2
,0

00

700

2
,0

00

記　号 箇　所

姿　　図

姿　　図

姿　　図

備　　考

記　号 箇　所

記　号 箇　所

備　　考

備　　考

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

材　　質

仕　　上

ガ ラ ス

支持金物

その他金物

錠
金　

物

室　　名

室　　名

室　　名

▽FL

▽FL

▽FL

SD-1

スチール製

防錆処理　枠・扉：SOP塗装

レバーハンド錠

丁番

ドアクローザー、ステンレス沓摺、フランス落とし、付属金物一式

廊下２

1ヶ所 SD-2

スチール製

防錆処理　枠・扉：SOP塗装

レバーハンド錠

丁番

ドアクローザー、ステンレス沓摺、フランス落とし、付属金物一式

廊下２

1ヶ所

強化型板4mm 強化型板4mm

1ヶ所SF-1

見込：124　　　亜鉛めっき鋼板

枠：指定色焼付塗装仕上

自販機コーナー

小松ウオール　同等品

SF-2

見込：124　　　亜鉛めっき鋼板

枠：指定色焼付塗装仕上

前室

小松ウオール　同等品

2ヶ所

WD-1

木製

枠：UC塗装

付属金物一式

６人用客室

2ヶ所 WD-2

木製

枠：UC塗装

丁番

付属金物一式

６人用客室

1ヶ所



上り框　御影石100×20 本磨き

構造用合板　t=12 90×90/2-＠450

ポリスチレンフォーム床下地材 t=(40)
厚55mm　畳敷

▽FL▽FL▽FL

▽FL ▽FL

Ｓ＝1/5

Ｓ＝1/5床　詳細図

床見切り　詳細図 Ｓ＝1/3

Ｓ＝1/5床　詳細図

Ｓ＝1/3室名サイン　平付け型

30 (100)

(20)
30

(20)

(
2
0
0
)

(200)

取付部木ねじ止め

アクリル板t=3.0

アクリル板t=5.0
アクリル板t=3.0

3

6
5

3
0

(
1
0
0
)

(
1
5
)

3
0

(
1
5
)1
0

65

鋼板製足付き既製品@500

目地棒　SUS製 FB-(6×15)

アクリルt=5 ＋ シート切り文字貼り

アクリルt=3 接着加工

250

2015520 15 5

6
0

Ａ-５１

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/5 
A3:S=1/10部分詳細図１

複合フローリング張り

モルタル
緩衝材

長尺塩ビシート張り

ビニル床シートFS マーブル 厚2㎜ 多湿部 熱溶接工法300角石調磁器質タイル張り

モルタル

磁器質タイル張り

モルタル

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

カーペットタイル貼 畳敷

モルタル

300角石調磁器質タイル張り

モルタル緩衝材 モルタル

上り框（段差10）

厚7mmループパイルカーペットタイル貼

厚12mm　複合フローリング直張り

4
0

4
0

7

4
0

7

100

3
0

1
0

3
0

10

3
0

1
50

4
3
1
2
4
0

5
5

1
2



6
0

6
0

巾木：御影石100×20　本磨き

壁：ｱｸﾘﾙ系樹脂化粧塗り壁材仕上げ

巾木：桧　H=105 t=24 OS

杉羽目板張り t=15 OS（縦張）

押縁　杉 30×30 OS
杉羽目板張りァ15 OS（縦張）

杉 85×24 OS

押縁　杉 30×30 OS

杉羽目板張り t=15 OS（縦張）

巾木：桧　H=105 t=24 OS

押縁　杉 30×30 OS
杉羽目板張りァ15 OS（縦張）

▽FL

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

Ｓ＝1/5

Ｓ＝1/5壁　詳細図

Ｓ＝1/5壁　詳細図

床・巾木　取り合い詳細図

Ａ-５２

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/5 
A3:S=1/10部分詳細図２

化粧ケイカル板目地

シール処理
シール処理

腰：杉羽目板張り(縦張)

ソフト巾木

ビニル床シート 厚2㎜

塩ビ巾木

アルミ見切縁

ビニル床シート 厚2㎜

床シート材立上巾木 桧　巾木 御影石　巾木

12.5
9.5

12.5
9.5

60

10

6
0

6
1
2.

5
1
0

1
00

21

8
0

7
20

9
00

27

15

15

2
7

10
27

1
5 9
.5

1
2.

5
6

1
00

2
7

10
27

1
5 9
.5

1
2.

5
6

1
0

1
00

21

1
00

20

25W

アクリル系樹脂化粧塗り壁材仕上げ

杉羽目板張(縦張)

杉羽目板張　ドアー枠部部

杉羽目板張　ｽﾁｰﾙ枠部
1
2.

5
9
.5

1
5

6

仕口合じゃくり目すかし

下地調整の上アクリル系樹脂化粧塗り壁材仕上げ
(ジョリパット　珪藻土コテ押え)

石こうボード 12.5+9.5(継ぎ目処理)下地

入隅部出隅部



150以内 150以内

150以内 150以内

軽鉄天井下地

塩ビ廻り縁

軽鉄天井下地

塩ビ廻り縁

△天井仕上面 △天井仕上面

△天井仕上面

Ｓ＝1/5

Ｓ＝1/5軽量鉄骨壁下地　T・L形取合い詳細図天井開口部下地補強　詳細図

天井　詳細図

A-A断面　1/10

B-B断面　1/10

野縁を切断する場合

吊りボルト位置＠900程度

野縁受
補強野縁受

野縁受

野縁

増し吊り

補強野縁

野縁受
補強野縁受

野縁

補強野縁

増し吊り

伏　図　1/20

A

B

A

B

(3)

W
(
3
)

(3)

吊りボルト

野縁受

L
補強野縁受

野縁

増し吊り

W

増し吊り
吊りボルト

野縁受

野縁 補強野縁

(
3
)

天井点検口

A-A断面　1/10

伏　図　1/20

吊りボルト位置＠900程度

野縁補強野縁

野縁受

野縁

野縁受

取付け用補強材

補強野縁受

補強野縁

W

L (35)

(
2
8
)

(35)

B

B

A A

(
2
8
)

補強野縁受
取付け用補強材

野縁受

吊りボルト

L

(35)(35)

吊りボルト

野縁受

取付け用補強材

補強野縁

W

(28)(28)

L

Ａ-５３

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/5 
A3:S=1/10部分詳細図３

廻り縁（塩ビ）(１) 廻り縁（塩ビ）(２) 折上天井･折下出隅 突付け工法

(10)

見切縁（S）（W）

継目処理の場合目透しの場合

（テープ又は塗装）

(
8
)

（ 65×45×0.8)

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

(
9
0
)

(90)

（65×45×0.8)

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物の上

(
2
0
)

(
9
0
)

(20)

(90)

(
8
)

（テープ又は塗装）

（65×45×0.8)

継目処理の場合

ジョイントコンパウンド塗り

(
9
0
)

(90)

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

コーナー保護金物の上

目透しの場合



客室木製ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ・天井・窓廻り詳細図 Ｓ＝1/10

Ｓ＝1/10客室窓下カウンター詳細図

114条区画：強化天井

C-100×50×20×2.3

タモ集成材(ｱ)30　UC皿ビス止め　（各面３ヶ所）
支持金物　FB-6×50×600　曲げ加工

114条区画：強化天井

塩ビ廻り縁

パテ処理

←　壁仕上面

C-100×50×20×2.3

皿ビス止め　（各面３ヶ所）
支持金物　FB-6×50×600　曲げ加工

タモ集成材(ｱ)30　UC

国交省告示694号：強化石こうボード15mm+21㎜(計36㎜) 国交省告示694号：強化石こうボード15mm+21㎜(計36㎜)

集成材 110×24 OS

押縁　杉 30×30 OS

集成材 160×15 OS

集成材 130×15 OS

集成材 180×27 OS

集成材 130×15 OS

集成材 110×24 OS

集成材 180×27 OS

▽FL▽FL

▽FL

1
00

3
00

1
2050

180

2
4

100 65
15 12.5

2,450

4
20

650 600 600 650

24

1
75

1
80 21

120
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1
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2
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00
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1
00

3
00
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2
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00

100 65
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3
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4
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7
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1
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2
1

1
5
2
1

Ａ-５４

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/10
A3:S=1/20部分詳細図４



受付カウンター詳細図 Ｓ＝1/10

目隠しフェンス詳細図 室外機基礎施工要領図 Ｓ＝1/10Ｓ＝1/10Ｓ＝1/10Ｓ＝1/20シンプレオフェンス SY1F型　同等

D10-＠200D10-＠200

捨コンクリート
切込み砕石 0～40

22，000

1
50

150

1
00

3
00

5
0

2
0

1
,2

00

8
0

1
,1

20

1
,2

00

P
=1

08
.
2

45～30045～300

本体W=2000本体W＝2000

(5)36 32

柱芯々=2000以下

中骨（40×21.5）

45～300

アルミニウム合金　押出形材

陽極酸化塗装複合被膜処理材

支持金物　FB-6×50×600　曲げ加工

C-100×50×20×2.3

AW-3

5mm強化ガラス

タモ集成材(ｱ)30　UC

皿ビス止め　（２ヶ所）

C-100×50×20×2.3

AW-3

支持金物　FB-6×50×600　曲げ加工
皿ビス止め　（３ヶ所）

タモ集成材(ｱ)30　UC

3
,2

0 0
ｒ

D10-＠200

捨コンクリート

切込み砕石 0～40

コンクリート打金ゴテ押え

杉 105×30 OS

▽FL

▽FL

▽GL

2
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1
50

2
00

1
00
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4
00

8
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3
0

200

325 40 235
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00
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承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/5 
A3:S=1/10部分詳細図５



Ｓ＝1/5外壁　（一般部）

Ｓ＝1/5軽量鉄骨壁下地詳細図

天井面

立　面　1/50

頭部　ランナーが野縁と直角の場合

野縁受

タッピングねじ
＠900程度

野縁

ランナー

スペーサー＠600程度

天井面

立　面　1/50

開口部上枠と天井面が接している場合
軸　組　1/50

天井高が異なる場合天井高が同じ場合
隣り合う室の隣り合う室の

ランナー（67×40×0.8）

天井面

断　面　1/5

頭部　ランナーが野縁と平行の場合

タッピングねじ又は溶接
＠900程度

野縁受

ダブル野縁

ランナー

スペーサー＠600程度

シングル野縁

脚　部

打込みピン＠900程度

ランナー

スタッド
（65×45×0.8)-＠300程度

開口部上枠と天井面が離れている場合

軸　組　1/50

天井高が異なる場合天井高が同じ場合
隣り合う室の隣り合う室の

取付け用金物

ランナー

天井面

取付け用金物ランナー

振れ止め

開口部補強材

振れ止め（25×10×1.2）
床面ランナー下端から＠1,200程度

開口部補強材

( -60×30×10×2.3)

( -60×30×10×2.3)

スタッド

開口部補強材

スタッド

-＠300程度

開口部補強材

(65×45×0.8)

( -60×30×10×2.3)

( -60×30×10×2.3)

Ａ-５６

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/5 
A3:S=1/10部分詳細図６

止金具

押出成形セメント板 t=18

シーリング

シーリング

硬質パッキング

透湿防水シート

押出成形セメント板 t=18

止金具

透湿防水シート

シーリング
硬質パッキング

押出成形セメント板 t=18

透湿防水シート

止金具

シーリング

出隅共材使用

押出成形セメント板 t=18

硬質パッキング

押出成形セメント板 t=18

透湿防水シート

一般部詳細図 出隅部詳細図 基礎部詳細図 開口部詳細図
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/200
A3:S=1/400仮設計画図（参考）

1/200仮設計画図

Ａ-５７

承 認 検 図 担 当

図面番号工事名称

設計年月日

設計者

図面名称／縮尺

30,000

1
3,

00
0

30,000

1,200

1
4,

00
0

7
,9

50

37,000

3
,7

00

：交通誘導員

：パネルゲート

：仮囲い　成形鋼板H=2000

：仮設間仕切り

：くさび緊結式足場（手すり先行・養生ネット付）

交

交

N

ボイラー室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

貯湯槽

受水槽

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

１号館

渡り廊下

改修範囲
２号館

浄化槽上屋



A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

基礎伏図

Ｓ-０１
図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

エントランス

風除室

事務室

相談室 研修室

物入 床の間
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多目的
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渡り廊下

至 １号館

休憩コーナー

ＤＮ

既存土間スラブの上埋戻し砂利転圧

新規補強鉄骨柱基礎　300×300×190～600程度

鉄骨柱：2C-100×50×20×2.3
BasePL：12×300×300
A Bolt：4-M12

新設土間コンクリート打設　ｔ＝150
　　　　　　　 　溶接金網　5φ150

改修範囲：「旅館」（用途変更申請） 改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
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A1:S=1/100
A3:S=1/200

矢板市城の湯温泉センター改修工事

梁伏図

Ｓ-０２
図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

渡り廊下

至 １号館

ＤＮ

エントランス

ホール

風除室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機
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多目的
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事務室

相談室 研修室
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新規つなぎ梁：2C-100×50×20×2.3

GPL-6 中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

GPL-6 中ﾎﾞﾙﾄ2-M12

新規補強鉄骨柱：2C-100×50×20×2.3

LGS吊り受け材：C-100×50×20×2.3

木製天井ルーバー受け吊材：Ｌ-50×50×4
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

軸組図１ A1:S=1/100
A3:S=1/200

Ｓ-０３
図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称
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矢板市城の湯温泉センター改修工事

A1:S=1/100
A3:S=1/200軸組図２

Ｓ-０４
図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

4
,2

00

4
,2

00

4
00

8
,4

00
1
,9

15

4
,2

00
2
,2

00
3
,9

15

C1 C1 C1 C1

G2 G2 G2

30,000

10,00010,00010,000

30,000

10,000 10,000 10,000

30,000

10,00010,00010,000

1
50
9
00

1
,5

00

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

3
00

30,000

10,000 10,000 10,000

5,000 5,000 5,000 5,000

Y1通り軸組図 1/100(1/200 A-3)

1/100(1/200 A-3)Y5通り軸組図

1/100(1/200 A-3)

C-100×50×20×3.2
Aﾎﾞﾙﾄ1-M12(L=300)W,N締め@3000

1/100(1/200 A-3)Y3通り軸組図

Y2通り軸組図

1 2 3 4

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

1 2 3 4

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

1 2 3 4

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

1 2 3 4

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7



矢板市城の湯温泉センター改修工事(電気設備)

特記仕様書

Ⅰ 工事概要

１．工事場所 矢板市

２．建物概要

建築物名称 構造概要 延べ面積(㎡) 防火対象物区分

二号館 S 造 1 階建（地下 階塔屋 階） 5 項イ

３．工事種目（●印付けたものを適用し各一式とする。）

工事種目
建物名称

二号館

電 灯 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

動 力 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

電 熱 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

雷 保 護 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

受 変 電 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

電 力 貯 蔵 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 電 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

構 内 情 報 通 信 網 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

構 内 交 換 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

情 報 表 示 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

映 像 ・ 音 響 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

拡 声 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

誘 導 支 援 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

監 視 カ メ ラ 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

駐 車 場 管 制 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

火 災 報 知 設 備 ● ○ ○ ○ ○ ○

中 央 監 視 制 御 設 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 生 材 処 理 ○ ○ ○ ○ ○ ○

構 内 配 電 線 路 ● ○ ○ ○ ○ ○

構 内 通 信 線 路 ○ ○ ○ ○ ○ ○

テ レ ビ 電 波 障 害 防 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⅱ 電気設備工事仕様

１．共通仕様

設計書、図面、特記仕様書及び現場説明書（質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国

土交通大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成 31 年版）」（以下、

保険契約の締結後、その証券又はこれに代わるものを発注者に提示し、確認を受けること。

○5 実施工程表 (1.2.1)

概成工期の明記に努めること。

○6 調査試験に対する協力

（１）受注者は、発注者が自らまたは発注者が指定する第三者が行う調査及び試験に対して、監督職

員の指示によりこれに協力しなければならない。

（２）受注者は、当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合には、次

の各号に掲げる協力をしなければならない。

ア 調査票等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な協力をしなければならない。

イ 調査票等を提出した事業所を発注者が、事後に訪問して行う調査・指導の対象となった場合に

は、その実施に協力しなければならない。

ウ 正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い就業規則を作成するとともに賃金台

帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなければ

ならない。

エ 対象工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請負工事の受注者（当該下請工

事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）が前号と同様の義務を負う旨を定めなければなら

ない。

○7 施工従事者

契約電力 500kW 以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

・8 施工条件明示 (1.3.3)

○9 埋設物の調査等

給排水管、ガス管、ケーブル等の埋設が予想される場合は、調査を行うこと。なお、給排水管等を

掘り当てた場合は、損傷しないように注意し、必要に応じて、応急処置を行い、監督職員及び関係者

と協議すること。また、工事に支障となる障害物を発見した場合は、監督職員と協議すること。ただ

し、容易に取り除ける障害物はこの限りではない。

○10 事故報告

受注者は、工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に報告するとともに、監督職

員が指示する様式（工事事故報告書）で指示する期日までに提出しなければならない。

[工事事故等が発生した場合の早期報告の徹底について ]

万が一事故等が発生した場合、被災者の救護・現場の安全確保を最優先のうえ、警察・消防・労働

基準監督署等関係機関への通報と合わせ、直ちに発注機関へ通報すること。

工事事故等が発生した場合、事故の大小を問わず、直ちに監督職員へ通報すること。

なお、事故発生の速報においては、休日、時間外を問わ ず行うこととし、資料の有無は問わない。

また、本指示内容については、下請けを含む作業員や資機材運搬業者、交通誘導員等の工事関係者

全てに行き届くよう周知徹底すること。

○11 交通安全管理 (1.3.6)

受注者は、栃木県公安委員会が定める路線（平成 21 年９月 30 日栃木県公安委員会告示第 54 号)の

交通誘導を行う場合は、その現場ごとに交通誘導警備業務に係る一級検定合格警備員または二級検定

合格警備員を１人以上配置しなければならない。

○12 環境対策

（１）騒音・振動対策

○14 建設リサイクル法

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という。 )に定める

対象建設工事に該当する場合は、建設リサイクル法に基づき特定建設資材の分別解体及び再資源化

の実施について、適正な措置を講ずるとともに、分別解体・再資源化等が完了したときは、建設リ

サイクル法第 18 条に基づき、監督職員に報告する。

○15 大気汚染防止法

大気汚染防止法に定める解体等工事に該当する場合は、大気汚染防止法に基づき、特定建築材料

の有無に関する調査及び報告について適正に実施すること。特定建築材料が含まれる場合は、大気

環境中へのアスベスト飛散防止対策について、適正な措置を講じること。

○16 再使用機器

再使用機器取り外し後再使用する機器は、清掃後絶縁測定のうえ取り付ける。

○17 機材の品質等 (1.4.2)

本工事に使用する機材等のうち、特定のものが特記された 材料は、設計図書に規定するもの、また

は同等品を使用するのものとし、同等品を使用する場合は、同等品等使用願を監督職員に提出し て承

諾を受ける。

なお、同等品の中で、一般社団法人公共建築協会編集『建築材料・設備機材等品質性能評価事業設

備機材等評価名簿』に記載されている製造所の材料を選定した場合は、設計図書に規定するものと同

等と取り扱い、主要資材使用通知書により監督職員に通知する。

○18 機材の検査 (1.4.4)

現場に搬入する機材について、監督職員の検査を受ける機器の種別をあらかじめ協議すること。

○19 下請負人の選定及び工事材料の選定

○受注者は、下請負契約を締結する場合、当該契約の相手方を県内に本店を有する者の中から選定す

るよう努めること。

○受注者は、県内で産出、生産または製造される資材等の規格品質等が本設計の仕様に適合すると認

められる場合は、優先して使用するよう努めること。

・20 見本施工 (1.5.3)

○次に示す事項について、見本施工を実施すること。

○21 施工の検査に伴う試験 (1.5.4)

各種試験、試運転、調整等を実施する際には、最大需要電力（電力デマンド）を抑制するよう計画し、

監督職員と協議すること。

・22 化学物質の濃度測定 (1.5.7)

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、

パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

測定方法 ○パッシブ型 ○アクティブ型

着工前の測定 ○行わない ○行う

測定対象室 ○図示 ○

測定箇所数 ○図示 ○

（住宅工事の場合は１住戸当たり２室以上）

報告の様式等については監督職員の指示による

○23 化学物質を発散する建築材料等 (1.5.79)

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

に、次の（１）から（５）を満たすものとする。

○改修工事の場合は、改修標仕第１編 2.2.2 によるほか下記による。

○内部仮設足場等（  種）

○外部仮設足場等（  種）

○30 工事用の電力、水、その他

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて請負者の負担とする。

電気主任技術者の費用（申請・試験・点検・検査・立会）及び引き渡しまでの維持費は本工事に含

む。

・31 電気基本料金

本受電から工事完成引渡日（検針日）までの電気料金のうち基本料金は本工事に含む。

○32 耐震施工

設備機器の固定は次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（ 2014 年版独立行

政法人建築研究所監修）による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受

けるものとする。

（１）設計用水平地震力

機器の重量[kN]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標

準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

設置場所ほか
○特定の施設 ●一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階

屋上及び塔屋

機器 2.0 1.5 1.5 1.0

防震支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5

水槽類（※１） 2.0 1.5 1.5 1.0

中間階

機器 1.5 1.0 1.0 0.6

防震支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0

水槽類（※１） 1.5 1.0 1.0 0.6

地階・１階

機器 1.0 0.6 0.6 0.4

防震支持の機器 1.0 1.0 1.0 0.6

水槽類（※１） 1.5 1.0 1.0 0.6

※１ 水槽類には、オイルタンク等を含む。

重要機器

●配電盤 ○発電装置（防災用） ○交流無停電電源装置 ○直流電源装置

○交換機 ●火災報知器受信機 ○中央監視装置 ○

○ ○ ○ ○

上層階の定義は次による。

２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

10～12 階建の場合は上層 3 階、13 階以上の場合は上層４階

（２）設計用鉛直地震力

設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の 1/2 とし、水平地震力と同時にはたらくものとする。

○33 不正軽油使用の防止対策

（１）本工事は、地方税法(昭和 25 年法律第 226 号)及び特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する

法律(平成 17 年５月 25 日法律第 51 号)を遵守すること。

（２）本工事で使用しまたは使用させる軽油使用の車両 (資機材等の搬出入車両を含む)並びに建設機

械等の燃料には規格（ＪＩＳ）に合った軽油を使用すること。また、県が使用燃料の抜き取り調

査を行う場合には、現場代理人がこれに立ち会うなど協力を行うこと。

○34 過積載対策

ダンプトラック等による過積載等の防止については、次のとおりとする。

（１）積載重量制限を超過して工事用資材を積み込まず、また積み込ませないこと。

「標仕」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成 31 年版）」（以下、「改修標仕」

という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成 31 年版）」（以下、「標準図」という。）

に準拠するものとし、優先順位は次による。

（１）質問回答書（（２）から（５）に対するもの）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面及び設計書

（５）標仕、改修標仕及び標準図

また、公営住宅工事においては上記に加え、公共住宅事業者等連絡協議会編集の「公共住宅建設工事共

通仕様書（令和元年度版）」（以下、「公住仕」という。）及び公共住宅改修工事共通仕様書（初版）（以下、

「改修公住仕」という。）に準拠するものとし、優先順位は次による。

（１）質問回答書（（２）から（７）に対するもの）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面及び設計書

（５）標仕、改修標仕及び標準図

（６）公住仕及び改修公住仕

（７）機材の品質・性能基準（令和元年度版）（以下、「品質・性能基準」という。）

２．特記仕様

（１）章は●印が付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを、特記事項は●印が付いたものを適用す

る。

（２）特記事項に記載の（ . . ）内表示番号は、標仕の当該項目を表す。

（３）特記事項に記載の（公住仕 . . ）内表示番号は、公住仕の当該項目を表す。

● 一般共通事項

○1 官公署への手続き (1.1.3)

工事に必要な官公署への手続きは受注者が代行し、速やかに行う。

○2 工事実績情報サービス(CORINS)への登録 (1.1.4)

受注者は、受注時または変更時において工事請負代金が 500 万円以上の工事について、工事実績情

報サービス（CORINS)に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認

のお願い」を作成し監督職員の確認を受けた上、次に示す期間内に登録機関へ登録申請を行う。ただ

し、期間には、行政機関の休日に関する法律（昭和 63 年法律第 91 号）に定める行政機関の休日は含

まない。

（１）工事受注時 契約締結後 10 日以内

（２）登録内容の変更時 変更契約締結後 10 日以内

（３）工事完成時 工事完成後 10 日以内

なお、変更登録は、工期、技術者及び工事請負代金等に変更が生じた場合に行う。

また、(財)日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、その写

しを直ちに監督職員に提出しなければならない。なお、変更時と完成時の間が 10 日間に満たない場

合は、変更時の提出を省略できる。

○3 火災保険等

火災保険、建設工事保険、組立保険または土木工事保険等のうち１以上に加入する。

契約期間の始期は、材料（仮設、型枠材を除く）搬入時以前とし、終期は、工事目的物（分離発注

に於いては、引き渡しが最後となる工事目的物）の引き渡しの翌日までとする。

保険契約の締結後、その証券又はこれに代わるものを発注者に提示し、確認を受けること。

○4 法定外の労災保険の付保

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

受注者は、工事の施工にあたり建設機械を使用する場合は、「低騒音・低振動型建設機械の指定

に関する規程」(平成 13 年４月９日国交省告示第 487 号)に基づき指定された建設機械を使用する

ものとする。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議するものとする。

（２）排出ガス対策

受注者は、工事の施工にあたり「建設機械に関する技術指針」別表第３に揚げる建設機械を使

用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領(平成３年 10 月８日付け建設省経発第 246

号)」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械または同等の建設機械を使用 するものとする。

ただしこれにより難い場合は監督職員と協議するものとする。

（３）グリーン購入法

受注者は、資材、工法、建設機械または目的物の使用にあたっては、事業毎の特性を踏まえ、

必要とされる強度や耐久性、機能の確保、コスト等に留意しつつ、「国等による環境物品等の調達

の推進等に関する法律（平成 12 年法律第 100 号。「グリーン購入法」という。）」第 10 条及び「栃

木県生活環境の保全等に関する条例」第 63 条で定めた「栃木県グリーン調達推進方針」に定めら

れた特定調達品目の使用を推進するものとする。

○13 発生材の処理等

［発生土］

●構内指示の場所に敷均し ○構外指示の場所にたい積

○構内指示の場所にたい積

たい積場所（   ）

○構外搬出指示の場所にたい積

たい積場所（   ）

○構外搬出適切処理

・上記に指定されていない建設発生土については、原則として工事間利用の促進に努めること。

［発生土以外の発生材］

・引渡しを要するもの ○有 名称（   ） ●無

・特別管理型産業廃棄物 ○有 名称（   ）

処理方法（   ）

●無

・再利用及び再資源化を図るもの ○有 名称（   ） ●無

・廃ＰＣＢ等は関係法令より適切に処理し、施設管理者に引き渡すこと。

・六ふっ化硫黄ガス、イオン化式感知器は関係法令より適切に回収、処理すること。

・蛍光ランプ、水銀ランプ等の水銀を使用しているランプは工事監理指針等により適切に処理するこ

と。

※上記に指定されていないものは、標仕 1.3.9(2)(ｴ)及び「建設廃棄物処理指針」（平成 22 年版）に

よるほか、下記により構外に搬出し適切に処理する。

（１）建設副産物実態調査要領に基づき、本工事に係る再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計

画書を作成し、施工計画書に含めて提出すること。また、工事完成後速やかに上記計画書の実施

状況について、再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成し提出すること。なお、

これらの記録を工事完成後１年間保存しておくこと。

（２）建設副産物の処理に先立ち、「建設副産物処理承認申請書」により監督職員の確認を受け、同申

請書を提出すること。

（３）建設副産物の処分にあたって、提出事業者（元請業者）は処理業者と建設副産物処理委託契約

を締結し、その契約書の写しを提出すること。なお、収集運搬業務を収集運搬業者に委託する場

合は、別に、収集運搬業者と建設廃棄物処理委託契約を締結し、その契約書の写しを提出するこ

と。

（４）建設副産物処理完了後速やかに「建設副産物処理調書」を作成し、監督職員に提出するととも

に、実際に要した処理等を証明する資料（受け入れ伝票、写真、位置図、経路図等）を提示し確

認を受けること。

（５）建設廃棄物については、産業廃棄物処理における「産業廃棄物管理票（マニフェスト）」の交付

されたもの及び回収した各票を監督職員に提示し確認を受けること。なお、回収したマニフェス

トについては、廃棄物の処理及び清掃に関する法を踏まえて適切に保存すること。

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少な

いものとする。

（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

の可塑剤が添加されていないものを使用する。

（４）接着剤及び塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

（５）（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

ものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

① 建築基準法施行令第 20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発

散建築材料以外の材料

② 建築基準法施行令第 20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③ 建築基準法施行令第 20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

建築基準法施行令第 20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

○24 完成図等 (1.7.2,3)

●作成する ○作成しない

●完成図 ●製本 提出部数 ●３部 ○ 部

複写２つ折り製本、製本サイズは監督員の指示による。

●ＣＤ－Ｒ 提出部数（２）部

●施工図 提出部数 ●３部 ○ 部

●保全に関する資料 提出部数 ●３部 ○ 部

公住仕表 1.7.2 に定める住戸内機材は、取扱説明書の添付及び用途表示をする。（公住仕 1.7.3）

○25 施工図等の取り扱い (1.7.2)

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

○26 電子納品

●適用基準は「電子納品運用に関するガイドライン (第 10 版）」とする

設計 CAD ﾃﾞｰﾀの貸与 ○無 ●有（著作者名 ◎設計者 ・その他（   ））

●貸与する CAD ﾃﾞｰﾀを該当工事における施工図または完成図の作成のため以外には使用してはならな

い。

●書面における署名及び捺印の取り扱いは、監督職員との協議による。

○27 工事写真

工事写真の整備は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 工事写真撮影ガイドブック（電気設備工事

編）（平成 30 年版）」に準拠するほか、監督職員の指示による。

○28 工事用仮設物

すべて受注者の負担とする。

構内につくることが ●出来る ○出来ない（   ）

仮設計画は、現場の状況を優先する。

・29 足場桟橋類 (2.1.1)

●別契約の関係請負者が定置したものを無償で使用できる。

○本工事で設置とする。

（２）過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

（３）資材等の過積載を防止するため、建設発生土の処理及び骨材等の購入等にあたっては、下請事

業者及び骨材等納入業者の利益を不当に害することのないようにすること。

（４）さし枠装着車、物品積載装置の不法改造をしたダンプカー及び不表示車等に土砂を積み込ま

ず、また積み込ませないこと。並びに工事現場に出入りすることのないようにすること。

（５）過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける等、過積載を助長する

ことのないようにすること。

（６）取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、またはさし枠装着車、不表示車等を土砂等

運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講じること。

（７）「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」の目的に鑑み、同

法第 12 条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促進すること。

（８）下請契約の相手方は資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠ける者

または業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除するこ

と。

（９）（１）～（８）のことにつき、下請業者における受注者を指導すること。

○35 暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置

（１）栃木県が発注する建設工事（以下「発注工事」という。）において、暴力団員等による不当要

求または工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否すると

ともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行い、捜査上必要な協力を行うこと。

（２）（１）により警察に通報を行い、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記

載した書面により発注者に報告すること。

（３）発注工事において、暴力団員等により不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じるなどの

被害が生じた場合には、発注者と協議を行うこと。

○36 工事の一時中止

（１）契約書第 21 条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事

現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるもの

とする。なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入

材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関する

こと及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

（２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

・37 住宅瑕疵担保履行法への対応

受注者は、『特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律』（平成 19 年法律第 66 号）に基づ

き、保険への加入または保証金の供託を行うものとする。

○38 墜落制止用器具の着用

墜落制止用器具の着用については、「労働安全衛生法施行令第 13 条第３項第 28 号」における墜落

制止用器具の着用は、「墜落制止用器具の規格」（平成 31 年１月 25 日厚生労働省告示第 11 号）によ

工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事(電気設備)

図面名称／縮尺 特記仕様書（その１） 図面番号

設計年月日

Ｅ－０１
設計者

発注者 矢板市

（栃木県 R4.4）



る墜落制止用器具（フルハーネス型墜落制止用器具、腰胴ベルト型墜落制止用器具及びランヤード

等）とする。 〇 電熱設備

・1 制御盤

標仕によるが、盤内の器具類の構成配置は監督職員の承諾のうえ、製造者の標準として良い。

・2 温度調節器

○電気式 ○電子式

・3 その他

〇 雷保護設備

・1 突針支持管

○鋼製（溶融亜鉛メッキ HDZ35 以上) ○ステンレス製

（強度計算書を監督職員に提出すること）

・2 避雷導線

○引下げ導線 ○建築構造体利用

・3 接地極

○接地極埋設 ○建築構造体利用

・4 その他

接続部分については、異種金属接触腐食（電食）を起こさないように施工すること。

● 受変電設備

○1 高圧開閉器（屋外用）

高圧気中開閉器（SOG）は（○方向性 ○VT 内蔵 ○LA 内蔵） ●既存

高圧ガス開閉器（UGS）は（○方向性 ○VT 内蔵） ○既存

○2 主遮断装置

高圧交流遮断器（VCB）は（○手動式 ○電磁式） ●既存

○3 設備内容

進相コンデンサー（自動力率制御 ○有 ●無）

デマンド監視装置（○有 ●無）

○4 配電盤

○屋内形（○開放形 ○閉鎖形） ●屋外形 ○キュービクル式非常電源専用受電設備認定品

・5 その他

（１）キャビネット内の換気計算については、日本配電制御システム工業会の計算方法を参考にして

計算すること。

（２）保護継電器の保護協調曲線を作成し、監督職員に提出し、承諾を受けること。なお、改修工事

についても同様とする。

・2 太陽光発電設備

太陽電池モジュール ○結晶シリコン系（○単結晶 ○多結晶）

○薄膜系（○アモルファス ○CIS ○CIGS）

接続方式 ○三相 3 線式 200V ○単相 3 線式 200/100V

その他 ・JET 認証品とする。

・JIS C 8955 に基づき、荷重計算を実施し監督職員の承諾を得ること。

・OVGR の設置 ○有 ○無

・太陽電池アレイ用支持物の荷重計算に係わる用途係数

○極めて重要な太陽光発電システム

○通常設置する太陽光発電システム

● 構内情報通信網設備

○1 構内情報通信網装置

構内情報通信網装置 ○有 ●無(別途工事)

○2 構内情報通信網装置の構成性能

図示による。

その他追加機能

●別途工事

○

● 構内交換設備

・1 交換装置

○デジタル PBX ○IP-PBX ○VoIP サーバ ●既存

・2 電話機

○一般形 ●多機能形 ○IP 形

○ファクシミリ ○デジタルコードレス形 ○IP コードレス形

○停電用電話機

・3 その他

追加サービス機能

○

〇 情報表示設備

・1 マルチサイン

表示方式 ○発光ダイオード式 ○液晶式

種類 ○壁掛型 ○自立型 ○EL 式

・2 時刻表示装置

○親時計 ○プログラムタイマー ○子時計 ○電子チャイム

時刻同期装置

○標準電波方式 ○公衆回線方式 ○ラジオ放送方式 ○GPS 方式

○地上デジタル放送方式 ○NTP サーバー方式

・3 出退表示装置

制御方式 ○多線直接式 ○パルス伝送式

表示方式 ○発光ダイオード式 ○液晶式

〇 監視カメラ設備

・1 監視カメラ装置

伝送方式 ○アナログ伝送方式 ○ネットワーク伝送方式 ○デジタル同軸伝送方式

録画装置 ○デジタルレコーダ ○録画サーバ

その他 ・高所に設置する場合は落下防止の措置を施すこと。

〇 駐車場管制設備

・1 駐車場管制装置

検知方式 ○光線式検知器式 ○ループコイル式

信号灯・警報灯 ○天井つり下げ形 ○自立形 ○壁掛形

〇 防犯入退室管理設備

・1 防犯装置

○本工事 ○本工事(配管のみ) ○別途工事

制御装置 基本機能以外の追加機能 ○

方式 ○磁気カード ○暗証番号 ○IC カード(接触式)

○IC カード（非接触式） ○バイオメトリックス

・2 電気錠

○本工事 ○別途工事

● 火災報知設備

○1 自動火災報知装置

受信機 ●P 型 1 級 15 回線 （●新設 ○既設）

○R 型 回線 （○新設 ○既設）

○GP 型 級 回線 （○新設 ○既設）

○GR 型 回線 （○新設 ○既設）

●副受信機 20 回線 （●新設 ○既設）

○2 自動閉鎖設備

●連動制御器（盤） 5 回線（○単独 ●受信機と一体）  

・3 非常警報装置（非常ベル）

○機器一体形 ○各機器単独に設置

・4 ガス漏れ火災警報装置

○個別式 ○集中監視式 回線

ガスの種類 ○都市ガス（種類   ） ○液化石油ガス

○冷媒ガス

・5 住宅用自動火災報知装置

○共同住宅用非常警報設備（共用部分）

非常警報装置の蓄電池は、○警報操作盤に組み込む ○機器一体型

○住戸用自動火災報知設備（住戸等と非開放の共用部分）

○共同住宅用自動火災報知設備

● 電灯設備

○1 非常用照明器具

●電池内蔵形 ○電源別置形 ○蓄電池(10 分）＋自家発電設備

○2 誘導灯

●電池内蔵形 ○電源別置形 ○標識

○3 配線器具

（１）防災設備、コンセントについては消防法に適合すること。

（２）住宅用スイッチ、コンセント類は

●大角形（金属プレート）―共用部

●ワイドハンドル部   ―住戸内

・4 住宅用分電盤

主開閉器・分岐開閉器の定格遮断電流 ［単位Ａ］

定格電流 定格遮断電流

主開閉器

30 以下 2,500 以上

30 を超え 100 以下 5,000 以上

100 を超え 150 以下 10,000 以上

分岐開閉器 － 2,500 以上

住宅用分電盤内に設置する過電流警報装置の品質及び性能 (公住仕 1.1.4)

（○品質・性能基準 ○   ）

○5 その他

（１）●特殊コンセントにはプラグを付属させる。

●別途機械設備工事機器仕様コンセント（エッチング）については打合せすること。

（２）コンセントのうち次のものは、プレートに電圧等の表示を行う。

・単相 200V

・三相 200V

・一般電源用以外（※発電機回路、※UPS 回路等）※赤字等で表示する。

● 動力設備

○1 機器への接続

（１）本工事制御盤より別途電動機等への配線の接続は、原則として

●本工事 ○別途工事 とする。

（２）電動機等への接続は、ビニル 2 種金属製可とう電線管（防水プリカ）を使用する。

（３）遮断器の定格電流は、メーカー推奨品を優先とする。

○2 電動機の接地

○金属管接地 ●専用接地線

〇 電力貯蔵設備

・1 直流電源装置

○非常用照明器具の電源と共用 ○受変電設備専用

蓄電池

○鉛蓄電池

種別（ ○CS 形 ○PS 形 ○MSE 形 ○長寿命 MSE 形 ○HSE 形）

○アルカリ蓄電池

種別（○AMP 形 ○AMHP 形 ○AHP 形 ○AHS 形 ○AHHS 形 ○AHHE 形）

・2 交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

○常時インバータ給電方式

○常時インバータ給電方式（簡易型）

○ラインインタラクティブ方式

○常時商用給電方式

・3 電力貯蔵装置(電力平準化等用)

○リチウム二次電池 ○鉛蓄電池 ○ニッケル水素電池

・4 その他

（１）キャビネット内の換気計算については、日本配電制御システム工業会の計算方法を参考にして

計算すること。

（２）簡易形については、監督職員の承諾のうえ、製造者の標準として良い。

〇 発電設備

・1 自家発電設備

（１）発電装置の用途 ○防災用自家発電装置 ○常用自家発電装置

○常用防災兼用自家発電装置

（２）原動機 種類 ○ディーゼル  ○ガスエンジン

○ガスタービン ○マイクロガスタービン

始動方式 ○電気始動式 ○空気始動式

起動蓄電池 （○標準 ○長寿命型）

冷却方式 ○水冷式（○循環方式 ○ラジエーター方式）

○空冷式

（３）燃料 種類 ○Ａ重油 ○軽油 ○灯油

燃料小出槽 （○本工事 ○別途工事）

主燃料槽 （○専用 ○他設備と共用）

（４）形式 ○キュービクル式（○一般用 ○寒冷地仕様 ○低騒音仕様）

○オープン式

（５）発電種類 ○普通形自家発電装置 ○即時普通形自家発電装置

○長時間形自家発電装置 ○即時長時間形自家発電装置

（６）運転時間 ○72 時間 ○ 時間

（７）配電盤 監督職員の承諾のうえ、製造者の標準として良い。

・4 水道隔測検針設備

検針盤 ○手動式 ○自動式

配線 ○3 線式 ○5 線式

〇 映像・音響設備

・1 プロジェクタ

○本工事 ○別途工事

種類 ○液晶形 ○DLP 形

投写方式 ○前面式 ○背面式

スクリーン形式 ○反射マット形 ○反射ビーズ形 ○反射細密ビーズ形

○反射ストライプ形 ○透過形

設置方式 ○上巻タイプ ○下巻タイプ ○張込タイプ

その他 機器収納ラックは監督職員の承諾のうえ、製造者標準として良い。

・2 テレビ

○本工事 ○別途工事

● 拡声設備

○1 拡声装置

種類 ○一般放送用 ●非常放送用

形式 ○卓上形 ○キャビネットラック形  ●壁掛型(既存)

アンテナ ○AM（○ステンレス鋼製 ○   ）

○FM（○耐食アルミニウム製 ○ステンレス鋼製）

● 誘導支援設備

○1 誘導支援装置

○音声誘導装置（○無線式 ○磁気式 ○画像認識式）

●インターホン装置(●テレビインターホン ○外部受付用インターホン）

○トイレ等呼出装置（○壁掛式 ○ラック収納式 ○卓上式）

○住宅情報盤装置 消防法に適合した旨の表示をすること

公共住宅の住宅情報盤装置の品質及び性能 （○品質・性能基準 ○   ）

○インターホンオートドアロック装置

○宅配ボックス装置

公共住宅の宅配ボックスの品質及び性能 （○品質・性能基準 ○   ）

● テレビ共同受信設備

○1 テレビ共同受信装置

種類 ●UHF ●BS ○CS ○CATV ○FM ○AM

その他 増幅器を収容する場合は、AC125V2P15A 接地端子付きのコンセントを設ける。

テレビ端子及び直列ユニットは CS・BS・UV・FM 共用形、プラグ付きとする。

地上デジタル放送を受信できるものとする。

公共住宅のテレビ機器・FM アンテナの品質及び性能 （○品質・性能基準 ○   ）

〇 中央監視制御設備

・1 中央監視制御装置

○警報盤 ○簡易型監視制御装置 ○監視制御装置

・2 中央監視制御装置の構成・性能

図示による。

● 構内配電線路

○1 配線方式

●地中線式 ○架空線式

○2 地中線路の余長

マンホール、ハンドホール内でのケーブルの余長を見込むこと。

・3 装柱器材

・4 付属品

○マンホール用梯子 ○ハンドホール用手カギ

・5 屋外灯設備

（１）電源供給方式 ○共用盤から供給 ○単独引込（定額料金）

（２）点滅方式 ○自動点滅器 ○タイマ

（廊下共用灯は、○自動点滅器 ○タイマ）

（３）鋼管柱 ○塩ビコーティング ○耐候性鋼製

○6 その他

（１）ハンドホール内のケーブル及び指定する箇所には、行先表示プレート（プラスチ ック製等に刻

字）を取付け、プルボックス及びカバープレート類についても適当な方法により内容表示を行う

ものとする。

（２）地中配線には、埋設シート等を管頂と地表面のほぼ中間に設けるものとする。

（３）電柱等立ち上がり部のケーブルについては、電線管により保護すること。

工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事(電気設備)

図面名称／縮尺 特記仕様書（その２） 図面番号

設計年月日

Ｅ－０２
設計者

発注者 矢板市

（栃木県 R4.4）



〇 構内通信線路

・1 配線方式

○地中線式 ○架空線式

・2 地中線路の余長

マンホール、ハンドホール内でのケーブルの余長を見込むこと。

・3 地中線保護材料

○ケーブル保護用合成樹脂被覆鋼管(GLT) ○波付硬質合成樹脂管（FEP） ○硬質ビニル管（VE）

・4 付属品

○マンホール用梯子 ○ハンドホール用手カギ

・5 その他

（１）ハンドホール内のケーブル及び指定する箇所には、行先表示プレート（プラスチック製等に刻

字）を取付け、プルボックス及びカバープレート類についても適当な方法により内容表示を行う

ものとする。

（２）地中配線には、埋設シート等を管頂と地表面のほぼ中間に設けるものとする。

（３）電柱等立ち上がり部のケーブルについては、電線管により保護すること。

● その他工事共通事項

○1 施工調査

・はつり工事は事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

・配線・機器工事は、事前に絶縁抵抗、接地抵抗を確認し、監督職員に報告する。

○2 電線本数・管路

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線において、配線経路、電線サイズ、電線本数、

管路サイズなどは機能を優先し、監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

・3 金属製露出管路

下記の露出配管は塗装を行う。

○屋外 ○屋内（     ）

塗装を行う場合、露出配管等は合成樹脂調合ペイント 1 種(JIS K 5516)2 回塗りを行う。

○4 呼び線（導入線）

長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ 1.2 ㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

○5 コンセント

図面に特記なき場合は、コンセント 2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

○6 一般照明の照度測定

●有 ○無

○7 非常用の照明装置の照度測定

●有 ○無

○8 キャビネット

○キュービクル式配電盤の板厚は下記による。

○11 取付高さ

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名称 測点 取付高[㎜]

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100

  〃  （踊場） 〃 2,500

  〃  （鏡上） 鏡上端～中心 150

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

床上～下端 1,500 以上

床上～上端 1,000 以下

スイッチ （一般） 床上～中心 1,300

〃 （多機能トイレ） 〃 1,100

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ （一般） 〃 300

〃 （和室） 〃 150

〃 （台上） 台上～中心 150

コンセント（車庫） 床上～中心 800

引込開閉器箱（低圧） 床上～上端 1,500

分電盤、制御盤、実験盤 床上～中心 1,500(上端 1,900 以下)

開閉器箱 〃 1,500

電磁開閉器用押しボタン   〃 1,300

接地用端子箱 地上、床上～中心 500

避雷接地用端子箱 床上～下端 800

接地極埋設標 地上～中心 600

給油ボックス 床上～給油口 1,000

中間端子盤（ＥＰＳ電気室） 床上～中心 1,500

親時計 〃 1,500(上端 1,900 以下)

子時計、スピーカ 〃 （天井高）×0.9

アッテネータ 〃 1,300

出退表示盤 〃 （天井高）×0.9

発信器（出退表示用） 〃 1,300

インターホン 〃 1,500

身体障害者用インターホン子機 〃 1,100

呼出ボタン（多機能トイレ） 〃 900

復帰ボタン（   〃   ） 〃 1,800

廊下表示灯（   〃   ） 〃 2,000

テレビ機器収容箱 〃 1,800

火報受信機（複合盤） 床上～操作部 800～1,500

副受信機 床上～中心 1,500

自動報機器収容箱 〃 800～1,500

発信機 〃 800～1,500

警報ベル 〃 （天井高）×0.9

表示灯 〃 （天井高）×0.8

連動制御器（自動閉鎖） 〃 1,500

ガス漏れ検知器（ＬＰガス） 〃 300

   〃   （都市ガス） 天井面～中心 （天井面）-200

[備考]（天井高）×0.9 及び（天井高）×0.8 は天井高が 2500～3000 ㎜の場合に適用する。

・12 天井仕上げ表示

図面において、室名に（   ）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

別表－１ 他工事との取り合い

●印を適用する

工事内容

建
築
工

事

電

気
設
備
工
事

機

械
設
備
工
事

塗
装
工

事

昇降機設備工事

仮設電力の引込み（分電盤・キュービクルまで） ● ○ ○ ○ ○ ○

仮設電力の引込み（分電盤・キュービクル以降） ● ● ● ○ ○ ○

仮設電力の電気料 ● ● ● ● ● ○

本受電後の電気基本 料金 ○ ● ○ ○ ○ ○

本受 電 後引 渡 しま で の電 気 使用 料 ● ● ● ● ● ○

仮設 水 道の 引 込み （ メー タ ーま で ） ● ○ ○ ○ ○ ○

仮設 水 道の 引 込み （ メー タ ー以降） ● ● ● ● ● ○

仮設水道及び本設後 引き渡しま での使用料 ● ● ● ● ● ○

梁・壁・床の開口、貫通、埋込部のスリーブ・型枠（電気､機械の配管等） ○ ● ● ○ ○ ○

すべ て の開 口 、貫 通 、埋 込 部の 補 強 ● ○ ○ ○ ○ ○

屋上に設置する機器 の基礎（電 気及び機械機器） ● ○ ○ ○ ○ ○

屋内 及 び屋 外 に設 置 する 機 器の 基 礎（ 電 気及 び 機械 機 器） ○ ● ● ○ ○ ○

天井・壁（軽量鉄骨下地）に付く機器の位置・墨出し ○ ● ● ○ ○ ○

天井・壁(軽量鉄骨下地)に付く機器の開口部補強を要しない場合の切込み ○ ● ● ○ ○ ○

天井・壁（軽量鉄骨下地）に付く機器の開口部補強を要する場合の切込み ● ○ ○ ○ ○ ○

天井・壁（軽量鉄骨下地）に付く機器の開口部補強 ● ○ ○ ○ ○ ○

天井換気扇の取付 ○ ○ ● ○ ○ ○

壁・窓 用 換気 扇 の取 付 ○ ○ ● ○ ○ ○

壁・窓 用 換気 扇 取 付枠 ● ○ ○ ○ ○ ○

点検口の取付（床・壁・天井・ＰＳ等） ● ○ ○ ○ ○ ○

防煙ダンパー ○ ○ ● ○ ○ ○

防煙ダンパー用煙感知器の配管・配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○

床仕 上 げ材 の 穴あ け （フ ロ ーリ ン グブ ロ ック 等 ） ● ● ○ ○ ○ ○

ルーフドレイン及び 縦どい（桝 及び側溝までの配管） ● ○ ○ ○ ○ ○

配線ピット及び蓋 ● ○ ○ ○ ○ ○

電極 棒 及び フ ロー ト スイ ッ チ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動扉、電動シャッター、電動スクリーン及び電動カーテン等２次側配線 ● ● ○ ○ ○ ○

機械 設 備の 制 御、 操 作盤 へ の電 源 供給 制 御 ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械 設 備の 制 御、 操 作盤 の２次側配線 ○ ● ● ○ ○ ○

天井吊り形放熱器（ＦＣＵ等）と操作スイッチとの配管・配線・接地工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○

消火 栓 箱総 合 盤用 穴 あけ ○ ○ ● ○ ○ ○

設備機器のインターロックの配管・配線 ○ ○ ○ ○ ○ ○

電気設備のフェンス・金網 ○ ● ○ ○ ○ ○

ガス漏れ警報器（単 設型） ○ ● ● ○ ○ ○

ガス漏れ警報器（ 集 中監 視 型） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガス漏れ警報用器用 コンセント ○ ● ○ ○ ○ ○

造り 付 け流 し 台 ● ● ○ ○ ○ ○

造り 付 け流 し 台排 水ト ラ ップ ● ○ ○ ○ ○ ○

既製流し台及び排水トラップ（ガス台・洗面化粧台等を含む） ○ ○ ● ○ ○ ○

構成部
鋼板の厚さ(㎜)

屋内 屋外

側面部

1.6 以上

2.3 以上

底板 1.6 以上

屋根板 2.3 以上

仕切板 1.6 以上

ドア及び前面板 2.3 以上

●制御盤、分電盤の板厚は下記による。

正面の面積
鋼板等の厚さ(㎜)

鋼板 ステンレス

0.2 ㎡以下 1.2 以上 1.0 以上

0.2 ㎡を超えるもの 1.6 以上 1.2 以上

●端子盤・機器収納ラック等の板厚は下記による。

正面の面積
鋼板等の厚さ(㎜)

鋼板 ステンレス

0.1 ㎡以下 1.0 以上 0.8 以上

0.1 ㎡を超え 0.2 ㎡以下 1.2 以上 1.0 以上

0.2 ㎡を超えるもの 1.6 以上 1.2 以上

・9 接地極

○接地抵抗値は下記による。

接地の種類 記号 接地抵抗値 接地極

○ 共同接地
EA,D Ω以下

○EB（14φ）×3 連 2 組

○図面特記による

○ 共同接地
EA,C,D Ω以下

○EB（14φ）×3 連 2 組

○図面特記による

○ A 種接地
EA 10Ω以下

○EB（14φ）×3 連 2 組

○銅板式（900×900×1.5t）

○ B 種接地
EB Ω以下

○EB（14φ）×3 連 1 組

○銅板式（600×600×1.5t）

○ D 種接地 ED 100Ω以下 EB（10φ）×１（L=1,000 ㎜）

○ C 種接地 EC Ω以下 EB（14φ）×3 連 2 組

○ 高圧避雷器
ELH 10Ω以下

○EB（14φ）×3 連 2 組

○銅板式（900×900×1.5t）

○ 避雷設備
EL Ω以下

○EB（14φ）×3 連 2 組

○銅板式（900×900×1.5t）

○ 交換機用 E Ωt 以下 EB（14φ）×3 連 組

○ 通信用 EAt 10Ω以下 EB（14φ）×3 連 2 組

○ 通信用 ECt 100Ω以下 EB（10φ）×１（L=1,000 ㎜）

○ 測定用 EO ― EB（10φ）×１（L=1,000 ㎜）

B 種接地については、電力会社と協議する。

※印は、接地極寸法を示す。

（１）接地極の埋設位置で、監督員の指示する箇所に接地極埋設標を設ける。

（２）外灯の接地は ○各ポールごと ○専用接地線

○10SPD

SPD を ●低圧線路 ○弱電線路 に設ける。

●電灯分電盤 ○動力制御盤 ○弱電盤 ○図面特記参照

○13 他工事との取り合い

別表－１による他工事との取り合いについては、機器の位置、取合い等の検討できる施工図を施

工に支障をきたさない時期までに提出して、監督職員の承諾を受ける。

既製 吊 戸棚 ● ○ ○ ○ ○ ○

鏡（ 姿 見は 建 築工 事 ） ○ ○ ● ○ ○ ○

昇降 機 の出 入 口開 口 の型 枠 ● ○ ○ ○ ○ ○

昇降 機 の乗場ボタン、インジケーター配管用スリーブ及び型枠 ● ○ ○ ○ ○ ○

昇降 機 のビッ ト 内保 守 用コ ン セン ト ○ ● ○ ○ ○ ○

外壁取付ガラリ、排 煙口 ● ○ ○ ○ ○ ○

体育館などの器具・安定器など取付下地金物 ● ○ ○ ○ ○ ○

昇降機インターホンの配管・配線 ○ ● ○ ○ ○ ○

工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事(電気設備)

図面名称／縮尺 特記仕様書（その３） 図面番号

設計年月日

Ｅ－０３
設計者

発注者 矢板市

（栃木県 R4.4）
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〔新設配線〕

〔既存配線〕

ＣＶＴ２００
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(ＦＥＰ８０）

(ＦＥＰ５０）

(ＦＥＰ１００）
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〔新設配線〕

(ＦＥＰ８０) １Φ３Ｗ ＬＴ－１ＥＭ－ＣＥＴ１５０　,Ｅ１４

ＣＶＴ２００　,Ｅ２２ (ＦＥＰ１００）３Φ３Ｗ １Ｐ－１

〔既存撤去配線再使用〕

(壁立上げ配管)

(Ｇ８２)

(Ｇ９２)

※撤去引き戻したケーブルを新規配管に通線する

Ｂ

ＣＶＴ　２２

〔既存配線〕

ＣＶＴ２００
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３Φ３Ｗ ろ過制御盤

３Φ３Ｗ ＰＬ－１

１Φ３Ｗ ＰＬ－１

１Φ３Ｗ １Ｌ－１

Ｃ

※ハンドホールまで撤去引き戻して再使用する

※ケーブルのみ撤去処分する
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１号館

確認済証番号　第0523号
確認済証交付年月日　平成3年9月19日
検査済証交付年月日　平成4年2月28日

渡り廊下

調整池

確認済証番号　第2866号
確認済証交付年月日　平成4年11月17日
検査済証交付年月日　平成5年10月15日
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改修範囲

①
②

③
④

⑤

Ａ

Ａ

既存配線

Ｂ

Ｃ

Ｃ

動力盤移設:１Ｐ－１

電灯盤新設:ＬＴ－１

既存 ＨＨ

既存 ＨＨ 既存 ＨＨ

申請地

特別養護老人ホーム
ひだまりの里

E4

E4

東
北

自
動

車
道 城の湯やすらぎの里

ふれあい館

側溝壁コア抜き

側溝(開渠)内は露出配管:

側溝コンクリート壁コア抜き

異種管接続材:

Φ１００　×２か所(機械はつり)

(ＧＬＴ８２) ×１

(Ｇ８２－ＦＥＰ８０) ×２組

既存キュービクル改修工事　(別図参照)

・高圧受電盤の電流計(ＣＴ×２共) ４０/５Ａを、５０/５Ａに取替え。

・低圧電灯盤 No.2 の変圧器１Φ７５ｋＶＡを、１Φ１００ｋＶＡに取替え。

　低圧電灯盤 No.2 の電流計(ＣＴ×２共) ５００/５Ａを、６００/５Ａに取替え。

　低圧電灯盤 No.2 に　ＭＣＣＢ３Ｐ２２５ＡＦ/２２５ＡＴ　を新設する。

・幹線取り出し用プルボックスを新設する。　ＳＳ６００　×３００(ＷＰ)ＳＵＳ

①

②

③

④

⑤

高圧受電盤

屋外キュービクル(既存)

低圧電灯盤 No.1

低圧動力盤 No.1

低圧電灯盤 No.2

低圧動力盤 No.2

VCB 7.2kV 600A

TR 1Φ50kVA

TR 3Φ100kVA

TR 1Φ75kVA

TR 3Φ100kVA

TR 1Φ100kVAに取替え

Ａ

Ｂ

配置図 A3:S=1/600

A1:S=1/300

案内図 A3:S=1/6000

A1:S=1/3000

N

側溝

９００ｘ９００ｘ９００既存ハンドホール

ハンドホール内のケーブルには、行先・種別を表示した標識プレート

（プラスチック製、文字エッチング仕上げ）を取付る。

１．

２． は埋設標(コンクリート製)を示す。

３．

４．

５．ハンドホールの仕様は下記の通りとする。

外壁等への立上り配管は、厚鋼電線管　　　溶融亜鉛メッキ

以上とする。（地中埋設配管との接続には、異種管接続材を使用する）

(ＧＰ)Ｚ

地中埋設深さはＧＬ－６００とし、側溝を横断する部分の配管は厚鋼電線管

(GLT)による露出配管とする。

３００ｇ／ｍ２

注

は埋設標(鉄製)を示す。

６．新設受変電設備(キュービクル)と旧受変電設備 (電気室)の受電切替後、

既存高圧引込ケーブルの撤去及び電気室内の旧受変電設備を撤去する。

側溝のコンクリート壁は、機械はつりによるコア抜き(Φ100 × 2)を行う。

　　部《ＧＬ－６００、一般土部》

土工事（参考図）

　　部《ＧＬ－６００、一般土部》
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60
0 55
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75
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FEP(80)×1
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650
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0山砂

埋設ｼｰﾄ

60
0

80
70

55
0

FEP(100)×1

A1:S=1/300
A3:S=1/600案内図・配置図(構内配電線路)

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

０４

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺
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ＥＡＤ

高圧受電盤

ＣＨｄ

３φ３Ｗ　６,６００Ｖ５０Ｈｚ

７.２ＫＶ

ＤＳ×３

４００Ａ

ＲＬＧＬ

ＶＴ．ＴＰＦ

３８６ＫＶ．ＣＶＴ

ＶＣＢ

７.２ＫＶ６００Ａ

ＲＣ＝１２.５ＫＡ

（手動）

ＣＴ×２
１２.５ｋＡ
（モールド型）

ＷＨ

５０／５Ａ
５０Ａ

１
Ｐ
－
１

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
４
０
０
／
４
０
０
Ａ
Ｔ

ＣＶ
Ｔ２

００
　
７
７
.３

ｋ
Ｗ

Ｐ
Ｌ
－
１

　
４
０
.２

ｋ
Ｗ

ＣＶ
Ｔ１

００
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
２
２
５
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

ろ
過
装
置

　
２
２
.７

ｋ
Ｗ

ＣＶ
Ｔ　

６０
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
２
２
５
／
１
２
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
１
０
０
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

予
　
備

（６６００／

　　２１０Ｖ）

ＴＲ　３　

油入

３００Ｖ
Ｆ ＶＳ

ＡＳ

ＰＣＳ×３

６.９ｋＶ　５０Ａ

ＣＴ×２

１００ｋＶＡ

４００Ａ

　４００／５Ａ

Ｎｏ．１ 低圧動力盤 Ｎｏ．２

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

ＬＢＳ
３Ｐ１００Ａ

高圧気中開閉器
ＰＡＳ

７.２ＫＶ３００Ａ

１２.５ＫＡ

ＶＴ，ＬＡ内蔵型

【既存】

所
　
内

蛍
光
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト

宿
泊
施
設

Ｐ
Ｌ
－
１

　
４
６
.３

ｋ
Ｖ
Ａ

ＥＭ
－Ｃ

ＥＴ
１５

０

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
２
２
５
／
１
２
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
１
０
０
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１
５
０

Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
３
８

Ｐ
－
１

Ｐ
－
２

浄
化
槽

　
１
７
.３

ｋ
Ｗ

　
３
０
.５

ｋ
Ｗ

　
５
６
.５

ｋ
Ｗ

７５ｋＶＡ 油入を

ＴＲ　１　

電流計５００Ａを
６００Ａに取替え

ＣＴ５００／５Ａを
６００／５Ａに取替え

ＣＴ４０／５Ａを
５０／５Ａに取替え ５０Ａに取替え

４０Ａを電流計

ＰＦ-３０Ａ×３

ＳＣ　３　

３０ｋＶＡ

ＳＣ　３　

３０ｋＶＡ

【改修 後】

（取替）

（取替）

（新設）

（取替）

（取替）

（取替）

《特記事項》

◇

◇

立会い、監督及び電力会社への手続き等の諸費用は本工事に含むものとする。

◇

監督員の指示による。

◇

改修工事にあたっては、施工計画書・停電作業計画書・搬入計画書等を提出し、監督員の承諾を

得るものとする。

　　『建設廃棄物処理指針』（平成１３年６月制定）に従い、構外に搬出し適切に処理する。

撤去した既存の機器（発生材）の処理は、『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』　１.３.６．（３）及び

受変電設備の改修工事に当っては当該施設の電気主任技術者立会のうえ実施するものとし

高低圧配電盤の仕様については、（配・制・分電盤）『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』（平成３１年版）によるほか

A1:N.S
A3:N.S改修後　受変電設備単線結線図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

０５

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



（ＫＶＡ） （Ｖ）（ＶＡ）

容量
主開閉器結線図

分岐

開閉器

回路

番号

負荷容量
備　　考

電圧
負荷名称幹線サイズ

系統

番号
盤名称

Ｔ／Ｕ

リレー制御用

リモコンスイッチ

Ｔ／Ｕ　×１

Ｒ１

Ｒ３

Ｒ２

（ＡＣ）

ＭＣＣＢ３Ｐ

中性線

欠相保護付

Ｂ，Ｈ

１

２

３

４

Ｅ２

Ｅ２

２００

〃

〃

〃

Ｅ１

Ｅ１

〃

１００１

２

８

３

７

６

５

４

３

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｒ１～Ｒ４×４

コンセント

Ｅ１

〃

Ｅ１

〃

Ｅ１

〃

Ｅ１

〃

Ｅ１

〃

〃

１９

２０

２１

２２

２３

２４

電　灯

外壁灯

２２５ＡＦ／２２５ＡＴ

誘導雷用ＳＰＤ （ＣＬＡＳＳⅡ）

（埋込型、上部ダクト付）

ＬＴ－１

　８００

　１０８

　１００

　４１６

Ｅ２

Ｅ２

（４６,２５６）ＶＡ

４６.２６ ＥＭ－ＣＥＴ１５０

５２

－１

Ｆ

５２
－１

試
断

自

Ｘ１

４３－１

ＴＭ ２回路型

ソーラータイマー

Ｘ１

１００Ｖ

停電補償付

外灯操作回路図

ＡＣ

ＴＭ

－１

外壁灯

１０００

１０００

１０００

１０００

　８００

　８００

　８００

　６００

　６００

　３００

　７００

１０００

ＡＣ１００Ｖ

フル２線式伝送ユニット

リモコントランス ＲＴ

Ｃ

Ｄ

Ｍ１

Ｍ１

１００

ＷＨ

１φ３Ｗ
(検定付)

WiFi コンセント

非常照明

　８００

火災通報装置

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

１０００

ＣＴ

　　７０

×

×

Ｌ

ＷＨ

ＷＨ

ＷＨ

ＷＨ

分岐ブレーカー付電灯回路電灯回路 送り端子付電灯回路 電源送りメーター回路

非常照明電源切替電灯回路 住宅電灯回路 リモコンスイッチ回路ソーラータイマー回路

ＥＬＢ ＥＬＢ ＥＬＢ
（ＭＣＢ）（ＭＣＢ） （ＭＣＢ）

ＥＬＢ
ＥＬＢ（ＭＣＢ）

（ＭＣＢ）

５２

５２

５２
ＥＬＢ２７

ＭＴ

リモコンスイッチ

リモコントランス リモコンリレー
ソーラータイマー

ソーラー

ＡＣＤＣ

Ａ Ｂ ＤＣ

Ｅ Ｆ Ｇ

基本結線図

Ｈ

Ｒ４

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／５０ＡＴ

〃

〃

電　灯

電　灯

空調換気扇・電灯

電　灯

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

２

１

４

５

６

７

８

９

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

　８００

　８００

　８００

　８００

　４００

　８００

コンセント

コンセント

コンセント

　４６０

　５０２

　３４０

　５２４

洗濯・乾燥機 １０００

２５

２６

２７

Ｅ１

Ｅ１

看板用コンセント

予　備 　　－

予　備 　　－

　　－

〃

〃

〃

Ｅ１

LANメインサーバー

セパレータ

Ｅ１

１０００

１０００

ｋＶＡ

Ｍ１

〔配線用遮断器　凡例〕

記　号 名　　　称

Ｍ２

Ｅ２

Ｅ１

コンパクト型（１Ｐサイズ）

コンパクト型（１Ｐサイズ）

コンパクト型（１Ｐサイズ）

コンパクト型（１Ｐサイズ）

フル２線式リモコンリレー（光アドレス式）

コンパクト型（１Ｐサイズ）

Ｅ３

ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＥＣＬＢ２Ｐ１Ｅ５０ＡＦ／２０ＡＴ（３０ｍＡ）

ＥＣＬＢ２Ｐ２Ｅ５０ＡＦ／２０ＡＴ（３０ｍＡ）

ＥＬＣＢ２Ｐ２Ｅ５０ＡＦ／３０ＡＴ（３０ｍＡ）

（１００Ｖ）

（２００Ｖ）

（２００Ｖ）

（１００Ｖ）

（２００Ｖ）

９

Ｅ１

Ｅ１

〃

〃

１０

(看板灯電源)予　備 ５２

－２

　３５３

Ｘ２

ＴＭ

－２

２４Ｈ
５２
－２

試
断

自

Ｘ２

４３－２

予　備
(看板灯)

Ａ

Ｂ

Ｍ１

Ｍ１

誘導灯

〃

〃

〃

１１

１２

１３

１４

１５

１６

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

〃

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＰ－２)

宿直室エアコン(ＡＣＲ－２)

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２ 客室エアコン(ＡＣＲ－１)

Ｅ２ 客室エアコン(ＡＣＲ－１)

Ｅ２ 客室エアコン(ＡＣＲ－１)

事務室エアコン(ＡＣＰ－３)

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１

　　－

電　灯

電　灯

電　灯

電　灯

電　灯

電　灯

電　灯 (客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

　　－予　備

洗濯・乾燥機

洗濯・乾燥機

自販機

　５００

　５００

自販機

自販機

コンセント

コンセント

２８ Ｅ１

２９ Ｅ１

３０ Ｅ１

予　備 　　－

予　備 　　－

予　備 　　－

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

Ｅ２

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

客室エアコン(ＡＣＲ－１)

空調室内機 (ＡＣＰ－１)

予　備 　　－

予　備 　　－

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

　８００

１２００

１０００

１０００

１０００

　６５０

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

１０００

　８００

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

(客室)

　７００

　３５３

　３５３

　３５３

　３５３

　３５３

　３００

１０００

電源制御ボックス

　　１５

分　電　盤　名　称

Ｗ　Ｈ　Ｍ

主　開　閉　器 結
　
線
　
図

負　　荷　　特　　性
回
路
記
号

盤　　仕　　様
　種別　 　極数　 ＡＦ ＡＴ

機　器
機　器　名　称

出　力
　極数　 ＡＦ ＡＴ

（　結　線　図　） 記　号 （ｋＷ）

分　岐　開　閉　器

３ＰＭＣＣＢ端子台

３φ３Ｗ（ＡＣ）

Ｇ２

Ｄ１

Ｅ１、

Ａ１、Ｃ１、

Ｆ２、

設置場所：ポンプ室

７３.０ｋＷ

ＣＶＴ２００

４００ ４００ １

２

３

４

５

６

空調室外機

空調室外機

排気ファン

排気ファン

１１.３０

１１.３０

　０.７５

　　０.７５

ＡＥ

Ｃ

ＡＥ

ＡＥ

３Ｐ 　３０

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

１００

　３０

　２０

　２０

１００

ＦＥ－２Ａ１Ｐ－１(既存動力盤)

７

８

ＦＥ－２

ＭＡＣ－１Ｒ

ＭＡＣ－２Ｒ

ＭＡＣ－３Ｒ

ＭＡＣ－４Ｒ

ＡＥ ３Ｐ

ＡＥ ３Ｐ

ＡＥ ３Ｐ

ＡＥ ３Ｐ

１１.３０

１１.３０

　７.５０サウナＡ

空調室外機

空調室外機

空調室外機

９ サウナＢ 　７.５０

Ｃ

３Ｐ

１０

１１

ＡＥ

ＡＥ

３Ｐ

３Ｐ

１００ １００

１００ １００

１００ １００

１００ １００

１００ １００

１００ １００

警　報

盤　面

○

○

記号

Ａ１

Ａ２

Ａ３

特記事項

・電源ランプは、動力盤において電源１系統につき１表示とする。

・分岐遮断器は負荷が電動機単体の場合は、電動機保護兼用配線用遮断器とする。

　（その他の場合は、一般用配線遮断器としサーマルを付加する。）

・操作を有する負荷には、表示灯（ＲＬ、ＧＬ，ＯＬ）を設ける。

・盤名称　仕様項には各盤の材質、形状、構造、塗装を明記する。

　（特記　盤仕様参照）

・ＷＨＭは検定付とし主開閉器により、ＷＨＭ定格電流、ＣＴの有無を判断すること。

仕　様 仕　様記号 記号仕　様 記号 仕　様 記号 仕　様

塗　　　装構　造　２構　造　１形　　状材　　質

スチール

ステンレス

合成樹脂

Ｂ１

Ｃ１

露出

埋込

自立

壁掛

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

Ｄ１ Ｅ１

Ｅ２

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ３

Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３

Ｇ４

標準

防雨

防湿

折曲

ビス止

外扉付、中蓋付

外扉付、中蓋無

外扉無、中蓋付

焼付（標準）

焼付（指定）

耐塩

粉体Ｃ２

Ｂ２

耐熱（一種）

耐熱（二種）

盤　　仕　　様

電源送り（電流計なし） スターデルタ回路直入れ回路電源送り（電流計あり）

回　路　記　号

Ａ　：ＭＣＣＢ

ＡＥ：ＥＣＬＢ ＢＥ：ＥＬＣＢ ＣＥ：ＥＬＣＢ ＤＥ：ＥＬＣＢ

Ｂ　：ＭＣＣＢ Ｃ　：ＭＣＣＢ Ｄ　：ＭＣＣＢ

３φ３Ｗ

Ａ ＣＴ付き　
３.７ＫＷ以上

３φ３Ｗ

（赤針付）

Ａ

２Ｅ Ｘ

（赤針付）

ＲＳ

３.７ＫＷ以上
ＣＴ付き　

５２

３φ３Ｗ

ＲＳ

３φ３Ｗ

Ａ （赤針付）

２Ｅ Ｘ

４２ ６

５２

ＷＬ ＷＬ

ＷＬ ＷＬ

ＭＣＣＢ

（ＥＬＣＢ）

ＭＣＣＢ

（ＥＬＣＢ）

ＭＣＣＢ
（ＥＬＣＢ）

ＭＣＣＢ
（ＥＬＣＢ）

【新設】

【改修後】

【改修前】

ＭＡＣ－８Ｒ

予　備 　５０ 　５０

分　電　盤　名　称

Ｗ　Ｈ　Ｍ

主　開　閉　器 結
　
線
　
図

負　　荷　　特　　性
回
路
記
号

盤　　仕　　様
　種別　 　極数　 ＡＦ ＡＴ

機　器
機　器　名　称

出　力
　極数　 ＡＦ ＡＴ

（　結　線　図　） 記　号 （ｋＷ）

分　岐　開　閉　器

３ＰＭＣＣＢ端子台

３φ３Ｗ（ＡＣ）

Ｇ２

Ｄ１

Ｅ１、

Ａ１、Ｃ１、

Ｆ２、

設置場所：ランドリー室

　４３.４２ｋＷ

ＣＶＴ２００

４００ ４００ １

２

３

４

５

６

予　備

予　備

予　備

ＡＥ

Ｃ

ＡＥ

ＡＥ

３Ｐ 　３０

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

１００

　３０

　２０

　２０

１００

Ａ１Ｐ－１(既存動力盤)

７

８

ＭＡＣ－４Ｒ

ＭＡＣ－８Ｒ

ＡＥ ３Ｐ

ＡＥ ３Ｐ

ＡＥ ３Ｐ

ＡＥ ３Ｐ

１１.３０

１１.３０

予　備

空調室外機

空調室外機

予　備

９

Ｃ

３Ｐ

１０

１１

ＡＥ

ＡＥ

３Ｐ

３Ｐ

１００ １００

１００ １００

１００ １００

１００ １００

１００ １００

１００ １００

警　報

盤　面

○

○

１２ ＡＥ ３Ｐ

　５０ 　５０

　５０ 　５０

２２５ １５０

　－

　－

　－

予　備 　－

　－

　－

２０.８２

※移設、再使用

※取外し

ＥＬＣＢ３Ｐ１００／１００ＡＴを
ＥＬＣＢ３Ｐ２２５／１５０ＡＴに取替え

Ｄ１Ａ１、Ｂ２、

Ｇ２Ｅ１、Ｆ１、

盤 形 式

【 端 子 盤 】

ＬＴ－１盤内 ・１０Ｐ　（端子実装）　拡声

　予備 ・１０Ｐ　（スペース）

　電話 ・１０Ｐ　（端子実装）

仕　 　 　 　 様

　テレビ共聴 ＵＶ・ＢＳＣＳブースタ、６分配器

　２００

１１.３０

予　備 　５０ 　５０

予　備 　－

　－予　備

予　備 　－

空調室外機 ＡＣＰ－１

A1:S=1/300
A3:S=1/600電灯盤・動力盤結線図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

０６

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



※型番・形状・寸法等は参考とする。

Ｗ２３０

一体型ＬＥＤベースライト（直付型）Ａ Ｂ Ｃ Ｄ一体型ＬＥＤベースライト（直付型）

Ｗ１５０

一体型ＬＥＤベースライト（埋込型）

一体形ＬＥＤ（ＦＨｆ３２Ｗ×１高出力相当）

ＬＥＤ シーリングライト

ＬＥＤ４７.８Ｗ 調色・調光リモコン付Ｗ１００

Ｇ Ｈ ダウンライトＬＥＤ Ｉ Ｊ

ＬＥＤ ブラケット

Ｋ

ＬＳＳ１０－４－６５

（ＦＨｆ３２Ｗ×２高出力相当）

ＬＳＳ９－４－３０

（ＦＨｆ３２Ｗ×１高出力相当）

５４０

ＬＥＤ６.２Ｗ（ＩＬ１００形相当）

ＬＥＤＤ８５０１３Ｎ 同等品

ＬＥＫＴ４２３６９３Ｎ-ＬＳ９ 同等品 ＬＥＫＴ４１２３２３Ｎ-ＬＳ９ 同等品 ＬＥＫＲ４１０３２３Ｎ-ＬＳ９ 同等品 ＬＥＤＨ８２０６Ｂ０１-ＬＣ 同等品

ＬＥＫＤ１５０１１ＮＫ-ＬＳ９ 同等品

（ＦＨＴ３２形相当)

ＬＥＫＤ１５３０１５Ｎ-ＬＳ９ 同等品

ダウンライトＬＥＤ

埋込穴：φ１５０

ＬＥＫＤ１０３０１５Ｎ-ＬＳ９ 同等品

（１０４.６ ｌｍ/Ｗ）（１６０.４ ｌｍ/Ｗ） （１６４.１ ｌｍ/Ｗ） （１６４.１ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＤ１０Ｗ （ＦＬ２０形相当)直管形、電球色

ＬＥＤ ブラケット(流し元灯)

レバースイッチ、コンセント付ＬＥＤ９.３Ｗ ＬＥＤ４.２Ｗ （ＩＬ４０形相当)電球色

Ｅ Ｆ

Ｌ

Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ

一体型ＬＥＤベースライト（直付型）

ＬＳＳ９－４－２３ Ｗ１５０

（ＦＨｆ３２Ｗ×１定格出力相当） （１４７.０ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＫＴ４１２２５３Ｎ-ＬＳ９ 同等品

ＬＥＤ ダウンライト

ＬＥＤ５.０Ｗ（４７０　ｌｍ)

ＬＥＤＤ８５００４Ｎ 同等品

埋込穴：φ１２５

（９４.０ ｌｍ/Ｗ）

電球色、木製枠(白木)

ＬＥＤ ブラケット(防雨型)

ＬＥＤ ダウンライト （照射方向自在型）

ＬＲＳ１－１３ＬＥＤ１２.４Ｗ ＬＲＳ１－０８

ＬＥＤ ダウンライト

埋込穴：φ１５０

ＬＥＤ ダウンライト ＬＥＤ シーリングライト

ＬＥＤ１６.３Ｗ　（１３２０　ｌｍ）

ＬＥＤＧ８５９１５(Ｗ) 同等品

（８０.９ ｌｍ/Ｗ）

防湿・防雨型

白木、アクリル(和紙入)

埋込穴：φ１５０

電球色、調光

（８６.２ ｌｍ/Ｗ）

埋込穴：φ１００

ＬＥＤＣ－２３１１１Ｂ(Ｗ) 同等品

（６７.７ ｌｍ/Ｗ）

（照射方向自在型）

ＬＥＤ６.２Ｗ（ＩＬ１００形相当）電球色

(ランプ)ＬＤＲ６Ｌ－Ｅ－１１/３

（１１７.７ ｌｍ/Ｗ）

埋込穴：φ７５

黒色反射板

（１３９.６ ｌｍ/Ｗ） （１２６.２ ｌｍ/Ｗ）

（６７.０ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＤＢ８３１２７ 同等品 ＬＥＤＢ８７００３Ｎ-ＬＳ 同等品

（１００.０ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＤ６.２Ｗ 防湿・防雨型

（５９.６ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＤＢ-６７３０８(Ｋ) 同等品

ＬＥＤ ブラケットＬＥＤ ブラケット

ＬＥＤＢ８８０１７ 同等品

(ランプ)ＬＤＡ４Ｌ-Ｇ-Ｅ１７/Ｓ

（９８.８ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＤＢ８５００５ 同等品

(ランプ)ＬＤＦ５Ｌ-Ｈ-ＧＸ５３

（７３.０ ｌｍ/Ｗ）

（ＩＬ６０形相当)電球色ＬＥＤ５.０Ｗ

（９１.２ ｌｍ/Ｗ）

ＬＥＤＢ－２０９５３ＹＮ－ＬＤ９ 同等品

ＬＥＤ ブラケット(防雨型)

ＬＥＤ１５.９Ｗ（Ｈｆ１６形相当)防湿・防雨型

人感センサー付

(ランプ)ＬＤＦ６Ｎ-Ｈ-ＧＸ５３

ａ ＬＥＤ 避難口誘導灯　Ｃ級(片面型) ｂ ＬＥＤ 通路誘導灯　Ｃ級(両面型) ｄ ＬＥＤ 通路誘導灯　Ｃ級(片面型) ｅ ｆＬＥＤ 非常照明　(低天井用) ＬＥＤ 非常照明　(低天井用)

（非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００１）

四角配置

直線配置

単体配置

保守率：０.９３

器具取付高さ ２.１ｍ

Ａ４

２.４ｍ ２.６ｍ ３.０ｍ

Ａ１

Ａ２

東芝ﾗｲﾃｯｸ　ＬＥＤＥＭ０９２２１Ｍ

４.０

８.８

７.１

４ .３

９ .８

７ .８

４ .４

１１.２

８.３

２ .９

９ .２

１０.２

Ｋ１－ＬＲＳ１１－１ 電池内蔵型 ＪＤ－９形 相当 電池内蔵型

(ＪＤ　９Ｗ相当)

（非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００１）

四角配置

直線配置

単体配置

保守率：０.９３

器具取付高さ ２.１ｍ

Ａ４

２.４ｍ ２.６ｍ ３.０ｍ

Ａ１

Ａ２

東芝ﾗｲﾃｯｸ　ＬＥＤＥＭ０９２２１ＭＫ

４.０

８.８

７.１

４ .３

９ .８

７ .８

４ .４

１１.２

８.３

２ .９

９ .２

１０.２

黒色塗装ＳＨ１－ＦＳＦ２０－Ｃ ＳＴ１－ＦＳＦ２３－Ｃ

埋込穴：φ１００

電池内蔵型電池内蔵型電池内蔵型 ＳＴ１－ＦＳＦ２２－Ｃ片面型 両面型 片面型

埋込穴：φ１００

ＬＤＦ８Ｌ－Ｈ－ＧＸ５３/Ｄ７００ 同等品

本体:

ﾗﾝﾌﾟ:

A1:N.S
A3:N.S照明器具姿図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

０７

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



ＬＴ－１

防

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11

13

10 12

14 15 16 17 18 19 20

21

(以降、冷媒配管に共巻き)

(以降、冷媒配管に共巻き)

A

防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防 防

防 防 防 防 防 防 防 防

(Ｇ５４)Ｚ

ＥＭ－ＣＥＴ６０　,Ｅ１４

ＥＭ－ＣＥＴ６０　,Ｅ１４

ＥＭ－ＣＥＴ６０　,Ｅ１４ (Ｇ５４)Ｚ

ＳＳ３００　×２００(ＷＰ)ＳＵＳ

22

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　,Ｅ１４ (１φ３Ｗ)

以降、配置図参照

ＳＳ５００　×４００(ＷＰ)ＳＵＳ

ランドリー室

ＳＳ３００　×２００(ＷＰ)ＳＵＳ

ＥＭ－ＣＥＴ３８　,Ｅ８ (Ｇ５４)Ｚ

既存電灯盤 (1L-1)

既存電灯盤　　　、既存動力盤　　　へ１Ｌ－１ ＰＬ－１

既存ケーブルラック

ＣＶＴ１４　,Ｅ５.５　×３

ＭＡＣ－５Ｒ,ＭＡＣ－６Ｒ,ＭＡＣ－７Ｒ→ＰＬ－１へ

既存配線:

(既存のまま)

ＳＳ３００　×２００(ＷＰ)ＳＵＳ

ＥＭ－ＣＥＴ１４　,Ｅ５.５　 (Ｇ３６)Ｚ
室外機配線: 新設

×５か所

既存動力盤　　　からの配線と
ＭＡＣ－５Ｒ,ＭＡＣ－６Ｒ,ＭＡＣ－７Ｒ

ＰＬ－１
新設配線を接続する

ＳＳ３００　×２００

A

B
C

既存動力盤　　　移設１Ｐ－１

B

ＥＭ－ＣＥＴ１４　,Ｅ５.５　  ×２

C
ＭＡＣ－５Ｒ,ＭＡＣ－６Ｒ、ＭＡＣ－７Ｒ
ＣＶＴ１４　,Ｅ５.５　×３

A
ＣＶＴ２００　,Ｅ２２
既存幹線ケーブル(撤去品再使用)

ＭＡＣ－４Ｒ,ＭＡＣ－８Ｒ
室外機配線: 新設

既存室外機配線(既存配線再使用)

C

※防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）ケーブル用

記入なき配管配線は下記の通りとする。

にて耐火措置を施すこと。

注

（１Ｃアース）

壁立上り配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ 天井内ころがし

は防火区画貫通措置(ケーブル用)を示す。

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)

32
MAC

MAC

41

下足入

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

事務室

受付兼

宿直室

前室

Ｍ脱衣室

廊下

Ｗ脱衣室

前室

リネン室兼物置

６人用

客室

4 5 6 7 81 2 3

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8
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B

C
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,
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0
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1
,
6
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2
,
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0

2
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1
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0
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5
0
0

6
,
5
0
0

2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

客室
２人用

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）

　　　 　(簡易宿舎)

改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

WC

ＤＮ

床の間

厨房

物入

風除室

自動販売機

ＨＷＣ

多目的

ホール

自動販売機

休憩室

渡り廊下

パントリー

ＷＷＣ

休憩コーナー

物入

ＭＷＣ

至 １号館

食堂Ａ

押入 押入

研修室

ホール

エントランス

事務室

食品庫

相談室

食堂Ｂ

物入

コーナー
自販機

1-1

ACP

1-2
ACP

1-3

ACP
1-3

ACP

1-2

ACP

ACP

1-3

1-2

ACP

ACP

1-2

ACR
1

ACP
1

MAC

4R

5R
MAC

MAC
6R

7R

MAC

8R

MAC

ACR

1

ACR

2

ACP

3

ACP

21

ACR

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用

既存

既存

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後　幹線・動力設備平面図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

０８

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



ＬＴ－１

防
防 防 防 防 防防 防防防

ＬＣ

ＬＣ

防
ＣＳ

ＣＳ

３

３ＣＳ

ＣＳ

ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

１Ｐ

１Ｐ １Ｐ

１Ｐ

１Ｐ

1

1

２Ｒ

１Ｒ

1 ４Ｒ

1 ３Ｒ

3

45
6

7

8910

11

1213

14

14

４Ｌ+ＧＳ+設定ｽｲｯﾁ
集合リモコンスイッチ

防
ｎＬ

防
防 防 防 防 防 防 防

ランドリー室

防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）にて

耐火措置を施すこと。

は防火区画貫通措置(ケーブル用)を示す。

壁立上り配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)
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MAC

MAC

41

下足入

1
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事務室
受付兼

宿直室

前室

Ｍ脱衣室

廊下

Ｗ脱衣室

前室

リネン室兼物置

６人用

客室
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0

1
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,
5
0
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1
,
0
0
0

1
,
6
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2
,
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0

2
,
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1
,
6
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6
,
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6
,
5
0
0

2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

客室
２人用

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
　　　 　(簡易宿舎)
改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

WC

ＤＮ

床の間

厨房

物入

風除室

自動販売機

ＨＷＣ

多目的

ホール

自動販売機

休憩室

渡り廊下

パントリー

ＷＷＣ

休憩コーナー

物入

ＭＷＣ

至 １号館

食堂Ａ

押入 押入

研修室

ホール

エントランス

事務室

食品庫

相談室

食堂Ｂ

物入

コーナー
自販機

1
HEU

3
HEU

2
HEU

Ｍシャワー室

Ｗシャワー室

× ４Ｆ

客室(６人用)

× １Ｅ

Ｐ

Ｇ

１

２ ×１０室

客室(２・４人用)

×

×

Ｃ ３

ランドリー室

×

Ｐ

Ｇ

１

２ ×８室

客室(２人用)

×

×

Ｌ １
Ｍシャワー室

×

Ｄ １
Ｍ脱衣室・前室

×

× １Ｍ

× １Ｏ

４×Ｊ

Ｊ ４
自販機コーナー

×

Ｃ ２
リネン室兼物置

×

Ｌ １
Ｗシャワー室

×

Ｄ １
Ｗ脱衣室・前室

×

４×Ｊ

Ｎ １×

Ｂ １
宿直室

×

Ａ ２
受付兼事務室

×

Ｋ ２×

Ｈ ２０
廊　下

×

Ｄ ２
洗面(廊下)

×

Ｉ ８
宿泊者入口・下足入

×Ｑ ２
外壁灯(入口)

×

Ｒ ２
外壁灯(廊下入口)

×

Ｉ ６×

注

２．

１．記入なき配線は下記の通りとする。

１Ｐ

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－２Ｃ×２ 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－２Ｃ＋３Ｃ 天井内ころがし

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－３Ｃ 天井内ころがし

天井内ころがし

天井内ころがしＥＭ－ＥＥＦ１.６－３Ｃ

天井内ころがしＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ

(１Ｃはアース)

(１Ｃはアース)

ＥＭ－ＣＰＥＥ１.２－１Ｐ 天井内ころがし

埋込スイッチ

フル２線式リモコンスイッチ

電灯分電盤(弱電端子盤一体型)

凡　　　例

名　　　称 摘　　要記　号

ＬＥＤベースライト

ＬＥＤベースライト

ＬＥＤダウンライト

１Ｐ４Ａ (動作表示付）

ｎ：回路

ジャンクションボックス

埋込型

ＬＥＤシーリングライト

ＬＥＤブラケット

埋込パイロットスイッチ

１Ｐ１５Ａ

ライトコントロール ＬＥＤ用１００Ｖ,１５ＡＬＣ

Ｏ.Ｂｏｘ(中浅型１０２×４４)

天井埋込換気扇

空調換気扇

機械設備工事

機械設備工事

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後　電灯設備(電灯分岐)平面図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

０９

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



ＬＴ－１

防 防

2A

防 防

防

防

防

防

防

防 防

ランドリー室

ｂ
ｄ

ｄ

ｂ

ａ

ａ

ｅ

※防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）ケーブル用

記入なき配管配線は下記の通りとする。

にて耐火措置を施すこと。

注

（１Ｃアース）

壁立上り配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

ＥＭ－ＥＥＦ１.６－３Ｃ 天井内ころがし

ｆａ ｆ
ｆ

ｅｅｅｅｅｅｅ

ｅｅｅｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｆ
ｆｆ

は防火区画貫通措置(ケーブル用)を示す。

ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ
ｅ

ｅ

ｅ
ｂ

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)

下足入

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

事務室
受付兼

宿直室

前室

Ｍ脱衣室

廊下

Ｗ脱衣室

前室

リネン室兼物置

６人用

客室

4 5 6 7 81 2 3

A

B

C
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2,00010,50010,5008,0003,0003,4003,600
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,
0
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1
,
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,
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0

2
,
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1
,
6
0
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6
,
5
0
0

6
,
5
0
0

2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

客室
２人用

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
　　　 　(簡易宿舎)
改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

WC

ＤＮ

床の間

厨房

物入

風除室

自動販売機

ＨＷＣ

多目的

ホール

自動販売機

休憩室

渡り廊下

パントリー

ＷＷＣ

休憩コーナー

物入

ＭＷＣ

至 １号館

食堂Ａ

押入 押入

研修室

ホール

エントランス

事務室

食品庫

相談室

食堂Ｂ

物入

コーナー
自販機

a

b 通路誘導灯　

通路誘導灯　

避難口誘導灯　

ｄ

ｅ

ｆ

非常用照明

非常用照明

C級

C級

C級 片面型

両面型

片面型

低天井用 電池内蔵型

黒色塗装 電池内蔵型

記　号

凡　　　例

名　　　称 摘　　要

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後　非常照明・誘導灯設備平面図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１０

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



ＬＴ－１

防

LANＲＭEM

B D C

防

防

防防防防防防防防防

防 防 防 防 防 防 防 防

防

1 2 3 4

23
5

6

7 8 9

10
19 18 17

2E,WP

H=2300

H=300

H=2300

2E,ET 2E,ET 2E,ET1E,ET

1E,ET

H=2300

11

12 13

1E,ET

1E,ET

1E,ET

1E,ET 1E,ET

1E,ET

E E

EE

E

14

15

16

1E,ET

2E,ET

E

24

看板用電源

自販機用

H=2300

(MM1-B)

既存電灯盤

WiFi用 WiFi用

WiFi用

LANサーバー用

電源制御ボックス

火災通報装置用

WiFi用

WiFi用

ランドリー室

2E,ET

2E,ET

2E,ET

自動水栓用

20

21

22

洗濯機・ガス乾燥機用

Ｃ

※防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）ケーブル用

記入なき配管配線は下記の通りとする。

にて耐火措置を施すこと。

注

（１Ｃアース）

壁立上り配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ 天井内ころがし

は防火区画貫通措置(ケーブル用)を示す。

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)

32
MAC

MAC

41

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

事務室

受付兼宿直室

前室

Ｍ脱衣室

廊下

Ｗ脱衣室

前室

リネン室兼物置

６人用

客室

4 5 6 7 81 2 3
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C
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2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

客室
２人用

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
　　　 　(簡易宿舎)
改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

コーナー
自販機

休憩コーナー

事務室 相談室 研修室

食堂Ａ

自動販売機
パントリー

多目的

ホール

厨房

休憩室

食品庫
WC

食堂Ｂ

押入 押入

物入

自動販売機

ホール

エントランス

風除室

渡り廊下
埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ×１,Ｅ極付＋ＥＴ

埋込コンセント ２Ｐ１５Ａ×２,Ｅ極付＋ＥＴ

２Ｐ１５Ａ×２,Ｅ極付埋込コンセント

抜止めコンセント ２Ｐ１５Ａ×１,Ｅ極付

ジャンクションボックス Ｏ.Ｂｏｘ(１０２×４４)

記　号

凡　　　例

名　　　称 摘　　要

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後　電灯設備(ｺﾝｾﾝﾄ分岐)平面図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１１

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



ＡＭＰ

EM
Ｔ

LANＲＭ

H=2300

H=2300

H=2300

H=2300

2

H=300

１９インチ メインラック(サーバー): 別途工事
(内部収容の情報通信機器類は別途工事とする)
・光スプライスユニット、メディアコンバータ、
・スイッチングハブ、光ファイバコードほか

光ｹｰﾌﾞﾙ引込

防雨入線カバー

ＥＭ－ＩＥ　５.５　×１

(ＰＦ２８）
(ＰＦ２２）

光ｹｰﾌﾞﾙ引込
予備
接地（ＥＡｔ）

ＥＭ－ＩＥ　５.５　×１

(ＰＦ２８）
(ＰＦ２２）

光ｹｰﾌﾞﾙ引込
予備
接地（ＥＡｔ）

ランドリー室

ＥＤｔ

ＥＭ－ＩＥ５.５　×１(ＶＥ１６)

防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）ケーブル用

にて耐火措置を施すこと。

３．

記入なき配管配線は下記の通りとする。　

ＥＭ－ＵＴＰ０.５－４Ｐ　×１

壁内立下げ配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

ＥＭ－ＵＴＰ０.５－４Ｐ　×２

構内情報通信網設備

（ＰＦ１６）

ＵＴＰ

ＵＴＰ

１．

注

天井内ころがし

天井内ころがし

既存建物側(既存壁部分)は、適合する１種金属線ぴ（Ａ型）にて保護する。

（ＭＭ１－Ａ）

（Ｃａｔ６）

（Ｃａｔ６）

２．メインラック(サーバー)別途工事部分への各ケーブルは、それぞれ２ｍ程度

余長(巻き溜め)を見込むこと。

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)

下足入

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

事務室
受付兼宿直室前室

Ｍ脱衣室

廊下 Ｗ脱衣室前室

リネン室兼物置

６人用

客室
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2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

客室
２人用

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
　　　 　(簡易宿舎)
改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

コーナー
自販機

WC

ＤＮ

床の間

厨房

物入

風除室

自動販売機

ＨＷＣ

多目的

ホール

自動販売機
休憩室

渡り廊下

パントリー

ＷＷＣ

休憩コーナー

物入

ＭＷＣ

至 １号館

食堂Ａ

押入 押入

研修室

ホール

エントランス

事務室

食品庫

相談室

食堂Ｂ

物入

弱電端子盤

〈構内情報通信網設備〉

ＬＡＮ　モジュラジャック　天井埋込

ＬＡＮ　モジュラジャック　壁埋込 ８極８芯　Ｃａｔ．６

８極８芯　Ｃａｔ．６

ＬＡＮ ＬＡＮ　メインラック(サーバー) 別途工事

記　号

凡　　　例

名　　　称 摘　　要

ラック内収容機器類(別途工事)

無線ＬＡＮアクセスポイント(Wi-Fi) 別途工事

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後　構内情報通信網設備平面図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１２

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



Ａ
Ｍ
Ｐ

EM LANＲＭ

ＬＴ－１

防

ランドリー室

ＡＭＰ

ＲＭ

R

ＥＭ－ＨＰ１.２－５Ｐ 非常ﾘﾓｺﾝ
ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ ｽﾋﾟｰｶ回線

(ＭＭ１－Ｂ)

(ＭＭ１－Ｂ)

非常放送アンプ(壁掛型): 既存アンプ６０Ｗを撤去し
新規に１２０Ｗ, １０局＋一斉を新設する。
(WK-EK110A 同等品)
(既存配線を再接続する)

(WR-EC110A 同等品)非常放送リモコン(壁掛型): １０局＋一斉

ＥＭ－ＨＰ１.２－５Ｐ 非常ﾘﾓｺﾝ

R R

R R

ＥＭ－Ｓ-７Ｃ－ＦＢ テレビ共聴

テレビ共同受信設備: 端子盤内の２分岐器を３分岐器に取替え。

ＥＭ－Ｓ-７Ｃ－ＦＢ テレビ共聴

防

防

防
防 防

防 防 防 防

防防防防

防

ｄ

ｔ

ｄ

ｔ

(ＭＭ１－Ｂ)

ＥＭ－ＴＫＥＥ０.５－１０Ｐ 構内交換

ＥＭ－ＴＫＥＥ０.５－１０Ｐ 構内交換

Ｔ

Ｔ

防

卓上アンプ(６０Ｗ)、ミュージックレコーダー、スピーカ制御ボックス、電源制御ボックス

R

Ｃ

ＡＭＰ

火災通報装置(専用電話共)

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ ｽﾋﾟｰｶ回線

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ ｽﾋﾟｰｶ回線
WP

WP

防

防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）ケーブル用

にて耐火措置を施すこと。

記入なき配管配線は下記の通りとする。　

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｃ

壁内立下げ配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

拡声設備

１．

注

天井内ころがし

天井内ころがし

既存建物側(既存壁部分)は、適合する１種金属線ぴにて保護する。

１種金属線ぴＢ型

２．

テレビ共同受信設備

ＥＭ－Ｓ-５Ｃ－ＦＢ

は防火区画貫通措置を示す。

インターホン設備

ＥＭ－ＡＥ１.２－２Ｃ 天井内ころがし

構内交換設備(電話)

ＥＭ－ＥＢＴ０.４－２Ｐ 天井内ころがし

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

事務室

受付兼

宿直室

前室

Ｍ脱衣室

廊下

Ｗ脱衣室

前室

リネン室兼物置

６人用

客室

4 5 6 7 81 2 3

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

1
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0

1
0
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5
0
0
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,
0
0
0

2,500

2,200

2,00010,50010,5008,0003,0003,4003,600
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2,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500
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0
0

1
0
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0
0

2
1
,
0
0
0

1
,
6
0
0

2
,
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0
0

2
,
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0
0

1
,
6
0
0

6
,
5
0
0

6
,
5
0
0

2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

客室
２人用

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
　　　 　(簡易宿舎)
改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

コーナー

自販機

WC

ＤＮ

床の間

厨房

物入

風除室

自動販売機

ＨＷＣ

多目的

ホール

自動販売機
休憩室

渡り廊下

パントリー

ＷＷＣ

休憩コーナー

物入

ＭＷＣ

至 １号館

食堂Ａ

押入 押入

研修室

ホール

エントランス

事務室

食品庫

相談室

食堂Ｂ

物入

弱電端子盤

天井埋込スピーカ(ATT無)

非常放送リモコン １０局、壁掛型

丸形３Ｗ,金属ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ枠

アッテネータ

中継

記　号

凡　　　例

名　　　称 摘　　要

天井埋込スピーカ(ATT付)

１２０Ｗ １０局+一斉

直列ユニット

直列ユニット 端末

(ＣＦ-７Ｆ-７ＷＥ)

非常放送アンプ(壁掛型)

丸形３Ｗ,金属ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ枠

１Ｗ,金属プレート

(ＣＦ-７Ｆ-ＲＷＥ)

カメラ付玄関子機

モニター付親機

電話アウトレット ６極４芯ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

別途工事ボタン電話機

(取替え)

録画機能付

A1:S=1/100
A3:S=1/200

改修後　構内交換・拡声・インターホン・

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１３

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺
テレビ共同受信設備平面図



非常放送アンプ（１２０Ｗ、１０局）ＡＭＰ アッテネータ

新金属

０ .５Ｗ～６Ｗ

５段階

パネル

適合ボックス

入力容量

音量調整

入力インピーダンス

ＪＩＳ１個口用スイッチボックス

２０ｋ Ω～１ .６７ ｋΩ

１
２

０

７０ ４８

１ .６７ ｋΩ、３ .３ｋΩ、１０ｋ Ω

１２ｃｍコーンスピーカ

９４ｄＢ（１ｍ／１Ｗ）

１２０Ｈｚ～１５ｋＨｚ周波数特性

定格入力

入力インピーダンス

使用スピーカ

パネル

出力音圧レベル

アルミパンチング

〈１２ｃｍ〉

＜Ｌ級／１Ｗ＞

６Ｗ（１.６７ｋΩ）、３Ｗ（３.３ｋΩ）、１Ｗ（１０ｋΩ）

１
８

０
φ

８８.５１３４

音　量　調　整 ４段階 (ＡＴＴ付 )

天井埋込スピーカー（ＡＴＴ無） ＷＰ 防滴型スピーカ

天井埋込スピーカー（ＡＴＴ付） 〈１２ｃｍ〉

３ .３ｋΩ

８ｃｍコーンスピーカ

８９ｄＢ（１ｍ／１Ｗ）

１５０Ｈｚ～２０ｋＨｚ周波数特性

定格入力

入力インピーダンス

使用スピーカ

パネル

出力音圧レベル

アルミパンチング

密閉型　３Ｗ

ｄ カメラ付玄関子機ｔ モニター付インターホン親機

電　源

モニター

通話方式

材　質

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

約５型ワイドカラー液晶

１ .９ ＧＨｚ　ＴＤＭＡ－ＷＢ

本体：難燃 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂

拡声自動交互通話／プレストーク通話

電　源

通話方式

消費電流

形　状

材　質

備　考

モニター親機から供給

待機時 :ＤＣ２ｍＡ、動作時 :ＤＣ１３０ｍＡ

自動交互通話

壁取付（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

本体：難燃樹脂、シャンパンゴールド

防雨型、（Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｃ 　 ０ ９ ２０ 　 Ｉ Ｐ × ３ 相 当 ）

保護等級 ＩＰＸ２(ＪＩＳ Ｃ ０９２０)

＜Ｌ級＞

スピーカー（５局＋一斉）、ライン、増設

優先放送機能、緊急制御、非常放送時遮断回路内蔵

出　力

電　源

定格出力

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

６０Ｗ

入　力

リモコン

マイク×３、ライン×２、ページング、チャイム、緊急

５０Ｈｚ～２０ｋＨｚ周波数特性

機　能

卓上型デジタルアンプ(６０Ｗ)ＡＭＰＲＭ 非常リモコン（１０局）

ラックマウント金具付属

備　考 ＡＶライトグレー（マンセルＮ８近似色）

その他（付加機能） ライン入力（内蔵・ＳＤ音源ミキシング機能付き）

制御出力 動作中出力×１

制御入力 内蔵音源再生／ＳＤ音源再生×８

（ウエストミンスターの鐘、コールサイン他）

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ、ＤＣ２４Ｖ

記録メディア ＳＤ／ＳＤＨＣメモリーカード　

音源ファイル・記録時間 ２５５ファイル、最大１０５時間

内蔵音源 ８曲固定

電　源

ミュージックレコーダー

29.3

26.5

1
3
1

99

165 27

1
9
2

無線通話方式

スピーカー制御ボックス 電源制御ボックスＣ

電　源

適合ボックス

被制御電力

制御方式

適合コネクタ

ＪＩＳ３個口用スイッチボックス

ＤＣ２４Ｖブレイク又は無電圧メイク

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

ＸＬＲ４－１１Ｃ

最大　１２０Ｗ

1
2
0

162 40

ＤＣ２４Ｖ０．５ｍＡ（ＥＭＧ２４Ｖブレイク）

０．５ｍＡ（無電圧メイク）

３ｍＡ（２４Ｖメイク）

無電圧メイク

最大　１０Ａ

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

ＥＭＧ２４Ｖブレイク、２４Ｖメイク

ＪＩＳ３個用スイッチボックス適合ボックス

制御電流

制御方式

電流容量

電　源

163

1
1
5

35.5

１０局＋一斉（優先／一般　設定可）選択制御

地震放送表示、地震放送停止スイッチ緊急地震放送

５個：スピーカー回線まとめ／音源再生／外部制御出力ファンクションスイッチ

業務放送時　音量調節付き（操作パネル面）モニタースピーカー

ＤＣ２４Ｖ（壁掛形非常用放送設備より供給）電　源

停電放送可（本体に業務放送用蓄電池を内蔵時）その他

ハウリング防止機能付

ＣＵＤ認証製品

450 75

2
6
5

３種類：ウエストミンスターの鐘、他２種類チャイム音源

ＤＣ２４Ｖ　ニッケルカドミウム蓄電池非常電源部

５個：スピーカー回線まとめ／音源再生／外部制御出力ファンクションスイッチ

５回路外部制御入力

７種類：上り４音２種類、下り４音２種類、他３種類コールサイン

緊急放送、業務放送用１０種類内蔵メッセージ

　放送設備／非常放送点検、地震放送

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ電　源

マイク×２、ライン×３（マイク／ライン切換含む）、音声入力

チャイム、外部マイク、ＢＧＭ、ページング、緊急

１０局・１０回線局数・回線数

地震放送表示、地震放送停止スイッチ緊急地震放送

４ヵ国語「日本語＋英語＋中国語＋韓国語」に対応音声警報音源

各言語６４個内蔵

１２０Ｗ定格出力

（地下５階～２０階、ＥＬＶ、階段　他）

非常リモコン、マルチリモコンマイク、リモコンマイク

ＳＤ／ＳＤＨＣメモリーカード音源２種類（ＷＡＶ）

その他

リモコン接続

　閉館放送、停電放送、防犯放送、他

ＣＵＤ認証製品

停電緊急・業務放送用蓄電池を組込可能

450

6
6
4

150

A1:N.S
A3:N.S弱電機器姿図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１４

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



Ｐ ＢＰ ＢＰ Ｂ

ＥＭ Ｔ

※太線部分:今回工事

複合受信機（既存）　警戒区域名称内訳

警戒番号

１ 食堂側

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

備　考警戒区域名称

ホール側

健康増進ルーム

食堂側天井裏

ホール側天井裏

健康増進ルーム天井裏

渡り廊下

サウナＢ

サウナＡ

旧館 (１号館 ) (１０～１３)

２０Ｌ

２０Ｌ

〔防排煙〕

２

３

４～５

サウナＡ

サウナＢ

渡り廊下 防火戸

押釦 (女 )

(男 )押釦

予備

【改修前】

複合受信機（新設）　警戒区域名称内訳

警戒番号

１ 食堂側

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

備　考警戒区域名称

ホール側

旅館　受付兼事務室側

旅館　居室側

食堂側天井裏

ホール側天井裏

旅館　事務室側天井裏

旅館　居室側天井裏

渡り廊下

旧館 (１号館 ) (１０～１３)

〔防排煙〕

２～５ 予備

渡り廊下 防火戸

【改修後】

１１～１５ 予備

回線名称を変更

(小屋裏)

１階

２

ＡＣ１００Ｖ

「公衆浴場」事務室

火災報知設備　系統図

１

１号館

１０ １３～

５

４

８

３

７ ６

ＨＰ１.２－６Ｃ 自火報(Ｅ１９)

ＨＰ１.２－５Ｐ (Ｅ２５)
ＨＰ１.２－５Ｐ (Ｅ２５)

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ 副受信機

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ 自火報
ＨＰ１.２－６Ｃ (Ｅ１９)

９

１ １

渡り廊下

既存　「公衆浴場」(既存のまま)改修　「旅館」(用途変更)

受信機(複合盤): 新設
Ｐ型１級１５回線(自火報)

受付兼事務室

＋５回線(防排煙) 取替え取替え新設 新設

凡　　　　例

名　　　　称記　号 摘　　　　要 備　考

受 信 機 ( 複 合 盤 )

差 動 式 感 知 器 スポット型 ２種

煙 感 知 器 ２種光電式 (蓄積型)Ｓ

〃 特種定 温 式 感 知 器

Ω 終 端 抵 抗

Ｐ

機 器 収 容 箱

発 信 機

表 示 灯

埋込型

Ｐ型１級

Ｐ 組込

同 上 境 界 線

立 上 り ・ 立 下 げ

天井内ころがし配線

Ｎｏ 警 戒 区 域 番 号 １防排煙

Ｐ型１級１５回線＋５回線(防排煙)

Ｏ 定 温 式 感 知 器 〃 特種 防水型

定 温 式 感 知 器 １種

Ｏ

Ｂ

Ｂ

ベ ル

ＬＥＤ　

ＤＣ２４Ｖ

〃

１～１０自火報警 戒 区 域 番 号Ｎｏ

フラットリング型

フラットリング型

副 受 信 機 ２０回線

２種差 動 式 感 知 器 (小屋裏設置)

防水型〃

プ ル ボ ッ ク ス 既存

火災通報装置(応答確認ランプ付 ) 火災通報専用電話機

ＤＣ１２Ｖ ３００ｍＡ

２ｋｇ質量

最大負荷時：１５ＶＡ

外部供給電源

ＤＣ１２Ｖ ８００ｍＡｈ 鉛畜電池予備電源

消費電力

ＡＣ１００Ｖ ５０／ ６０Ｈｚ電源電圧

パナソニックＢＧＦ１１９7相当品 パナソニックBGＴ11９2相当品

使用電源

接続機器

DC12Ｖ　消費電流：3０ｍA（火災通報装置から供給）

600ｇ

火災通報装置 BGF1181,BGF1197

-5℃～+40℃使用周囲温度

質量

3
1
5

230 65

2
2
0

76 100

非常通報装置姿図 (参考図)

A1:N.S
A3:N.S改修後　火災報知設備系統図・凡例

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１５

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



ＡＭＰ

EM ＲＭ

防

(ＭＭ１－Ｂ)

副受信機(壁掛型): ２０回線

防防

防

防

ランドリー室

Ω

防

防防 防

防 防 防

Ｐ

Ｂ

０

０

０

０

０

ＰＢ

非常放送アンプと連動

火災通報装置(専用電話機共)

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

LAN

００

０

既存 既存 既存

既存既存既存既存

既存

既存 既存 既存

既存
Ω

Ｐ

Ｂ

１ ５

２ ６

９

１

Ω

既存既存

既存

Ω

既存既存

既存

既存
既存

３ ７

４ ８

取外し・再取け

取外し・再取け

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ 副受信機

ＥＭ－ＨＰ１.２－１０Ｐ 自火報

防

Ｔ

既存配線

既存配線既存配線

受信機(複合盤)新設: Ｐ型１級２０回線
自火報(１５回線)＋防排煙(５回線)
※既存受信機Ｐ型１級１５回線は撤去する
(既存配線を再使用して接続する)

機器収容箱(総合盤)取替え
埋込型
発信機Ｐ型１級: フラットリング型
表示灯: フラットリング型

機器収容箱(総合盤)取替え
埋込型
発信機Ｐ型１級: フラットリング型
表示灯: フラットリング型

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

(小屋裏) (小屋裏)(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏) (小屋裏) (小屋裏) (小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏) (小屋裏) (小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

既存
(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏) (小屋裏)

既存
(小屋裏)

※防火区画を貫通する配線は、防火区画貫通処理材（国交大臣認定品）ケーブル用

記入なき配管配線は下記の通りとする。

にて耐火措置を施すこと。

注

壁立上り配線は、適合する電線管（ＰＦ管）にて保護する。

ＥＭ－ＡＥ１.２－２Ｃ 天井内ころがし

は防火区画貫通措置(ケーブル用)を示す。

ＥＭ－ＡＥ１.２－４Ｃ

既存配線

天井内ころがし

１.

２.改修部の小屋裏感知器は既存のまま再使用する。(一部配線・結線替え)

改修部(①通り～④通り)の既存感知器撤去及び既存配線撤去を行い、図示の通り客室・居室その他に１.

【改修内訳】

感知器を新設する。

２.改修部(①通り～④通り)の小屋裏感知器及び配線は既存のまま再使用するものとし、一部配線の

新設及び感知器配線の接続替えを行う。

３.改修(①通り～④通り)建物用途変更に伴い警戒区域の見直しを行い、既存警戒区域番号の整理を行う。

４.改修に伴い経年劣化した受信機の更新(撤去・新設)、既存総合盤の更新(撤去・新設)を行う。

５.改修部の受付兼事務室に副受信機及び火災通報装置(専用電話機共)を新設する。

６.官公所への手続き、消防検査等の検査立会い諸費用は本工事に含むものとする。

平面図 A3:S=1/200

A1:S=1/100

(改修後)

事務室
受付兼

宿直室
リネン室兼物置

６人用

客室

4 5 6 7 83

3 4 5 6 7 8

A

B

C

1
0
,
5
0
0

1
0
,
5
0
0

2
1
,
0
0
0

2,200

2,00010,50010,5008,0003,0003,4003,600

61,000

2,5002,500

2,500 2,500 5,0002,5002,500

10,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

（既存仕上のまま）

宿泊者入口

廊下

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）
　　　 　(簡易宿舎)
改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

２人用

客室

４人用
客室

２人用

客室

４人用
客室 客室

４人用 ４人用
客室

コーナー

自販機

WC

ＤＮ

床の間

厨房

物入

風除室

自動販売機

ＨＷＣ

多目的

ホール

自動販売機
休憩室パントリー

ＷＷＣ

休憩コーナー

物入

ＭＷＣ

食堂Ａ

押入 押入

研修室

ホール

エントランス

事務室

食品庫

相談室

食堂Ｂ

物入

渡り廊下

至 １号館

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

前室

Ｍ脱衣室

廊下

Ｗ脱衣室

前室

1 2

A

B

C

1 2

2,500 2,5002,5002,5002,5002,500

1
0
,
5
0
0

1
0
,
5
0
0

2
1
,
0
0
0

1
,
6
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
6
0
0

6
,
5
0
0

6
,
5
0
0

2,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,000

客室
２人用

2,500

廊下

廊下

２人用

客室

２人用
客室

客室

２人用 ２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

２人用

客室

２人用
客室

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修後　火災報知設備平面図

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１６

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



渡り廊下

至 １号館

4,700 11,200 6,000

61,000

600

3,0006,2003,0002,7002,300

4,700

3 4 5 6 7 8

10,000 10,000

61,000

10,5008,00010,000 10,500 2,000

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS
物入 物入

サウナ

倉庫

健康増進ルーム

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室
エントランス

風除室

事務室

相談室 研修室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

浴室Ｂ

食堂Ａ 食堂Ｂ

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

ろ過循環

ポンプ室

トレーニング

ルーム

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸホール

多目的

ホール

脱衣室Ｂ
休憩コーナー

通用口

物入

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

9,700 600

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

A

B

C

21

ＤＮ

Ｍ便所 Ｗ便所

N

１階平面図 S=1/100

改修前

ろ過装置制御盤: 撤去

動力盤　　　: 移設再使用１Ｐ－１

ＣＶＴ１４　,Ｅ５.５　×５

ワイヤリングダクト: 撤去
(500　×300)

Ｍ

Ｍ

ＣＶＴ１４　,Ｅ５.５　 (Ｅ３１)
室外機配線: 撤去

×８か所

３Φ０.７５ｋＷ
排気ファン

３Φ０.７５ｋＷ
排気ファン

ＩＥ２.０×３,Ｅ２.０(ＰＦ２２)

ＩＥ２.０×３,Ｅ２.０(ＰＦ２２)

既存電灯盤　　　、既存動力盤　　　へ１Ｌ－１ ＰＬ－１

既存ケーブルラック (既存のまま)

既存電灯盤: 1L-1

既存動力電灯盤: PL-1

22

24

27 38

39

37

26 25

(既存配線接続替え)

既存ケーブルラック (既存のまま)

ＣＶＴ１４　,Ｅ５.５　×３

ＭＡＣ－５Ｒ,ＭＡＣ－６Ｒ,ＭＡＣ－７Ｒ→ＰＬ－１へ
既存配線:

34

35

ＥＭ－ＣＥＴ２２　,Ｅ５.５　
電灯盤: L-2 撤去

MAC
4R

5R

MAC

MAC

6R

7R

MAC

8R
MAC

MAC
3R

MAC

2R

MAC

1R

取外し

(再使用)

(再使用)

取外し

(再使用)

取外し

(再使用)

取外し

(再使用)

取外し

撤去

撤去

撤去

（既存仕上のまま）

２Ｅ

２Ｅ
ＷＰ

Ｅ

Ｅ

１．×印で示す機器類及び太線で示す配線は全て撤去する。

注

を行い報告すること。（各種目の試験・調整費は本工事に含む）

改修箇所においては、絶縁抵抗測定試験や各種機器の機能試験・調整

再使用可能な既存配線は絶縁抵抗測定を行い再利用するものとし、

不要となった既存配線については、原則として取外すこと。

ただしコンクリート内に埋込まれた配管は残置とする。

本工事の施工に当たっては諸状況（特に既存配管配線，器具の取付

状況等）を事前に充分調査し着手すること。

４．

３．記入なき撤去配線は下記の通りとする。　

ＩＶ２.０×２ （ＰＦ１６）

既存配線 （再使用）

２．

ＩＶ２.０×３ （ＰＦ１６)

Ｅ

Ｅ

ＥＥ

Ｅ

Ｅ

Ｌ－２既存電灯盤　　　撤去 壁掛型

ＭＣＣＢ３Ｐ５０ＡＦ/５０ＡＴ主幹:

分岐: ＥＬＣＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ　×８ (１００Ｖ)

(Ｗ６００×Ｈ１０００×Ｄ１５０)

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修前　幹線・動力・ｺﾝｾﾝﾄ設備平面図(撤去図)

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１７

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



渡り廊下

至 １号館

4,700 11,200 6,000

61,000

600

3,0006,2003,0002,7002,300

4,700

3 4 5 6 7 8

10,000 10,000

61,000

10,5008,00010,000 10,500 2,000

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS
物入 物入

サウナ

倉庫

健康増進ルーム ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室

エントランス

風除室

事務室

相談室 研修室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

浴室Ｂ

食堂Ａ 食堂Ｂ

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

ろ過循環

ポンプ室

トレーニング
ルーム

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸ

ホール

多目的

ホール

脱衣室Ｂ

休憩コーナー

通用口

物入

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

9,700 600

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

A

B

C

21

ＤＮ

Ｍ便所 Ｗ便所

N

１階平面図 S=1/100

改修前

14

既存電灯盤: 1L-1

3

3

3
3

10

11

17

16

18

11

8

10 9

A

B

既存(取外し・再取付)

既存(取外し・再取付)

既存

Ｖ

Ｖ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｘ

Ｘ×６

ＷＷ Ｗ
Ｗ

Ｘ ×６

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｗ Ｗ ＷＷ Ｗ Ｗ

Ｙ

Ｄ１×２

Ｄ２

Ｄ２

Ａ２×１６
Ｏ×３

Ｇ ×２０

Ｏ ×１０

Ｈ×７
Ｑ× １０

Ｈ× ３

ＦＬＲ４０形×２相当
　　

照明器具撤去内訳

一体型LED　トラフ型

Ａ２

Ｂ１

Ｂ２

Ａ１

Ｃ

記号

　　

脱衣室Ａ

× ２Ｆ

ニ

Ｂ２ × ８

× ２ 　　

脱衣室Ｂ

× ２Ｆ

ニ

Ｂ２ × ８

× ２

ニ× ２

ニ ×２

ニ

イ
イ

ロ

ロ

ハ ニ×３

名称・仕様

　　

照明器具撤去内訳

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｌ

Ｐ

記号

Ｄ１

Ｄ２

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

　　

照明器具撤去内訳

ロ

ハ

ニ

イ

ホ

記号

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

ＦＨＦ３２形×２相当一体型LED　トラフ型

ＦＬＲ１１０形×２相当一体型LED　埋込型

一体型LED　埋込型 ＦＨＦ３２形×１相当

一体型LED　埋込型 ＦＨＦ３２形×２相当

一体型LED　逆富士型ＦＨＦ３２形×２相当

一体型LED　逆富士型ＦＨＦ３２形×１相当

一体型LED　直付・防湿型 ＦＨＦ３２形×２相当

一体型LED　トラフ型ＦＨＦ３２形×２相当

高出力

定格出力

直管型LED　間接照明用 ＦＬＲ４０形×１相当

一体型LED　埋込型 ＦＨＰ４５形×３相当

LEDシーリングライト　直付型、乳白カバー

一体型LED　埋込型 ＦＬ２０形×５相当 乳白カバー

一体型LED　片反射笠付、直付型ＦＨＦ３２形×１相当

名称・仕様 名称・仕様

一体型LED　ミラーライト ＦＬＲ４０形×１相当

一体型LED　流し元灯 ＦＬ２０形×１相当

殺菌灯　パイプ吊型 ＧＬ６形×１相当

LED　ダウンライト

LED　ダウンライト 埋込穴:１００□、木製枠

埋込穴:１５０□

LED　ブラケット

LED　ブラケット

一体型LED　埋込型 ＦＨＰ２３形×４相当

６００□

３５０□

LED　ブラケット

LED　ブラケット

LED　ブラケット　防湿型

LED　高天井ダウンライト　防湿・防雨型 Φ２００

LED　ブラケット　防湿型、

乳白カバー

LED　ブラケット　防湿型、ＩＬ６０形×３相当

ＩＬ６０形×１相当

ＩＬ４０形×４相当

乳白カバー

LED避難口誘導灯

LED通路誘導灯

Ｂ級、直付型、片面型

Ｂ級、直付型、両面型

Ｂ級、直付型、片面型LED通路誘導灯

LED非常照明

LED非常照明

埋込型

(電池内臓)

(電池内臓)

(電池内臓)

(電池内臓)

(電池内臓)直付型、防湿型

１．

×印で示す照明器具、太線で示す配線及び配線器具類は全て撤去する。

注

を行い報告すること。（各種目の試験・調整費は本工事に含む）

改修箇所においては、絶縁抵抗測定試験や各種機器の機能試験・調整

再使用可能な既存配線は絶縁抵抗測定を行い再利用するものとし、

不要となった既存配線については、原則として取外すこと。

ただしコンクリート内に埋込まれた配管は残置とする。

本工事の施工に当たっては諸状況（特に既存配管配線，器具の取付

状況等）を事前に充分調査し着手すること。

４．

３．記入なき撤去配線は下記の通りとする。　

ＩＶ２.０×２ （ＰＦ１６）

既存配線 （再使用）

２．

ＩＶ２.０×３ （ＰＦ１６）

ＩＶ２.０×４ （ＰＦ２２）

ＩＶ２.０×５ （ＰＦ２２）

Ｘ

　

　

前　室

ニ

Ｏ × ６

× １

　　

浴室Ｂ

× ５Ｗ

Ｘ

Ｖ

Ｙ

× ４

× ８

× ７

ホ × ２

　　

浴室Ａ

× ５Ｗ

Ｘ

Ｖ

Ｙ

× ４

× ８

× ７

ホ × ２

ロ ロ

（既存仕上のまま）

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修前　電灯設備(電灯分岐)平面図(撤去図)

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１８

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



渡り廊下

至 １号館

4,700 11,200 6,000

61,000

600

3,0006,2003,0002,7002,300

4,700

3 4 5 6 7 8

10,000 10,000

61,000

10,5008,00010,000 10,500 2,000

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS
物入 物入

サウナ

倉庫

健康増進ルーム

ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室 エントランス

風除室

事務室

相談室

研修室

物入 床の間

押入 押入

休憩室

食品庫
WC

厨房

パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

浴室Ｂ

食堂Ａ 食堂Ｂ

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

ろ過循環

ポンプ室

トレーニング

ルーム

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸ
ホール

多目的

ホール

脱衣室Ｂ

休憩コーナー

通用口

物入

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

9,700 600

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

A

B

C

21

ＤＮ

Ｍ便所 Ｗ便所

洗面器改修(別途工事)

N

１階平面図 S=1/100

改修前

Ａ
Ｍ
Ｐ

非常放送アンプ(壁掛型)撤去
６０Ｗ, １０局＋一斉

既存(取外し・再取付)

ＳＰ－１

ＳＰ－１

ＳＰ－１

ＳＰ－３

ＳＰ－２

ＳＰ－３

ＳＰ－２

Ｒ

Ｒ

ＡＭＰ

ＳＰ－１

ＳＰ－２

ＳＰ－３

Ｒ

記 号 名 称 備 考

凡 　 例

天井埋込スピーカー 丸形 ３Ｗ

既存のまま再使用

非常放送アンプ 壁掛型、６０Ｗ　１０局＋一斉

天井埋込スピーカー

壁掛スピーカー

アッテネーター

既存天井埋込スピーカー

防滴型、丸形 ３Ｗ

防滴型、５Ｗ

１Ｗ

丸形 ３Ｗ

テレビ直列ユニット

乾電池式壁掛時計 丸形 ３１０Φ

中継・端末

１．×印で示す機器類及び太線で示す配線は全て撤去する。

注

を行い報告すること。（各種目の試験・調整費は本工事に含む）

改修箇所においては、絶縁抵抗測定試験や各種機器の機能試験・調整

再使用可能な既存配線は絶縁抵抗測定を行い再利用するものとし、

不要となった既存配線については、原則として取外すこと。

ただしコンクリート内に埋込まれた配管は残置とする。

本工事の施工に当たっては諸状況（特に既存配管配線，機器類の取付

状況等）を事前に充分調査し着手すること。

４．

３．記入なき撤去配線は下記の通りとする。　

既存配線 （再使用）

２．

ＨＩＶ１.２×３（ＰＦ１６）

Ｓ-５Ｃ－ＦＢ （ＰＦ内）

・拡声設備(非常放送設備)

・テレビ共同受信設備

（既存仕上のまま）

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修前　弱電設備平面図(撤去図)

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

１９

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺



渡り廊下

至 １号館

4,700 11,200 6,000

61,000

600

3,0006,2003,0002,7002,300

4,700

3 4 5 6 7 8

10,000 10,000

61,000

10,5008,00010,000 10,500 2,000

サウナ

浴室Ａ

脱衣室Ａ

PS
物入 物入

サウナ

倉庫

健康増進ルーム
ＷＷＣ ＭＷＣ

ＨＷＣ

廊下

下足室

エントランス

風除室

事務室 相談室 研修室

物入
床の間

押入 押入 休憩室

食品庫

WC

厨房パントリー

物入

自動販売機

自動販売機

浴室Ｂ

食堂Ａ 食堂Ｂ

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

ろ過循環
ポンプ室

トレーニング
ルーム

ﾌﾛﾝﾄ

ｸﾛｰｸ

ホール

多目的

ホール

脱衣室Ｂ

休憩コーナー

通用口

物入

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

9,700 600

10
,5

00
10

,5
00

21
,0

00

A

B

C

21

ＤＮ

Ｍ便所 Ｗ便所

N

１階平面図 S=1/100

改修前

Ａ
Ｍ
Ｐ

１５０℃１５０℃

Ｐ Ｂ

Ｐ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｓ

００

０

Ｓ

０

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｓ Ｓ

０ ０

０

０ ０

Ｓ

Ｓ

ＥＲ

Ｓ

ＥＲ

ＨＰ

ＨＰ

２

１

７

１
３

サウナ B

８
サウナ A

９

既存のまま
(小屋裏) (小屋裏)

既存のまま
(小屋裏)

既存のまま

既存のまま既存のまま既存のまま既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のまま

取外し・再取け

ＨＰ０.９－１０Ｐ (Ｅ２５) 自火報

ＨＰ

ＨＰ

ＨＰ

ＨＰ

６ ５

４

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)
既存のまま

(小屋裏)
(小屋裏)

既存のまま

(小屋裏)
既存のまま (小屋裏)

既存のまま

(小屋裏)
既存のまま

(小屋裏)
既存のまま

(小屋裏)
既存のまま

(小屋裏) (小屋裏) (小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏) (小屋裏) (小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏)

(小屋裏) (小屋裏)

(小屋裏) (小屋裏)

取外し・再取け

取外し・再取け

受信機(複合盤)撤去: Ｐ型１級１５回線

総合盤(機器収容箱)撤去: 埋込型（既存仕上のまま）

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

Ω

１．×印で示す機器類及び太線で示す配線は全て撤去する。

注

を行い報告すること。（各種目の試験・調整費は本工事に含む）

改修箇所においては、絶縁抵抗測定試験や各種機器の機能試験・調整

再使用可能な既存配線は絶縁抵抗測定を行い再利用するものとし、

不要となった既存配線については、原則として取外すこと。

ただしコンクリート内に埋込まれた配管は残置とする。

本工事の施工に当たっては諸状況（特に既存配管配線，機器類の取付

状況等）を事前に充分調査し着手すること。

４．

３．記入なき撤去配線は下記の通りとする。　

既存配線

（再使用）

２．

ＡＥ０.９－２Ｃ

ＡＥ０.９－４Ｃ

ＨＰ０.９－２Ｃ

ＨＰ１.２－３Ｃ

（再使用）

Ω

A1:S=1/100
A3:S=1/200改修前　火災報知設備平面図(撤去図)

設計者

設計年月日 Ｅ－

担 当検 図承 認

２０

図面番号工事名称 矢板市城の湯温泉センター改修工事

図面名称／縮尺









案内図・配置図

工事名称

設計者
担 当検 図承 認

図面番号

設計年月日

図面名称／縮尺

改修

Ｎ

Ｎ

N

ふれあい館
城の湯やすらぎの里

ひだまりの里
特別養護老人ホーム

カワチ薬品

↓至
さ
く
ら
市

←
至塩谷町

申請地

内
川

矢板消防署
塩谷広域行政組合消防本部

国際医療福祉大学塩谷病院

矢板土木事務所

栃木県庁塩谷庁舎

東
北
自
動
車
道

47

E4

E4

47

申請地ふれあい館
城の湯やすらぎの里

東
北
自
動
車
道

E4

E4

ひだまりの里
特別養護老人ホーム

M - 04

5,400

１号館

調整池

渡り廊下

14,00
0

3,500
7,000

3,500

3,500
3,500

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

受水槽

歩道

歩道

矢
板
市
道
　
幸
岡
1号

線

法
42条

1項
1号

道
路

浄化槽
上屋

隣
地
境
界
線

(1
8.
95
2)

隣地境界線(19.69
6)

隣地境界線(15.05
4)

隣
地
境
界
線
(1
6.
70
9)

道
路
境
界
線

(30.601)

道
路
境
界
線
(47.201)

道
路
境
界
線
(28.923)

隣地境界線(9.8
70)

隣地境界線(762)

隣地境界線(701)

隣地境界線(42.041)

隣
地
境
界
線
(16.254)

隣地境界線(32.399)

隣
地
境
界
線
(1
6
.5
09
)

▽
道
路
中
心
線

隣
地
境
界
線
(2
6.
37
8)

隣地境界線(32.1
27)

隣地境界線(32.88
6)

隣
地
境
界
線
(13.375)

隣
地
境
界
線
(16,516)

２号館

配置図 A3:S=1/600

A1:S=1/300

広域案内図

拡大案内図
A1:S=1/3000

A3:S=1/6000

A3:S=1/14000

A1:S= 1/7000

ボイラー室
詳細図参照

２号館改修範囲
平面図参照

貯湯槽
詳細図参照

矢板市城の湯温泉センター改修工事



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

改修

SGP-VB上記以外

埋設配管

給水管

給水管
V

SGP-VDJWWA K 116水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 125A以上SGP-FVD

JWWA K 116水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

雑排水管 硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6741 VP

給水・給湯栓・混合栓

散水栓

MT型　　L=400

仕切弁に同じ

水抜栓

埋設仕切弁

MT

GV

給水－50A以下管端防食コア付、65A以上ナイロンライニング

給湯－SUS製　その他－50A以下BC、65A以上FC

GV

仕切弁
水道直結部・ポンプ加圧部 JIS 10K

その他 JIS 5K

ガス管G

給湯管(送り)

給湯管(返り) 一般配管用ステンレス鋼管 拡管接合JIS G 3448

JIS G 3452 SGP-白配管用炭素鋼管

JIS G 3448 拡管接合一般配管用ステンレス鋼管

通気管 硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6741 VP

パッケージエアコン(セパレート) ルームエアコンビル用マルチ

空調機二次側配線　要領図

施工要領図施工要領図

使用材料　及び　備考

凡　例

名称記号

室内機

※電源(電気工事)

R

室内機

電源(電気工事)

室内機

※※

R
リモコンスイッチ
(ワイヤード)

電源(電気工事)

リモコンスイッチ
(ワイヤード)

R

電源(電気工事)

室外機

室外機室外機

室内機
(親機)

リモコンスイッチ
(ワイヤレス)

ボルト固定タイプ (c)スリークッション

冷媒管保温工事　要領図 建物導入部変位吸収　要領図空調室内機振れ止め吊り　要領図

※　　　　　は電気工事の施工範囲とする。

※図示配線は参考とし、採用する空調機メーカー仕様の通り施工すること。

※　　　　　は電気工事の施工範囲とする。

※図示配線は参考とし、採用する空調機メーカー仕様の通り施工すること。 ※図示配線は参考とし、採用する空調機メーカー仕様の通り施工すること。

※　　　　　は電気工事の施工範囲とする。

※配線種類は自動制御設備図を参照のこと。※配線種類は自動制御設備図を参照のこと。※配線種類は自動制御設備図を参照のこと。

ステンレスラッキング

雄ねじアンカー

（屋内） （屋外）

（屋外）（屋内）

〔立面〕

外壁貫通部固定

G.L

外壁貫通部固定

〔平面〕

ドレン管　硬質塩化ビニ－ル管（VP）

架橋ポリエチレン30倍発泡@10mm

室内機電源線  EM-EEF　2.0mm2-3C
アース線　EM-IE　2.0mm

架橋ポリエチレン30倍発泡@20㎜

断熱材被覆銅管（ガス側）

断熱材被覆銅管（液側）

室外機用動力配線（電気工事）

外装材

屋外露出部

外装材

※監督員と協議の上設置する。

室内機(天井カセット形)

吊り金具

△CL

全ねじボルトW3/8

固定金具×12ヶ所

４５゜±１５゜

※4面施工

機器用基礎　施工要領図（建築工事）

(土間の場合)

屋外埋設配管布設　要領図

D+400

▽設計GL

良質発生土

D
1
0
0

1
0
0

1
5
0

山砂

一般部

6
0
0

埋設シート

給水管 排水管

一般部

良質発生土

山砂

hH

1
0
0

H＜1000の場合：D+400
1000≦H＜1500の場合：D+800

※機械設備工事標準図、基礎施工要領を参照のこと。

※詳細仕様は監督員と協議すること。

※Hは凍結深度以上とする。

100以上

20
t

アンカーボルト(ダブルナット・ワッシャー共)

防振ゴム15㎜

鉄筋 D10-200@もしくはワイヤーメッシュ

コンクリート Fc=21N/mm2

砂利 C-40程度 10
0

H
15
0以

上

GL▽

3
00
以
上

凡 例

発生土（良質土）埋め戻し、締め固め共

切込砕石（40～0）

砂地業（山砂）締め固め、水締め共

注記事項

１．埋め戻しに使用する発生土は堀削時に発生する従前の路盤材、

３．堀削時に消去した区画線や路面表示の復旧をすること。

２．埋め戻しは１層 30cm以内とし、各層毎に十分な転圧を行うこと。

　　砂質土等の良質なものを使用すること。

凡例・施工要領図 A3:S=N･S
A1:S=N･S

M - 05

矢板市城の湯温泉センター改修工事

亜鉛鉄板製　矩形：アングルフランジ工法　　丸形：スパイラルダクト　（一部SUS製）

亜鉛鉄板製　矩形：アングルフランジ工法　　丸形：スパイラルダクトダクト(空調還気)RA

125A以上SGP-FVD

SGP-VB上記以外

埋設配管

給水管

給水管
V

SGP-VDJWWA K 116水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

JWWA K 116水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

雑排水管 硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6741 VP

屋外排水管 硬質ポリ塩化ビニル管 JIS K 6741 VP

給湯管(返り)

給湯管(送り)

配管用炭素鋼管 SGP-白JIS G 3452G ガス管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

JWWA K 140

JWWA K 140 HVA

HVA

JIS G 3452 SGP-白配管用炭素鋼管

JIS G 3452 SGP-白配管用炭素鋼管

H

HR

温水管(送り)

温水管(返り)

OW 温泉管 JIS K 6776 HTVP耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管

HVAJWWA K 140耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管ろ過管・ジェット管

配管用炭素鋼管 SGP-白JIS G 3452バイブラ管

ダクト(換気排気)EA

ダクト(換気外気)OA 亜鉛鉄板製　矩形：アングルフランジ工法　　丸形：スパイラルダクト

D ドレン管 硬質ポリ塩化ビニル管 VPJIS K 6741屋外配管

R 冷媒管 (JIS G 3300)断熱材被覆銅管

下記は撤去に適用 (参考仕様)

亜鉛鉄板製　矩形：アングルフランジ工法　　丸形：スパイラルダクト

亜鉛鉄板製　矩形：アングルフランジ工法　　丸形：スパイラルダクト

D ドレン管 硬質ポリ塩化ビニル管 VPJIS K 6741屋外配管

R 冷媒管 (JIS G 3300)断熱材被覆銅管

地中埋設標 アスファルト部：鉄製　　土間部：コンクリート製

ダクト(換気排気)

ダクト(換気外気)

EA

OA

亜鉛鉄板製　矩形：アングルフランジ工法　　丸形：スパイラルダクトダクト(空調還気)RA

小口径インバート桝 塩ビ製　　一般部：塩ビ製蓋　　車道部：塩ビ内蓋＋防護ハット



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

改修

改修後　機器表（１） A1:S=N･S
A3:S=N･S

1

(内)

(外)

kW冷房時 暖房時 kW

圧 縮 機

送 風 機

消費電力

付 属 品

冷房能力 kW定格能力 kW暖房能力

直入200空冷ヒートポンプ式インバータータイプ型 式パッケージ型空気調和機ACP-2

シングル　天井カセット1方向形

5.6 6.3

1.05

1.37 1.55

0.050

0.080

6人用客室(RAS-AP615SSM)

設置場所・系統

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号 名　　称設置場所・系統

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号 名　　称

1 形 式 3 200 直入ACP-1 屋外

機 器 表(新設)機 器 表(新設)

1

M - 06

矢板市城の湯温泉センター改修工事

ACR-1 型 式 空冷ヒートポンプ式インバータータイプ 200 直入

暖房能力 kW定格能力 kW冷房能力

付 属 品

消費電力

送 風 機

圧 縮 機

1

(内)

(外)

kW冷房時 暖房時 kW

18

シングル　天井カセット1方向形

ルームエアコン 2･4人用客室

3.6 4.8

0.95

1.030 1.460

(RAP-36SC2)

0.040

0.025

0.025

0.040

ルームエアコン

シングル　天井カセット1方向形

kW暖房時冷房時 kW

(外)

(内)

1

圧 縮 機

送 風 機

消費電力

付 属 品

冷房能力 kW定格能力 kW暖房能力

直入200空冷ヒートポンプ式インバータータイプ型 式1ACR-2 (RAP-28SC2)宿直室

2.8 4.0

0.75

0.685 1.050

化粧パネル、ワイヤレスリモコン、転倒防止金具、標準品一式

化粧パネル、ワイヤレスリモコン、転倒防止金具、標準品一式

パッケージ型空気調和機

パッケージ型空気調和機

パッケージ型空気調和機

パッケージ型空気調和機

冷房時 kW暖房時kW

付 属 品

消費電力

送 風 機

圧 縮 機

kWkW冷房能力 暖房能力定格能力(室外機) 61.5 69.0

20.4 21.6

吸込網、転倒防止金、冷媒分岐管、標準品一式共

11.5+8.48

(0.19×2)

(0.23×2)

kW kW暖房能力(室内機)

形 式

冷房能力定格能力

送 風 機

消費電力

付 属 品

1 200 直入

kW暖房時冷房時 kW

天井カセット2方向形

化粧パネル、標準品一式共

化粧パネル、標準品一式共

0.0900.090

9.08.0

天井カセット2方向形1ACP-1-1

kW冷房時 暖房時 kW

直入2001

付 属 品

消費電力

送 風 機

定格能力 冷房能力

形 式

(室内機) 暖房能力 kWkW

ACP-1-2 4

6.3 7.5

0.060 0.050

0.057

0.057

(RCID-GP80K2)

(RCID-GP63K2)

0.050

化粧パネル、標準品一式共

kW冷房時 暖房時 kW

直入2001

付 属 品

消費電力

送 風 機

定格能力 冷房能力

形 式

(室内機) 暖房能力 kWkW

ACP-1-3 3 天井カセット1方向形

4.0 4.8

0.050

0.050

(RCIS-GP40K2)

W脱衣室

M脱衣室

自販機コーナー

高効率サイドフロータイプ

ビル用マルチ  空冷ヒートポンプ式インバータータイプ

廊下

宿泊者入口

(RCIS-GP63RSHJ6)

kW kW暖房能力

形 式

冷房能力定格能力

送 風 機

消費電力

付 属 品

1 200 直入

kW暖房時冷房時 kW

MAC-32 天井埋込ダクト形

16.0 18.0

0.290

(RPI-AP160K1)

0.049 0.049

標準品一式共

エントランスホール(1)

(既存室内機再利用)

(ACP-1系統に組込)

パッケージ型空気調和機

各室運転/停止、温度設定、運転モード切替、風速/風向設定、タイマー機能他個別リモコン (PCARFG1)

パッケージ型空気調和機 (RCIS-GP40RSHJ6)1 受付兼事務室

0.050

0.55

4.03.6

ACP-3 1

(内)

(外)

kW冷房時 暖房時 kW

圧 縮 機

送 風 機

消費電力

付 属 品

冷房能力 kW定格能力 kW暖房能力

直入200空冷ヒートポンプ式インバータータイプ型 式

シングル　天井カセット1方向形

1.37 1.55

0.050

標準品一式共

標準品一式共

化粧パネル、ワイヤードリモコン、転倒防止金具、吸込網

化粧パネル、ワイヤードリモコン、転倒防止金具、吸込網

4



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

改修

A1:S=N･S
A3:S=N･S

自販機コーナー0.044 (VD-20ZB13)低騒音タイプFE-4

m3/h

φ

1001形 式 直入消費電力

Pa

付 属 品

機外静圧

風 量

ダクト接続径

天井扇

150

90

防振吊金具、標準品一式

180

0.026

0.020

60

100

2人用部屋14 (VD-15ZXP13-C)FE-3

防振吊金具、標準品一式

低騒音インテリア格子タイプ天井扇

ダクト接続径

風 量

機外静圧

付 属 品

Pa

消費電力 直入形 式 1 100

φ

m3/h

80

80

120

180

4 4人用部屋 (VD-18ZX13-C)FE-2

m3/h

φ

1001形 式 直入消費電力

Pa

付 属 品

機外静圧

風 量

ダクト接続径

天井扇 低騒音インテリア格子タイプ

150

防振吊金具、標準品一式

6人用部屋

防振吊金具、標準品一式

90

150

0.042 (VD-20ZX13-C)低騒音インテリア格子タイプ天井扇FE-1 1

ダクト接続径

風 量

機外静圧

付 属 品

Pa

消費電力 直入形 式 1 100

φ

m3/h

宿直室

受付兼事務室

30

HEU-3

m3/h

φ

1001形 式 直入消費電力

Pa

付 属 品

機外静圧

風 量

ダクト接続径

全熱交換ユニット (VL-100ZS3)天井カセット形　フラットインテリアパネルタイプ

100

80

1 0.039

コントロールスイッチ、防振吊金具、標準品一式

コントロールスイッチ、防振吊金具、標準品一式

0.0391

80

60

100

天井カセット形　フラットインテリアパネルタイプ (VL-100ZS3)HEU-2 全熱交換ユニット

ダクト接続径

風 量

機外静圧

付 属 品

Pa

消費電力 直入形 式 1 100

φ

m3/h

M脱衣室

W脱衣室

コントロールスイッチ、防振吊金具、標準品一式

90

210

(LGH-N50RHP)0.239天井埋込形　顕熱交換タイプ2HEU-1

m3/h

φ150

1001形 式 直入消費電力

Pa

付 属 品

機外静圧

風 量

ダクト接続径

全熱交換ユニット

設置場所・系統

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号 名　　称

改修後　機器表（２）・器具表

機 器 表（新設）

壁付　シングルレバー式混合水栓 TKS05311J

洗面器一体形カウンター

洗面器一体形カウンター

付属品参考品番

1 1

自
販
機
コ
ー
ナ
ー

廊
下

4

2

Ｍ
脱
衣
室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｗ
脱
衣
室

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

2 2

3 3

1 1

参考品番

MC60C1663ﾇPA13W

MC60C1675ﾇPA13BW

YM4575F

JSV0812ULW3BK

450×750

SSGFS　IKA00化粧鋼板複合パネル　800×1200

折戸　照明付　タオル掛け　換気口無

壁付けサーモ付きシャワー金具

シャワーユニット

2

2

6

8

耐食鏡

内　容名　称

化粧鏡

合　

計

器 具 表（新設）

機 器 表（新設）

名　　称記　　号

kW φ V 起動

台数 備　　　考仕　　　　　様

電気仕様

設置場所・系統

M - 07
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TLE28SS2A　T7W34　TLK08S04J　MFT3C1669DDNB12W

TLE28SS2A　T7W34　TLK08S04J　MFT3C1669DDNB12W

間口1675㎜　2連　壁給水　床排水

サーモ付自動水栓(100V)

オート水石けん入れ　フロントパネル

間口1663㎜　2連　壁給水　床排水

サーモ付自動水栓(100V)

オート水石けん入れ　フロントパネル

給気グリル×1(PZ-N20FGP3)、排気グリル×3(P-18GL6)

(弱ノッチ運転)

防振吊金具、標準品一式

150

天井扇

ダクト接続径

風 量

機外静圧

付 属 品

Pa

消費電力 直入形 式 1 100

φ

m3/h

低騒音タイプ

リネン室

ランドリー室 (VD-23ZB13)

345

100

2FE-5 0.074

2

14

5

(P-13GLF6)

(P-18GLF6)

100

150

OAG-2 格子タイプ　フィルター付　風量調節機構付 各室

標準品一式

給排気グリル － －－ －

付 属 品

ダクト接続径 φ

形 式

形 式

φダクト接続径

付 属 品

－－ －－OAG-1 給排気グリル

標準品一式

各室格子タイプ　フィルター付　風量調節機構付

流し台 W1200×D550×H800 GKF-S-120MYN(R） 1 1

洗濯機用水栓 緊急止水付　ワンタッチ式

AC100V　5Wx2(水栓)

AC100V　4Wx2(水石けん)

AC100V　5Wx2(水栓)

AC100V　4Wx2(水石けん)

AC100V　9W(照明)

ラ
ン
ド
リ
ー
室

3 3

TW11GR

ハンマーセーフ



ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR

ACP
1

MAC
8R

7R
MAC

MAC
6R

5R
MAC

MAC
4R

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用

ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACPACP
2 3

ACR
21111111111

11111111

図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A3:S=1/200
A1:S=1/100

改修

32
MAC

MAC
41

1-2
ACP ACP

1-3

1-2
ACP

1-2
ACP

1-3
ACP

1-3
ACP

自販機
コーナー ｽﾛｰﾌﾟ

ホール

エントランス

事務室 相談室 研修室

物入

押入押入

食堂Ａ 食堂Ｂ

食品庫

休憩室

多目的

ホール

自動販売機

風除室

ＨＷＣ

物入

物入

パントリー

厨房

床の間

ＤＮ

至 １号館

ＷＷＣ

休憩コーナー

ＭＷＣ

自動販売機

渡り廊下

WC

客室
６人用

客室客室客室

客室
２人用

客室

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室

客室
２人用

客室

客室
２人用２人用

客室

客室

2,500

客室

宿直室

（既存仕上のまま）

FL+150

31,000

5,500 10,500 10,500 2,0002,500

10,000 10,000 10,000

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 5,0002,5002,500

6,
50
0

1
,6
00

2,
40
0

2,
40
0

1
,6
00

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

61,000

3,600 3,400 3,000 8,000 10,500 10,500 2,000

2,200

2,500

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

C

B

A

87654321

C

B

A

321 87654

②

前室

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

6,
50
0

25

廊下

FL±0

⑤

25

宿泊者入口

下足入

既設配管に接続

既設空調機に接続

19.1

冷媒配管リスト

④

記号

①

②

③

ガス管

⑤

⑥

液管

φ φ28.6

9.5

12.725.4

22.2 φ

φ

φ

φ

15.9

φ12.7 6.4

φ 9.515.9 φ

φ

6.49.5 φ φ

9.5 φφ

⑦

①⑥ 25

⑥ 25

⑥25

③ ④

①

②

③

4040

25 ⑥

既設冷媒管に接続×5

 ⑦､20

 ⑦､20

 ⑦､20

 ⑦､20

 ⑦､20

 ⑦､20 ⑦､20

⑦､20

⑦､20

⑦､20

⑦､20

⑦､20

⑦､20

⑦､20 ⑦､20

⑦､20

①

ACP

ACP

Ｍ脱衣室

①

2
5 Ｗ脱衣室

25

HEU
1

1
HEU廊下

廊下

⑥ 25

⑥25

①

前室

M - 08

1-1

1-2

⑦､20

 ⑦､20

【特記事項】

・機器の設置については耐震について考慮すること。

・ドレンは土間(玉砂利敷)に放流する。

・リモコンスイッチは監督員と協議の上取付位置を決定する。

・屋外露出冷媒管はステンレス鋼板にてラッキング。

・はつり補修は最小限とし極力既設配管穴を再使用とする。

・コンクリート部の配管貫通用穴あけはダイヤモンドカッターを使用のこと。

・室外機のコンクリート基礎は建築工事とする。

・再利用する公衆浴場系統の冷媒管は内部洗浄を行う。

・防火区画貫通部は認定工法とする。(図示●印)

●

● ●

③ ③ ③ ④ ③

改修後　空調設備（配管）　平面図

受付兼
事務室

改修なし：用途「公衆浴場」　既存のまま改修範囲：用途変更申請「旅館(簡易宿泊所)」

矢板市城の湯温泉センター改修工事

⑥

⑤

25､⑥

⑥､25

20､⑦

3
0

客室
２人用

●
●
●
●
●

114条区画(強化天井部)貫通×5

ランドリー室

４人用 ４人用 ４人用 ４人用 ２人用 ２人用 ２人用 ２人用

リネン室



ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR

ACP
1

MAC
8R

7R
MAC

MAC
6R

5R
MAC

MAC
4R

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用

ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACR ACPACP
2 3

ACR
21111111111

11111111

図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A3:S=1/200
A1:S=1/100

改修

32
MAC

MAC
41

1-2
ACP

1-2
ACP

1-3
ACP

1-3
ACP

自販機
コーナー ｽﾛｰﾌﾟ

ホール

エントランス

物入

押入押入

食品庫

休憩室

多目的

ホール

自動販売機

風除室

ＨＷＣ

物入

物入

パントリー

厨房

床の間

ＤＮ

至 １号館

ＷＷＣ

休憩コーナー

ＭＷＣ

自動販売機

渡り廊下

WC

客室客室客室

客室
２人用

客室

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室

客室
２人用

客室

客室
２人用２人用

客室

客室

2,500

客室

宿直室

（既存仕上のまま）

FL+150

31,000

5,500 10,500 10,500 2,0002,500

10,000 10,000 10,000

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 5,0002,5002,500

6,
50
0

1
,6
00

2,
40
0

2,
40
0

1
,6
00

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

61,000

3,600 3,400 3,000 8,000 10,500 10,500 2,000

2,200

2,500

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

C

B

A

87654321

C

B

A

321 87654

6,
50
0

廊下

FL±0

宿泊者入口

既設空調機に接続

ACP

ACP

HEU
1

1
HEU

R R R R R R R R R R

R R R R R R R R

R

R

RR
RR

受付兼
事務室

下足入

1-3
ACP

1-2
ACP

廊下

廊下

Ｍシャワー室

Ｗシャワー室

Ｗ脱衣室

前室

Ｍ脱衣室

前室

R

６人用
客室

1-1

1-2

事務室 相談室 研修室

食堂Ｂ食堂Ａ

改修後　空調設備（制御）　平面図

改修範囲：用途変更申請「旅館(簡易宿泊所)」 改修なし：用途「公衆浴場」　既存のまま

矢板市城の湯温泉センター改修工事

既設渡り配線に接続×5
アウトレットボックス102×44(カバー付)×5

２人用
客室

(電源・内外伝送線)

(電源・内外伝送線)

(リモコン・内外伝送線)

(セパレート)

(ビル用マルチ・セパレート)

(ルームエアコン)

EM-CEE 2.0□-2C　EM-IE 2.0

EM-EEF 2.0□-3C

天井コロガシ・PF内

冷媒管に共巻き

冷媒管に共巻き

・壁内立ち下げ部はPF(16)にて保護とする。

：リモコン(位置は現場指示による)

【特記なき配線仕様は下記とする】

EM-CEE-S 1.25□-2C

R

ランドリー室

４人用 ４人用 ４人用 ４人用 ２人用２人用 ２人用 ２人用

リネン室

M - 09



改修

A1:S=1/100
A3:S=1/200

図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

自販機
コーナー

事務室 相談室 研修室

物入

押入押入

食堂Ａ 食堂Ｂ

食品庫

休憩室

多目的

ホール

自動販売機

風除室

ＨＷＣ

物入

物入

パントリー

厨房

床の間

ＤＮ

至 １号館

ＷＷＣ

休憩コーナー

ＭＷＣ

自動販売機

渡り廊下

WC

客室客室客室

客室
２人用

客室

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室
２人用

客室

客室
２人用

客室

客室
２人用２人用

客室

客室

廊下

廊下

2,500

廊下

宿泊者入口

客室

（既存仕上のまま）

31,000

5,500 10,500 10,500 2,0002,500

10,000 10,000 10,000

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 5,0002,5002,500

6,
50
0

6,
50
0

1
,6
00

2,
40
0

2,
40
0

1
,6
00

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

61,000

3,600 3,400 3,000 8,000 10,500 10,500 2,000

2,200

2,500

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

C

B

A

87654321

C

B

A

321 87654

改修後　空調換気設備　平面図

客室
６人用

前室 Ｗ脱衣室廊下

宿直室 受付兼
事務室

1

1

1
OA OA
2

HEU

HEU

HEU
3

FE
3 3

FE
2
OA

3
FE

2
OA

3
FE

2
OA

3
FE

2
OA

3
FE

2
OA FEOA FEOA FEOA FEOA FE

12222 1111

FE

FE

4

4

200φ

200φ

200φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0φ

10
0
φ

10
0
φ

10
0
φ

10
0
φ

10
0
φ

10
0
φ

10
0
φ

10
0
φ

200φ

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

200φ

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

破線は114条区画を示す

FD×5

250φ

200φ

下足入

HEU
2

エントランス

ホール

既設空調機に接続

41
MAC

MAC
32

55
0x
2
50

55
0x
2
50

M - 10

改修　無：「公衆浴場」（既存のまま）改修範囲：「旅館」（用途変更申請）

　　　 　(簡易宿舎)

矢板市城の湯温泉センター改修工事

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ

250φ

前室

FE
3

OA
2

OA
2

FE
3

OA
2

FE
3

OA
2

FE
3

OA
2

FE
3

OA
2

FE
3

OA
2

FE
33

FE
2
OA

Ｍ脱衣室

４人用 ４人用 ４人用 ４人用 ２人用 ２人用 ２人用 ２人用

リネン室

２人用
客室

ランドリー室

15
0φ

25
0φ

150φ

200φ

200φ

150φ

FE
5

×2

【特記事項】
・壁から1mの排気ダクト、外気ダクト、全熱交換器の外気側ダクトはGW25mmの断熱を施す。
・防火区画貫通部及び延焼の恐れのある範囲は防火ダンパーを取り付けの事。
・ドアガラリ類は建築工事とする。
・ランドリー室の洗濯機、乾燥機の配管接続、排気筒、給気口は別途工事とする。
　また、排気筒開放位置は外気取入口位置に留意すること。

FE-5×1台

〃

第3種

第3種 10.0345-34.5ランドリー室

BOX-1350×450×400H

GVS(F付)-1200×300

Q=2,280m3/h

エントランスホール 吸込口(RA)

2

GW25㎜内貼り

2人用居室 60-45.5 1.31 FE-3

FE-11.9891.0 - 1806人用居室

備考
換気回数

ｎ

排気機器による
排気量
ｍ3/h

給気機器による
給気量
ｍ3/h

換気種別
気積

ｍ3

〃

〃

室 名

シックハウス対策の換気量計算

4人用居室

受付兼事務室

宿直室

第1種 60

30

120-45.5

32.3

13.5

2.63

1.85

2.22

60

30 HEU-3

HEU-2

FE-2

Q=815m3/h

BOX-500×500×400H

VHS(F付)-350×350

廊下 吹出口(OA)

GW25㎜内貼り

2

ランドリー室

Q=690m3/h
1

GW25㎜内貼り

吹出口(OA)

VHS(F付)-350×350

BOX-500×500×400H



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A3:S=1/200
A1:S=1/100

改修

4 5 6 7 81 2 3

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

10
,5
00

10
,
50
0

21
,0
0
0

2,500

2,200

2,00010,50010,5008,0003,0003,4003,600

61,000

2,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10
,
50
0

21
,0
0
0

1
,6
00

2,
40
0

2,
40
0

1
,6
00

6,
50
0

2,500 2,500 5,0002,5002,5002,5002,5002,5002,5002,500

10,00010,00010,000

2,500 2,00010,50010,5005,500

31,000

Ｍ
シ
ャ
ワ
ー
室

Ｗ脱衣室

FL+150 FL±0

（既存仕上のまま）

宿直室

客室

下足入

廊下

32(天井内)

改修なし範囲

2
0(
天
井
内
)

2
5(
天
井
内
)

32(天井内)

65

125(経路不明) 125

65 50 20

6
5

12
5

65

65
25

125125

65

125

65 厨房・食堂等へ25

50 2040

1
25

20(天井内)20(天井内)

Ｍ脱衣室

100

10
0

合併処理浄化槽へ

2,500

前室

廊下

廊下

前室

100

２人用
客室

客室

客室
２人用 ２人用

客室

客室

２人用
客室

客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

２人用
客室

客室

２人用
客室

客室 客室
４人用 ６人用

客室

事務室
受付兼

ｽﾛｰﾌﾟコーナー
自販機

20､20､20

GV20(ｴｱ抜き用)×3

7575

Ｗ
シ
ャ
ワ
ー
室

既設散水栓再利用既設散水栓再利用

既設散水栓再利用

機械室より

改修後　給排水設備　平面図

宿泊者入口

25
(天

井
内
)

50
(天

井
内
)

50(天井内)

25(天井内)

既設散水栓再利用

シャワー室廻り
詳細図参照

2
0

7
5

7
5

2
0

1

2

3

既設配管に接続

既設配管に接続

既設配管に接続

4
0(
天
井
内
)

・屋外排水管の勾配は100A-1/100とし、小口径桝の段差は10㎜とした。

地盤高さ

桝リスト

名　称No 仕　様

90°L ±0

±0－

－

－ ×

×

×

200φ

200φ

200φ小口径インバート桝

小口径インバート桝

小口径インバート桝

1

2

3 ±0

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

DR 100φ 450H→1,410H

1,450H

480H→1,480HDR 100φ

100φ

・桝の深さ及び計画地盤高は参考数値とする。

【特記事項】

・特記無き排水管はシンダーコンクリート埋設配管とする。

・特記無き給水管、給湯管、通気管はPS内及び天井内配管とする。

・はつり補修は最小限とし極力既設配管穴を再使用とする。

・コンクリート部の配管貫通用穴あけはダイヤモンドカッターを使用のこと。

・配管改修に伴う公衆浴場側の天井解体復旧は建築工事とする。

・LPGボンベのコンクリート基礎は建築工事とする。

40

50V

M - 11

改修なし：用途「公衆浴場」　既存のまま改修範囲：用途変更申請「旅館(簡易宿泊所)」

矢板市城の湯温泉センター改修工事

プロパンガス集合装置
4本-4本立て
自動切替調整器、高圧ホース
防倒チェーン、他附属品一式
マイコンガスメーター6m3(既設品移設)
50kgボンベ(貸与品)
保安通信装置(貸与品)
コンクリート基礎(建築工事)

●●●

114条区画壁貫通×3
すき間はロックウール又はモルタル充填

既設配管に接続
アスファルト舗装解体復旧(建築工事)

1
0,
5
00

6,
50
0

65 1
25

60(天井内)

60
(天

井
内
)

既設配管に接続×2
(GL+500)
絶縁接手65
絶縁接手25

ＨＷＣ

相談室

物入

押入

物入

パントリー

厨房

床の間

多目的

ＤＮ

食堂Ｂ

至 １号館

ＷＷＣ

ホール

物入

研修室

休憩コーナー

ＭＷＣ

風除室

自動販売機

食堂Ａ

押入

渡り廊下

ホール

休憩室

事務室

エントランス

WC
食品庫

自動販売機
ランドリー室

４人用 ４人用 ４人用 ４人用 ２人用 ２人用 ２人用
２人用

リネン室

±0小口径インバート桝 200φ ×－4 125φ90°Y 900H 防護蓋

4

既設配管に接続

65
20



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

改修

改修後　給排水設備　シャワー室廻り　詳細図 A1:S=1/50
A3:S=1/100

32

20

20

20

COA80

COA80

GV25
GV40

GV50

ドルゴ通気弁40

50

20

20

20

20

PS

ドルゴ通気弁40

洗面台下床上配管

5050

US下床上配管

50

50

50

5
0

2
0
2
0

洗面台下床上配管

50

50

50

US下床上配管

洗面台下床上配管

洗面台下床上配管

50

平面図参照

平面図参照 平面図参照

25

40

2540

5
0

2
5

25

25

7
5

6
5

50

65

40

65

4032 75

5020 20

30

30

40

25

2
0

2
0

25

COA50

25

25

20 20

3
0

3
2

20

20

20

20

PS
50

20

20

20

20

2
5

5
0

32

25

50

65

50

65

5
0

7
5

7
5

65
TVC-AL65

GV25
GV40

6
5

5
0

M - 12

矢板市城の湯温泉センター改修工事

6
0

既設配管に接続×2
絶縁接手40
絶縁接手25

2,500

PS

廊下

Ｍシャワー室

PS
Ｗシャワー室

Ｗ脱衣室

自販機コーナー

前室

廊下

前室

21

B

Ｍ脱衣室

2,500 2,5002,5002,500 2,5002,500

ランドリー室

【特記事項】

・特記無き排水管はシンダーコンクリート埋設配管とする。

・特記無き給水管、給湯管、通気管はPS内及び天井内配管とする。

・ランドリー室の洗濯機、乾燥機の配管接続、排気筒、給気口は別途工事とする。

PS

5
0

50

20 20

2
0

20

25

25

25

乾燥機用ガスコック20×3

20

20

20

20
20

25

20

50

50

50

50

50

4

65

65

COA65

COA65

既設配管に接続

2
0

20

プロパンガス集合装置
1本-1本立て
自動切替調整器、高圧ホース
防倒チェーン、他附属品一式
マイコンガスメーター2m3(貸与品)
50kgボンベ(貸与品)
保安通信装置(貸与品)
コンクリート基礎(建築工事)

洗濯機用水栓13㎜×3
洗濯機用トラップ×3

1
25

12
5

40



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A1:S=N・S
A3:S=N・S

撤去

㈱日立製作所

(VB-030-E2)

(UN-SA4050.25)10010.25

付属品一式

自動運転型　40φ　×　100　L/min　×　6　m排水水中ポンプP-3 1 直入 ろ過循環ポンプ室

200 直入3F-1 砂ろ過機 2 1.5
(FF-OHA-5型)

サンエイ工業㈱

(FRP-NS-15型)

中山産業㈱

3 直入200F-2 砂ろ過機 2 0.75

中山産業㈱

サンエイ工業㈱

(FF-OH-3型)

(FRP-NS-8型)

2

2M-2

M-1

滅菌機

滅菌機

処理能力 15 m3/h

処理能力 m3/h8

最大吐出量

最大吐出量

30 ㏄/min

㏄/min15

200 直入

200 直入1

1

10VA

10VA オーヤラックス㈱

オーヤラックス㈱

2

2HEX-2

HEX-1

熱交換器

熱交換器
(Ｍ6-MVLJ)

アルファ・ラバル㈱

アルファ・ラバル㈱

(PU1-VLJ)
0.925電熱面積 ㎡

㎡1.54電熱面積

付属品一式

循環ポンプ、除毛器、付属品一式

循環ポンプ、除毛器、付属品一式

ケミカルタンク120L、付属品一式

ケミカルタンク50L、付属品一式

付属品一式

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室2 200 直入JP-1 ジェットポンプ

除毛器、付属品一式

50　×　40　×　240　L/min　×　25　m 2.2 3
荏原製作所㈱

荏原製作所㈱
3

除毛器、付属品一式

ジェットポンプ 直入2002 ろ過循環ポンプ室JP-2 1.5

(FSGD52.2)

(FSGD51.5)
40　×　32　×　96　L/min　×　30　m

ろ過循環ポンプ室2 200 直入3BB-1 バイブラブロワー 80φ　×　30　m3/min　×　1,720　mmAｇ

防振架台、サイレンサー、付属品一式

2.2

機器表(撤去)

※機器仕様は参考とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。

設置場所・系統

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号 名　　称

撤去　機器表（１）・器具表

器具表(撤去)

名　称 内　容

M - 13 

参考品番

手すり
ステンレス製

I形

洋風大便器
ロータンク式

I形

ステンレス製
手すり L=800

L=600

温水洗浄便座　紙巻器
CS20B　SS31BFBL　相当品

健
康
増
進
ル
ー
ム

合
計

女
子
便
所

男
子
便
所

450W×500D×1500H

1050W×550D×800(900)H

給茶機

一槽流し台 1

1

11

1 1

11

1

1

2

2

2

矢板市城の湯温泉センター改修工事

1排水水中ポンプ

付属品一式

1.5 200 直入3

付属品一式

HEX-2

HP-1 1温水ポンプ ライン型　50φ　×　260　L/min　×　18　m
(JLN2-51.5)

付属品一式

屋外機械室
㈱日立産機システム

暖房用膨張タンク 1 密閉式　27L　279φ　×　581　H
(EX-60)

日立金属㈱
屋外機械室

P-4 自動運転型 屋外排水ポンプ槽

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

浴槽昇温制御盤 800W×240D×2150H

1

1

1

サウナ操作盤 500W×250D×600H

ファンコイル制御盤 600W×200D×1100H

11ペーパータオルホルダー 樹脂製

付帯配管配線撤去共

付帯配管配線撤去共

付帯配管配線撤去共



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

撤去

撤去　機器表（２） A1:S=N・S
A3:S=N・S

付属品一式

100φ

M便所・W便所2パイプファンVF-6 1001 直入排気用

直入1 100HXAV-2 空調換気扇 天井埋込ダクト形 脱衣室(男・女)2

日立アプライアンス㈱

日立アプライアンス㈱

200 直入

200 直入

付属品一式

付属品一式

天井埋込ダクト形

暖房能力 kWkW冷房能力

暖房能力 kWkW冷房能力

天井カセット2方向

1

1

9.0 10.0

5.0 5.6

0.23

0.36

屋外
(RAS-AP280DGR3)

日立アプライアンス㈱
空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

暖房能力 kWkW冷房能力

付属品一式

200 直入3

28.0 31.5

7.53

日立アプライアンス㈱
200 直入0.09 1

付属品一式

暖房能力 kWkW冷房能力 7.1 8.5

7.53

7.53

1

日立アプライアンス㈱

(RAS-AP280DGR)

31.528.0

2003

付属品一式

空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

暖房能力 kWkW冷房能力

直入 屋外

(RAS-AP280GSR)
空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

日立アプライアンス㈱

暖房能力 kWkW冷房能力

付属品一式

28.0 31.5

7.53 200 直入3 屋外

屋外

200 直入3

3 直入200

7.53

7.53

31.528.0

付属品一式

冷房能力 kW kW暖房能力

31.528.0

付属品一式

冷房能力 kW kW暖房能力

屋外直入

冷房能力 kW kW暖房能力

空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

付属品一式

31 200

28.0 31.5

5.63

25.022.4

日立アプライアンス㈱

屋外
(RAS-AP280DGR3)

日立アプライアンス㈱
空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

暖房能力 kWkW冷房能力

付属品一式

200 直入

(室外機)

1パッケージ形空気調和機 3

28.0 31.5

7.53

日立アプライアンス㈱
直入200

付属品一式

天井埋込ダクト形

冷房能力 kW kW暖房能力

7.53

屋外200 直入3

暖房能力 kWkW冷房能力

付属品一式

MAC-2R

MAC-8R

MAC-5R

MAC-4R

(室外機)

パッケージ形空気調和機

MAC-7R

(室外機)

1パッケージ形空気調和機

パッケージ形空気調和機 1

(室外機)

屋外パッケージ形空気調和機 1

(室外機)

MAC-6R 空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

空冷ヒートポンプ式　ビル用マルチ

(RAS-AP280GSR)

日立アプライアンス㈱

日立アプライアンス㈱

(RAS-AP224DGR3)

(RAS-AP280GSR)

(RAS-AP280DGR)

日立アプライアンス㈱

設置場所名　　称

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号

SUSウェザーカバー(防虫網付)、温度スイッチ、付属品一式

0.05

300φ　×　1,200　m3/h　×　5　㎜Ag

排気用有圧換気扇VF-4 直入1 1001 健康増進ルーム

(RCI-GP71K)
天井カセット4方向

MAC-3R パッケージ形空気調和機 1

(室外機)

パッケージ形空気調和機

(室内機)

パッケージ形空気調和機

(室内機)

MAC-31

MAC-33 1

1

4MAC-21～24

(室外機)

1パッケージ形空気調和機

パッケージ形空気調和機

(室内機)

2

(室内機)

MAC-11･12 パッケージ形空気調和機

パッケージ形空気調和機 1

(室外機)

MAC-1R

設置場所

※機器仕様は参考とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。

設置場所・系統 名　　称

M - 14 

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号

電気仕様

仕　　　　　様 備　　　考台数

起動VφkW

記　　号 名　　称

健康増進ルーム

トレーニングルーム

脱衣室B

脱衣室A

健康増進ルーム

下足室

14.0 16.0

(RPI-AP140K1)

200φ　×　600　m3/h　×　150　pa

付属品一式

0.4
三菱電機㈱

(LGH-H65RS)

三菱電機㈱

(EF-30BSA)

機 器 表(撤去)機 器 表(撤去)

機 器 表(一時取外し再使用)

矢板市城の湯温泉センター改修工事

個別リモコン 5 下足室×1

トレーニングルーム

健康増進ルーム

0.05

220φ　×　300　m3/h　×　12　㎜Ag

FE-4 排風機

付属品一式

直入消音ボックス付ラインファン 1 1001

1 10010.08

220φ　×　500　m3/h　×　12　㎜Ag

消音ボックス付ラインファンFE-3 直入

付属品一式

排風機

浴室(男・女)0.75 2003片吸込み塩ビファン　天吊形2排風機FE-2

付属品一式

直入

脱衣室(男・女)2 直入1 100

暖房能力

付属品一式

天井埋込ダクト形FC

＃2　×　4,000　m3/h　×　250　Pa

㈱荏原製作所

(2SRMC4)

外気処理用ファンコンベクター

kW29.0 送風機

0.546
(DFP-50CHB)

暖冷工業㈱

53　m3/min　×　100　Pa

事務室×4



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A3:S=1/200
A1:S=1/100撤去　空調設備　平面図

87654321

C

B

A

8765421

C

B

A

3

61,000

2,500 5,500 10,500 10,500 2,000

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

61,000

10,5008,000 10,500 2,000

撤去

液管

12.7

φ

φ

φ

φ

φ φ

12.7

25.4

22.2

19.1 9.5

冷媒配管リスト

記号

①

②

③

ガス管

【特記事項】

・図示実線の設備機器及び配管は、支持固定金具を含み本工事にて撤去処分する。

・図示ハッチング範囲の空調設備 MAC-4～8R系統 は、再利用する為適宜養生し残す。

　また、ハッチングの室外機は移設の為一時取外し保管する。

・改修工事に影響のない不要配管・ダクトは、水抜きの上原則として残置とする。

　（必要に応じプラグ(見え掛かり部は化粧プラグ)及びキャップ止めを行う）

・単体撤去を除く50A以下の配管付属品(仕切弁、排水金物等)は、配管の撤去に含むものとする。

・計図書に明記無き事項についても、施工上支障の生じる物、又は不要となる設備は、

  監督員と協議の上、撤去・移設を行うものとする。

・本撤去図は参考(配管経路想定を含む)とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。

①

①

①
①
①

①
①

②

改修なし範囲

改修なし範囲

25

MAC
5161 62 72 71

MACMACMACMAC

42 52 53 81 82 84

83

MAC MAC MAC MAC MAC MAC

MAC

41

32

MAC

MAC

①

撤去 MAC
1R

2R
MAC

撤去

撤去 MAC
3R

③

③

FE FE FE
311211

MAC
33

MAC MAC

MACMAC

23

24

21

22

FC FC
11

4R
MAC

MAC
5R

6R
MAC

MAC
7R

8R
MAC一時取外し

再使用

一時取外し
再使用

一時取外し
再使用

一時取外し
再使用

一時取外し
再使用

脱衣室Ａ

浴室Ａ

PS

浴室Ｂ

風除室

パントリー

ＷＷＣ

ろ過循環ポンプ室

通用口

渡り廊下

至 １号館

休憩コーナー

食堂Ｂ

多目的ホール

Ｗ便所

サウナ

ＤＮ

廊下

トレーニングルーム

事務室

ＭＷＣ

研修室

ＨＷＣ

食堂Ａ

Ｍ便所

WC

厨房

食品庫

健康増進ルーム

休憩室

下足室

脱衣室Ｂ

エントランスホール

倉庫

32

M - 15

改修範囲：用途変更申請「旅館(簡易宿泊所)」 改修なし：用途「公衆浴場」　既存のまま

矢板市城の湯温泉センター改修工事

RR
RR

R

相談室

個別リモコン撤去
(下足室)

個別リモコン撤去(プレート補修)
(トレーニングルーム、健康増進ルーム、脱衣室A・B)



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A3:S=1/200
A1:S=1/100

通用口

廊下

下足室

10
,5
00

2
1,
00
0

脱衣室Ａ

脱衣室Ｂ

エントランスホール

浴室Ａ

サウナ

PS

ＨＷＣ

ＷＷＣ

ろ過循環ポンプ室

ＭＷＣ

トレーニングルーム

多目的ホール

食堂Ｂ

研修室

事務室

風除室

パントリー

食堂Ａ

浴室Ｂ

渡り廊下

至 １号館

サウナ

休憩コーナー

ＤＮ

厨房

食品庫

WC

休憩室

健康増進ルーム

相談室

倉庫

2,00010,5008,000 10,500

61,000

10
,
50
0

10
,5
00

10
,
50
0

21
,0
0
0

2,00010,50010,5005,5002,500

61,000

3

A

B

C

1 2 4 5 6 7 8

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7 8

撤去

Ｗ便所Ｍ便所

【特記事項】

・図示実線の設備機器及び配管は、支持固定金具を含み本工事にて撤去処分する。

・図示ハッチング範囲の換気設備の FE-5便所系統 は再利用する為適宜養生し残す。

・改修工事に影響のない不要配管・ダクトは、水抜きの上原則として残置とする。

　（必要に応じプラグ(見え掛かり部は化粧プラグ)及びキャップ止めを行う）

・単体撤去を除く50A以下の配管付属品(仕切弁、排水金物等)は、配管の撤去に含むものとする。

・計図書に明記無き事項についても、施工上支障の生じる物、又は不要となる設備は、

  監督員と協議の上、撤去・移設を行うものとする。

・本撤去図は参考(配管経路想定を含む)とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。

改修なし範囲

改修なし範囲

200φ
200φ

6

6

VF

VF

間仕切り改修に伴いエントランスホール側に撤去新設する。

 500×500
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×
30
0

30
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0
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00
×
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0
×
20
0
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00
×
4
00

15
0

150

200

250

250

250

40
0
×
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0(
S
US
)

40
0×

40
0

250

200

250

250

2
HXAV

2
HXAV

2
FEFE

2

FE
4

4
VF

FE
3

400×400(SUS)

200φ

250φ

ダクト撤去後ボックス開口は閉鎖処理

400×400(SUS)

ダクト撤去後ボックス開口は閉鎖処理

ダクト撤去後ボックス開口は塞ぎ処理(2か所)

ダクト撤去後ボックス開口は塞ぎ処理(2か所)

CD CD

150φ

200φ 200φ

FE
5

再利用

ダクト撤去後ボックス開口は塞ぎ処理(2か所)

下足室

1

RG(F) - 1200×200
1

吸込口下足室

排気口

HS - 250×250

吸込口廊下

ZG - 300
2

HS - 1000×250

排気口 排気口

HS - 1000×250

浴室(B)浴室(A)

給排気口

(消音型) PZ-20FG (消音型) PZ-20FG

給排気口脱衣室(A) 脱衣室(B)

浴室(A) 浴室(B)

BL-D - 2000BL-D - 2000

2 2

22

3 3

排気口

2

吹出口

4

1

1

吸込口

吸込口

RG(F) - 1200×200

健康増進ルーム

健康増進ルーム

健康増進ルーム

健康増進ルーム

RG(F) - 1200×200

BL-D - 1000

排気口

ノズル ZG-U - 250

吹出口トレーニングルーム

2

トレーニングルーム

トレーニングルーム

トレーニングルーム

BL-D - 1000

吸込口

RG(F) - 1200×200
1

1

ZG - 200

吹出口

1

BOX-2000×700×450H×1

BOX-1500×400×400H

BOX-400×400×300H

撤去　空調換気設備　平面図

M - 16

改修範囲：用途変更申請「旅館(簡易宿泊所)」 改修なし：用途「公衆浴場」　既存のまま

矢板市城の湯温泉センター改修工事

1200
　×200

 500×500

吹出口 吹出口

ND-VL-2-1500(結露防止)



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

A3:S=1/200
A1:S=1/100

撤去

87654321

C

B

A

8765421

C

B

A

3

61,000

2,500 5,500 10,500 10,500 2,000

21
,0
0
0

10
,
50
0

10
,5
00

10
,
50
0

61,000

10,5008,000 10,500 2,000

相談室

休憩室

WC

食品庫

厨房

ＤＮ

休憩コーナー

至 １号館

渡り廊下

食堂Ａ 食堂Ｂ

多目的ホール

トレーニングルーム

エントランスホール

2
1,
00
0

廊下

1
0,
50
0

風除室

サウナ サウナ

ＨＷＣ

下足室

健康増進ルーム

ＭＷＣＷＷＣ

浴室Ａ
浴室Ｂ

PS

脱衣室Ｂ脱衣室Ａ

ろ過循環ポンプ室

Ｗ便所Ｍ便所

不明

温泉管撤去切り離し

温泉排水管撤去キャップ止め

40(天井内)

32(天井内)
20(天井内)

25(天井内)

25(天井内)
65(天井内)

40(天井内)

40(天井内)

25(天井内)

25(天井内)
65(天井内)

40(天井内)

40(天井内)

2
5(
天
井
内
)

2
0(
天
井
内
)

4
0(
天
井
)

4
0

5
0

5
0

5
0

5
0

【特記事項】

・図示実線の設備機器及び配管は、支持固定金具を含み本工事にて撤去処分する。

・図示ハッチング範囲の給水設備、排水設備は再利用する為適宜養生し残す。

・改修工事に影響のない不要配管・ダクトは、水抜きの上原則として残置とする。

　（必要に応じプラグ(見え掛かり部は化粧プラグ)及びキャップ止めを行う）

・単体撤去を除く50A以下の配管付属品(仕切弁、排水金物等)は、配管の撤去に含むものとする。

・計図書に明記無き事項についても、施工上支障の生じる物、又は不要となる設備は、

  監督員と協議の上、撤去・移設を行うものとする。

・本撤去図は参考(配管経路想定を含む)とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。
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65

125

65

125

40 20

125

50

25

20

25

6
5
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5

25
65

12
5

12
5

6
5
7
5

5
0

50

2
0

10
0

20
50

100

150
50

100

2
0

2
5

10
0

100

150

2
0

10
0

10
0

125(経路不明)

65
75

5
0

125 150

給水管撤去プラグ止め

給水管撤去プラグ止め×5か所

 給茶機、1槽シンク、ペーパーホルダー　撤去

(洋風大便器、紙巻器、I形手すり×2)×2　撤去

弁桝撤去弁桝撤去
1
50

1
25

2
0

65

詳細図参照

温泉排水へ合併処理浄化槽へ

改修なし範囲

改修なし範囲

厨房・食堂等へ

機械室より

温泉槽より

研修室事務室

パントリー

40(天井内)

32(天井内)
20(天井内)

65(天井内)
25(天井内)
40(天井内)

6
5(
天
井
内
)

2
5(
天
井
内
)

倉庫

給湯管撤去切り離し×2

ガス管撤去切り離し

給湯管撤去切り離し×2

機械室より

3
2(
天
井
内
)

2
0(
天
井
内
)

4
0(
天
井
内
)
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改修なし：用途「公衆浴場」　既存のまま改修範囲：用途変更申請「旅館(簡易宿泊所)」

矢板市城の湯温泉センター改修工事

排水ポンプ槽

P
P
4

125

150

75
65

A

A

BBBB

C C

E

G

HH II

JJ

E

F

F
GV40(VC-P)

GV50(VC-P) GV50(VC-P)

GV20(VC-P)

仕様

塩ビ製

都型

都型

都型

塩ビ製

人孔桝

PP製

PP製

RC製

450□×600H程度

450□×1,400H程度

150φ×800H程度

150φ×1,400H程度

600φ×900φ×2,300H

400φ×1,000H

300φ×1,000H

1,800×900×1,100H弁桝

インバート桝

インバート桝

J

I

H

鋼板製蓋 2

2

2

レジコン製蓋

レジコン製蓋

排水ポンプ槽 1G

E

小口径インバート桝 塩ビ製蓋

塩ビ製蓋小口径インバート桝

C 2インバート桝

2

ため桝

鋳鉄製蓋

ため桝

F 2

2

撤去桝サイズ表

記号

B

A

4

数量

鋳鉄製蓋

鋳鉄製蓋600□×900H程度

弁桝 1K

K

鋳鉄製蓋

GV20(塩ビ製ボックス)

塩ビ製蓋塩ビ製

ガス管40撤去切り離し

通用口

撤去　給排水設備　平面図



図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

撤去

A1:S=1/50
A3:S=1/100

倉庫

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

ろ過循環ポンプ室

倉庫

倉庫

通用口 通用口 通用口

ろ過循環ポンプ室　詳細図(エア抜き・水抜き・逆洗排水配管)　　　S=1/50ろ過循環ポンプ室　詳細図(温水配管)　　　S=1/50 ろ過循環ポンプ室　詳細図(ろ過・ジェット・バイブラ配管)　　　S=1/50

【特記事項】

・ろ過循環ポンプ室の機器、制御盤、露出配管は、全て支持固定金具を含み本工事にて撤去処分する。

・改修工事に影響のない不要配管・ダクトは、水抜きの上原則として残置とする。

　（必要に応じプラグ(見え掛かり部は化粧プラグ)及びキャップ止めを行う）

・単体撤去を除く50A以下の配管付属品(仕切弁、排水金物等)は、配管の撤去に含むものとする。

・計図書に明記無き事項についても、施工上支障の生じる物、又は不要となる設備は、

  監督員と協議の上、撤去・移設を行うものとする。

・本撤去図は参考(配管経路想定を含む)とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。
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撤去　濾過循環ポンプ室　詳細図
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図面名称／縮尺

設計年月日

図面番号

承 認 検 図 担 当
設計者

工事名称

機械室

撤去

撤去　温泉槽廻り・機械室　詳細図 A1:S=1/50
A3:S=1/100

【特記事項】

・図示実線の設備機器及び配管は、支持固定金具を含み本工事にて撤去処分する。

・改修工事に影響のない不要配管・ダクトは、水抜きの上原則として残置とする。

　（必要に応じプラグ(見え掛かり部は化粧プラグ)及びキャップ止めを行う）

・単体撤去を除く50A以下の配管付属品(仕切弁、排水金物等)は、配管の撤去に含むものとする。

・計図書に明記無き事項についても、施工上支障の生じる物、又は不要となる設備は、

  監督員と協議の上、撤去・移設を行うものとする。

・本撤去図は参考(配管経路想定を含む)とし、施工の際は現況を十分調査の上施工のこと。

温泉タンク廻り　詳細図　　　S=1/50 屋外機械室　詳細図　　　S=1/50

[工事内容］
不用となる2号館用温泉管、2号源泉管を切り離す。

[工事内容］
不要となる2号館用の昇温・暖房用温水管、補給水管、膨張管を撤去する。

ボイラーの熱交換器接続口はフランジ止め。(2か所)

80

65

給湯(往き)

32

65
給湯(戻り)

GV20×2
自動エア抜き弁20×1

50

循環配管50 循環配管50

オーバーフロー100

循
環
配
管
50

1号源泉管 65A

2号源泉管 80A

温水(往き)

温水(戻り)

給水
80

65

65

A

20､20

P

20

圧力計×1

T
T

20､20

CV20

温度計×2

1

GV65×2
CV65×1
防振接手65×2
圧力計×1

HPEXT
2

既存膨張タンク
(1号館)

既存煙道

既存真空式温水器
(2号館)

既存貯湯槽
(2号館)

既存膨張タンク
(2号館)

既存貯湯槽
(1号館)

既存真空式温水器
(1号館)

既存真空式温水器
(1・2号館)

既存オイルタンク

既存オイルポンプ

既存給水ポンプユニット
(1号館)

既存給水ポンプユニット
(2号館)

GV20×2
安全弁20×1

1号館系統

露天風呂系統

FJ100

2号館系統

塩谷病院系統

100

50

既存温泉タンク

65(天井)

65(天井)

20
(天

井
)

25(天井)

20(天井)

4
0

10
0

2号館用温泉管
露出部を撤去、BV100部にてフランジ止め。
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